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シベリア・極東ロシアにおける十月革命
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t主じ占Ofこ

1 二月革命後の連合体制

2 ポリシェヴィキ党組織の自立

:i ソヴェトの地域結合と革命化
4 ソグェト権力の成立

5 [-カザーク地域jにおけるソグェト権)Jの成立

6 シベリア地方議会

補論民族運動の展開i
むすび

はじめに

1917年から 1922年に古ベナて， シベリア・極東ロシアで展開された革命と反革命の震史

は， ロシア革命史・内戦!との不可分の一部をなしているばかりでなく，別の角度から視れ

ば，東アジア現代史の重要な一環でもある O この地域がむ本をはじめとする連合国軍事干

渉の舞台となったこと，また朝鮮独立運動の策源地の一つでもあったことを考えただけで

も，シベリア・極東ロシアでの苧:命と反革命が東アジア諸国の動向と密接な関係にあった

ことは明らかであろう 00

ロシアの政治的中心部の動向に連動しつつ，三この地域に国有の諸運動，さらにこの地域

に鱗接する諸地域からの諸作用をもその内に含み込んで展開された，シベワア・極東ロシ

アの革命と反革命の過程は，もとより多面的な解明を要する O 本稿は，この複雑な過程の

多面的な解明をH指しつつ，ひとまずその第ーの局面として 1917年 3月から 1918年初頭

まで，すなわちこの地域でのツァリーズムの崩壊からソヴェト権力の成立までの過程ーそ

の総体が十月革命であるーを通史的に考察しようとするものである O

次に本稿の対象とする空間的範酉について，用語法にも関連して若干の前置きを述べて

おく必要があろう O

}司実!Jのように[シベリア (CH6Hph)Jの語義には「太平洋岸からウラノレ山脈に至る北部ア

ジア一帯2りを指す場合と r-西はウラノレから東は太平洋の分水界まで3)Jを指す場合とが

あり，革命前は前者の用語法が，革命と内戦を経て今日のソ連では後者の用語法が支配的

である。後者の場合， 太平洋の分水界から束は「ソヴェト極東 (COBeTC閥抗瓦aJIh悶註

BOCTOK)Jないし単に「極東Jと呼び，シベリアから区芳Ijするのである O 本稿では「極東J

という用語は避け，かつて「極東露額」と呼んでいたことを想起して f極東ロシアj と呼

1)この点については，さしあたり，原輝之「ロシアJ存命， シベジア戦争と朝鮮独立運動Jrrロシア革命
論~ (菊地邑楽編，国熔喜広， 1977年〉所訳。
2) s世界地名辞典・西洋編Jl(東京堂， 1955年)， 225ページ。
3) fi笠界地名大事典12 (戟倉書詰， 1973年)， 599-600ページ。
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ぶことにする。「シベリアJは革命・内戦期， 今日以上に両義的に使われていたので，こ

こでも京義と狭義とに使い分けるしかない。

きて本稿が対象とする広義のシベリアには，革命前，行政区画上.3つの総督府と 12の

県・州が賓かれ，総督府は総督により，県・升iは知事または軍務知事によって統轄されて

いた。また軍事区画上泣 3つの軍管区に分けられていた。 1914年段階におけるそれらの名

称は次の通りである(括弧内は中心都市。併せて 1916年段階の県・州人口を時記する)4)0

セミパラチンスク州〈セミバラチンスク〉

アクモリンスク州〈オムクス〉

トポリスク県(トポリスク〉

トムスク県*(トムスク〉

エニセイ県〈クラスノヤノレスク)

イノレグーツク県(イルクーツク)

ヤグーツク州(ヤグーツク〉

ザバイカルナ1'1 (チタ)

アムールチIi (プラゴヴェシチェンスグ〉

沿海州〈ハバロフスク)

サハリンチ1'1料(アレグサンドロフスク〉

カムチャトカ丹、1(ベトロパヴロフスク〉
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トムスク県南部は 1917年 6丹 17日，アノレタイ果〈中心部市パルナウール〉として分離され

式こ。

柿 沼海外i最北部ウドスキー郡とニコラエプスク=ナ=アムーレ〈以下ユコラエブスクと略〉市は

1914年 2)1にサハリン升iに合併となり， その後， 1917年にサハリンチ1，の中心都甫はニコラ
エフスクに移された。

大雑把に言って，西シベリアはオーピ、再とその支流の流域，東シベリアはエニセイ河・

レナ河とその支流の流域，極東ロシアはアムーノレ河とその支流の流域と太平洋沿岸地域を

指すが，それらは上記の 3軍管区の管轄地域に概ね合致すると言ってよ L、。

本稿は，もとより 1200万平方キロもの面積をもっシベリア・極東ロシア全域を検討す

るのではなく，主としてシベリア横断鉄道沿いに点在する諸都市を中心に検討するO 最も

重要な行政的中心都市は，上記の表からも明らかなように，西シベヲアではオムスク (19

17年段階の人口5)11万 3680人)，東シベリアではイルクーツク (9万 0413人)，極東ロシ

アではハバロフスク (3万 1513人〉であり，これらの 3地域での草命権力の成立はこの 3

都市の帰趨にかかっていたとも言えるが，十月革命の推進勢力の拠点、として重要な役割を

演じたのは，シベリアではグラスノヤノレスク (7万 0327入)， 極東ロシアではヴラヂヴォ

ストーク (10万 9481人)であり，その動向は重視されねばならなし、。 シベリア槌ーの文

教都市で，シベザア地方主義運動の拠点トムスク (10万 1129人)，協同組合運動の中心地

で，行政的には 1917年まで郡市ですらなかった新興都市ノヴォニコラエフスク (6万 9827

的行政亙画の変遷につレては， CH3， T. 13， CTJI6. 561-564; CC3， 1， CTJI6. 20-27.を参照。人uは
11.託.Cepe6peHHHKoB. Cu6upe8edeHue， Xap6HH， 1920， CTp. 67-68.によった。
5) CC3， 1， CTJI6. 350， 705-706; OpHMOpCKOe 06JIaCTHOe 3eMCTBO， 3e.MclCufi C60PHUIC， BJIa)lHBO・
CTOK， 1918， CTp. 41. 
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シベリア・極東日シアにおける十H革命

人， のちのノヴォシピノレスク)， 極東ロシアにおける反革命の拠点となったプラゴヴェシ

チェンスク (5万 8799人)などの動向もそれぞれ重要で、あるO さらに，以上の諸地域の外

にあってロシア政府の管轄下に置かれていた， 中東鉄道〈中国名は東省鉄路)収用地帯

(ロOJIoca0刊 Y)I{.lI.eHH冗KB氷河， とくにその中心都市ハノレピン(7万 6145人) の動向は沿
海升|やザパイカル丹、!，広くはシベジア全体の革合・内戦に直接関連しており，考察の対象

から除外することはできなL、。

今日のソ連の歴史学では志義のシベリアを一括して担える，例えば5巻本の『シベリア

史』ののような方法はむしろ例外であり，シベリアと極東ロシアについての研究は互いに能

の領域を侵さないように別々に行なわれているかに見える。 3主義のシベリアの十月革命に
ついては， 1963年に刊行されたショー/レニコフの著作が今日の水準をつくったスタンダー

ドなものである730 極東ロシアについては， ボイコ=パーヴロブと、ンドノレチュークの共著

で 1964年に刊行された研究書がすぐれているめ。

欧米でのト見革命研究で特殊にこの地域を扱った論文は管見のi誌り量的にも質的にもi良

られたものであるの。

IJ 本では長尾久氏の研究によって i~)J革命の全ロシア的全体縁が明らかにされたがIベ
残念ながら，またある意味では不思議なほど，シベリア・極東ロシアについての論及は断

片的である O しかし-1-月革命の対抗関採に関する長尾氏の枠組は，この地域の f~月革命を

捉えようとする場合に基本的に重要であり，有効なものである O

日本にシベヲア・極東ロシアの十月革命についてほとんど研究がないということは， II 

本が重大な関わりをもったこの地域の内戦と干渉戦，いわゆる「シベワア出兵Jを振り返

り，長:え直す際の立準D点の aつをクくし、ているということであるO 本橋の意図はそうした欠

落部分をまずもって埋めることにある。以下では，できる限り基本的な史料・2こ依拠しなが

ら，内戦・干渉戦史の前提をなす基礎的な事実関係の確定と再構成に力点を置くことにす

る11)。

1 二月革命後の連合体制

専幸IJの崩壊

首都の二月革命は急速に全国各地に波及した。各地の民衆はそれを全面的に支持・歓迎

し，地元の専昔話地方機構当局者の逮捕を要求した。シベリア・極東ロシアでは，スチェー

ピ総督兼オムスク軍管区司令官スホムリーノフ (H.A. CyXOMJUIHOB，元陸相の実弟)， /I 

6) J1cmopuH Cu6upu c dpe8HeumUx 8pe.MeH d Hawux dHeu， T. 1-5，凡， 1968. 
7) M. M.立lopHHKOB，EO.llbUle8UICu Cu6upu 8 60pb6e 3a no6eoy OICmfl6pbCICOa pe80.ll幻U，UU，

HQBOCH6HPCK， 1963. 研究員:には， Ero )Ke， OKT匁6pbCKa完 peBOJI犯江沼兄 BCH6HPH， J1cmopuo・
zpartuH COBemclCoa Cu6upu (1917-1945 zz.)， HOBOCH61中CK.1968. 
め瓦.民.00首加E釘HO泊O

9引)James "¥司V玖f人.Morley，“The Russianまevolutionin the Amur Basin"， American Slavic and 
East European Review， vol. 16 (Dec. 1957);主usselE. Snow，“The Russian Revolution of 

1917-18 in Transbaikalia"， Soviet Studies， vo1. 23 (Oct. 1971). 
10)長;尾久『ロシヤ十月革命の研究JJ(社会忠忽社， 1973年〉ζ
11)日付の表記;主 1918年 1月末まではi日ロシア暦で，それ以後とロシア外および対外関誌の事長につ
いては暴行出荷暦併記とする。
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ノレクーツク総督ピリツ (A.11. nHJIbU)， 同軍管区司令官シキンスキー(兄争.IllKHHCl倒的，

ブリアムーノレ総督ゴンダッチ (H.刀.rOH，llaTTH)，同軍管区司令官ニシチェンコフ (HHI1~eH­

KOB) らの将軍をはじめ， エニセイ県知事， ザパイカル升i軍務知事兼ザパイカノレ・カザー

グ軍アタマン，サハリン州知事 オムスグ・トムスグ・ノヴォニコラエフスグ・パノレナウ

ール・チタなどの守備隊長その他，各地で行政・軍・憲兵・警察の当局者が逮捕された00

i自体制は各地で崩壊した。

新たな状況の到来にともない，各地の社会主義者は新たに活動を開姶した。 1905年のク

ラスノヤノレスグの武装蜂起のとき，鉄道関属工場の青年労識者として武装行動隊結成に積

極的に加わったポリス・シュミャツキー (5.3. 11lyMHUKH註)は，大戦中に投獄ののち召集

されて， クラスノヤルスク守備隊の書写係を勤めていたが，首都二月革命の博報を掴むや

直ちに (3月 2Bから 3日にかけての夜)，各兵営をまわって労兵ソヴェトへの代表選出を
呼びかけているの。 また例えばイノレグーツク県下の農村教員で大戦中に政治流刑囚との接

触の中で社会民主党員として成長し，召集されてハルピン守備隊に記震となった少尉補リ

ューチン (M.H. PIOTHH) は 二月革命の情報に接するや自分の部隊に赤旗を謁げて営倉

に入れられたが，兵士が群をなして押しかけたので釈放されている 330

シベリアには多数の政治流罪j国が，或いは都市とその周辺に，或いはトヴルハンスクの

ような北極習に近い僻地に居住していた。地域によっては疲らが都市・の社会生活全般に顕

著な役割を演じていた。例えばイノレクーツクでは周辺の政治流刑囚たちが一時的滞在許可

をえて市内で居住・活動し，都市自治体の種々の事業の運営に「不可欠」の存在とすらな

っていた。エスエノレは同高の協同組合運動に影響力をもち，取引所委員会，市参事会，食

糧委員会などに責任ある地{立を出めていた。メンシェヴィキはザパイカノレ鉄道消費者組合

などの団体に進出していたし，またポリシェヴィキは合法活動の場として難民救済運動に

力を注ぎ，同派のヴォイチンスキー (B.C. Bo員THHCKH員，この人物は二月革命後メンシェ

ヴィキに転じた)とヴェリマン (B.M. BeJIbMaH) が全市難民保護部の正副議長を勤めてい

たの。ノヴォニコラエフスグには二月革命前 70人以上の政治流刑西が居住していて，協同

組合組織などの団体に要職を占め，また地方紙『ゴーロス・シピ-!J Jlの編集部すら掌握

してL、た。第 5由党大会でポリシェヴィキ系の中央委員となり，流7flJ地でメンシェヴィキ

解党派に転じた著名な墜史家ロシコープ (H.A. PmKKoB)が，同紙の実質上の編集者であ

っ7こ5)。

。A.H. 5aTaJIOB， Eopb6a dO.llbUle8UK06 3a apMu幻 8 Cu6upu (1916・ifJe8paぷb 1918 z.)， 
HOBOCH6HPCK， 1978， CTp. 69-73; 50負KO・DaBJIOBH CHぇOpqyK，YKa3. CO弘， CTp. 32-33. 
2) A. AHCOH， 1905 ro~ B KpacHo兄pCKe，CO， 1923，地 5-6，CTp. 133; M.φpyMKHH，φeBpaJIb-
OKT兄6pb1917 r. B KpacHo兄pCKe，n p， 1923，民主 9(21)， CTp. 142. 
3) B. BeJIbMaH，φeBpaJIbCKaH peBOJIlOIJ.H兄 BCH6npn， n p， 1925，地 3(38)， CTp. 168; M. I1Ba託OB，
OKT兄6pbB CH6HPH，刀p，1922，地 10，CTp. 376. 
4) B. 1. ApXaHreJIbCKf議， nepBbI註 Mec兄l.I，中eBpaJIbCKO負 peBOJI泊l.I，HH1917 r. B I1pKyTcKe， BC， 
II (1927)， crp. 46-48; BeJIbMaH， YKa3. CO弘， CTp. 171. 

5) H. TeTepHH， HOBOHHKOJIaeBCK B中eBpaJIbcKy泊予eBOJIIO立HIO，CA， 1927， Nる1，CTp. 24-26; f. 
f. fy出 KHH，HOBO-HHKOJIaeBCKa冗 CCbIJIKaB Ha可aJIepeBOJI即日HH，11 e6H mbtii 6a.ll. KδeCHmu・
.Ilemu幻 OC606o:JICdeHUH U3 lIsapCKOii Kamopzu U CCbl.llKU， M.， 1927， CTp. 105-106;瓦.M. 
fop羽詰KHHH ~p. H060HUKO.llae6CK 6 UCmOpl耳切CKOMnpOLU.IlOM  (KOHells XI X・Ha宅a.lloXX  
8.)， HOBOCH6H手CK，1978， CTp. 216. 
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シベリア・極東ロシアにおける十月革命

政治流刑囚の中には動員で守踊隊に勤務中の者もいた。ツアーリ政府は戦時の人的活;誌

を打開する一方策として， 1916年 2月 7E3の勅令により，政治流刑囚を含む「審理・取調

中の者および服役中の者jをも軍隊に召集するようになったからである O オーピ河をノヴ

ォニコラエフスグから 724キロ下った地点にあるナルイムの流刑地iこは， 1913年からポ

リシェヴィキのフラグションが組織されており ベトログラート・モスグワ・リヵーの労働

者ポリシェヴィキが多かった所であるが，ここの政治流刑囚たちは，入践して兵営内で宣

伝煽動活動を行なうことを決議した。同年9月に行なわれたポリシェヴィキ・エスエノレ両

フラク合同会議で，組織の名称を「社会主義軍人同盟 (BoeHHO・COUHaJIHCTHQeCKH註 COl03)J

とすることが決定された。召集は 11月から実施され， 多くはトムスク守犠隊に配属され

た。トムスク守備隊内に形成された「同盟」ピュローは，ニコライ・ヤーコヴレフ (H.H. 

51KoBJIeB)， コーサレフ (B.M. KocapeB)，スミノレノーフ (VI.行.CMH予HOB) (以上ボヲシェ

ヴィキ)， クドリャフツヱブ (C.A. Ky，a予完BueB)(エスエノレ)から十毒!棄さJ'Lた。「同iVJ.Jは

非合法にE号制した戦争批判のピラを隊内に撒き， 1917年 2Jjまでにもっぱら兵士から成る

少くも 200名のメンバーを擁して同守備隊内に絶大な権威をかちえるに至ったの。

二月草命時シベリアにど'hだけの政治流刑囚がいたか明らかにできないが， 1907年以後

ここに送られた政治犯は毎年約6000人の規模だったとも言われる7九専制の崩壊で解放さ

れた111政治流刑囚の大量の存在はこの地域の事件の展開に独特の刻印を捺すことになる O

社会保安委員会の或立

首都の二月革命の報道が伝わると，主要各都市では，善後策を協議するために緊急に出

会または社会諸団体代表を加えた拡大市会が召集された。同および東シベリアでは3月三

日から 4Flにかけて，極東ロシアでは 3口から 6f]にかけて主要各都市で開催された，そ

のような会議によって，既存の行政機構に代る新機関が形成された。イノレクーツクでは

「ベーノレイ・ドムJ(総督官邸〉に市会，取引所委員会，協同組合その他諸国体代表が召集

された。その中にはエスエノレ有力幹部ゴーツ (A.P. rOU)，メンシェヴィキ有力幹部ツェレ
チェリ (11.1. UepeTeJIH)をはじめ社会主義者も多数含まれていたO 形成された社会団体

委員会 (KOMH1‘eTo6mecTBem也氏。praHH3aUH時は，社会主義者の提案で，自らを地方最

高権力であると宣言した。社会団体委執行委員会の構成誌，エスエノレ 10名，商工業者(多

くはカデット) 9名，メンシェヴィキ 4名，メジライオンツイ 1名(これはのちの中凶大

使カラハーン[瓦.M. KapaxaH])，ポリシェヴィキ 1名(これは労働者党員レベヂェワ [C.

H.瓦e6eJ¥eB])であった。議長にはツェレチェリが選出されため。ノヴォニコラエブスクで

は社会秩浮保安委員会 (KOMHTeTo6LUecTBeHHoro nOpH)lKa H 6e3onacHocTH) が形成され

た。これは『ゴーロス・シピーリ J紙，戦時工業委員会労働者グループ，市会，協同組合，

農業協会などの代表から成り，顔ぶれの 75%は社会民主党とエスエノレ党のメンパーであっ

た。議長にはエスエノレのジェルナコープ (H.E. )Ke予HaKOB)が選出されため。グラスノヤ

6) B. KocapeB， BoeHHo・COUHaJIHCTlfl.JeCKH設 COI03，CO. 1922， M 1， CTp. 65-70; 11. CMHpHOB， 
φeBpaJIbCKaH peBOJIIOUH兄 BTOMcKe， CA， 1927， M 1， CTp. 8; CC3， II1， CTJI6. 667-669; na-
TaJIOB， YICa3・CO'l.CTp. 54， 57. 

7) CC3， II， CTJI6. 589. 

8) ApXaHreJIbCKH員， YlCa3. cmambH， CTp. 50. 
9) TeTepHI-I. YlCa3. cmambH， CTp. 25. 
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ノレスクでは社会保安委員会 (KOMHTeTo6ruecTBeHHO註6e30rraCHOCTH) が形成された。これ

江市会から 7名，社会団体から各2名，教育機関から計3名の代表によって構成され，議

長にはエヌエスで室部協会のヲーダー格クノレトフスキー(B.M. KpyTOBCKH首，のちの臨時

シベリア政府内相). 爵議長にエスエノレでエニセイ県消費生協連合書記グレーヴィチ(B.

兄 iypeB目的とポリシェヴィキのシリヒチェノレ (A.i. illn沼沼XTep，のちのソヴェト政府食

糧人民委員)が選ばれた10)。ヤクーツグでは藷政党・社会諸団体代表150名から成るヤク

ーツク社会保安委(月五05)が形成された。その大部分は有産勢力を代表しており，ヤグー

ト人は 6人にすぎなかった。しかも問委員会の議長には，第四国会ポリシェヴィキ議員で

大戦中に投獄・流刑となったベトロフスキー (f.11.口eTpOBC閥均が選出された。第一革

命期の党活動ゆえに逮捕され，ネノレチンスクで苦役に寂したのちヤクーツグに送られてい

たポリシェヴィキのヤロスラフスキー (E.M.兄pOCJIaBC間的は政治流刑囚の一団を率いて

市会に赴主権力を完KOB vこ譲り渡すよう要求し，これを市会にのませている。州知事

も日KOBへの権力譲渡に同意し，守備隊長も克KOB とともに行動する用意ありと表現

した。 3月5Sに完K06はヤクート丹|長官 (yrrpaBJI史的回目的にベトロフスキーを選出し
Tこ11)。

しかし以上のように社会主義者が主要役職を占めるケースがすべてで辻ない。オムス

クの連合委員会択0初 HIl.沼OHHbI註KOMHTeT). チタ・ブラゴヴェシチェンスク・ヴラヂヴォ

ストーク・ニコラエフスク・ペトロパヴロフスグの各社会保安委員会は， リベラノレが議長

となった。ポリシェヴィキが議長となったのはヤクーツグのほかに，ハバロフスクとアレ

クサンドロフスクの社会保安委員会であった〈それぞれ，マーノレイシェフ [A.MaJI民rneB]

とツーァプコ [A.T.日a口KO])∞。

各県・丹、!中心部市に形成された社会保安委員会〈この名称が多いので以下このように総

称する〉は，県・升iの権力掌握と，中央に形成された臨時政府への服属を宣言した。それ

らは成立の当初からリベラルと社会主義者との連立政権という性格を帯び，シベリアのか

なり多くの都市で(基本的に流飛地でなかった極東ロシアではそれほどではないが)， 後

者が有力な地位を占めたと言えよう O

社会保安委員会の旧体棋に対する慧度について言えば，社会保安委を通じてi日行政・軍

事当局者の逮捕が実施された例もあるし，社会保安委の消極姿勢や謁需工作に逆らって，

ソヴェトのイニシャティヴによって実施された例もあるO 前者の場合にしても，例えばイ

ルクーツクにおける社会団体委を通じての総督らの逮捕が，急進的雰酉気の兵士大衆の自

己運動の展開?こ対する危槙に発するものであったと L、う事実13)は特徴的である。!日高官が

逮捕されず，そのまま居すわったような例もあったO その最大の人物は， 1903年に就任し

て以来絶大な権力を握っていた中東鉄道長官ホールヴァト{且.JI. Xo予BaT)将軍であるO

10) B.兄 rypeBH'l， <TeBpaJIbCKaH peBOJI即日限 BKpaCHo冗pCKe，BC， 11 (1927)， CTp. 113， 120-121. 
11) 3. B. rOrOJIeB， 王子i(ymuH 1la py6e:JICe XIX-XX 88.， HOBOCH6HPCK， 1970， CTp. 198-199; 
BOCP X， 1， CTp・82，98.

12) B. COKOJIOB，φeBpa品 CK減“nepeBopOT円 B可HTe，CA， 1927，ぬ 1，CTp. 37; E.llaZ08eute1lCKY 
cmo .Ilem. C60p1lUK doκy.Me1lm08 U .Mamepua.l108， EJIarOBemeHcK， 1959， .n.OK. 119， 123; 
Eo白KO・TIaBJIOBH CH.n.Op可TK，YKa3. CO弘， CTp. 32-34; BOCP X， 1， CTp. 49， 113. 

13) 11. r. UepeTeJIH， Bocno.MU1la1lUH 0 fte8pa.llbCKOii pe80ぷ幻勾UU，口apH)K， 1963， 1， CTp. 17. 
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リベラノレの弁護士アレグサンドロフ(B.I1. AJIeKCaH.江pOB) を議長とするハノレピン社会団

体執行委員会は，同長官に副長官兼民政部長アファナーシェフ (M.E. A中aHaCheB)将軍

と市警本部長の罷免を申し入れ，それを認めさせてはいる的。ホールヴァトヨ身は説長官

らの更迭だけで二月革命を乗り切ったのである O

ソヴェトの成立

社会保安委員会と並行して， ソヴェトが選出・形成された。ソヴェトの形成のされ方に

は，当初から労働者兵士(あるL、法労働者軍人〉ソヴェト(以下労兵あるいは労軍ソヴェ

トと略)としイ形をとったものと，労働者ソヴヱトと兵士〈軍人〉ソヴヱトとが別個に形

成されて，かなり長期間統ーされなかったものとがある O オムスク， クラスノヤノレスク，

チタ， ヴラヂヴォストークは前者(単一型)， トムスクとイノレクーツグは後者(分立型〉

であった。次にそれぞれのソヴェトの成立と，社会誌安委に対する態度を親観する。

オムスク労軍ソヴェトは 3月:1Bに結成され，情報活動の目的で，一時的とはしながら

も連合委員会に代表を派遣するとともに，専制の機構を連合委員会によって置き代えるこ

とを決議した。議長にはメンシェヴィキ河際派のポポフ(K.A.訂OITOB) が選iちされた1;;)。

クラスノヤノレスグでは 3月3日朝までに兵士代表部分が形成され，夕刻までに鉄道工場

その他で選挙が進められて，その日労兵ソヴェト第 1回会議が開かれた。議長にはメンシ

ェヴィキ国際授のヤーコフ・ドゥプロヴィンスキー{兄中.瓦y6予OBHHCKH註， 1913年に流荊

地で命を絶った革命家ヨシフ[日.φ.，Uy6pOBHHCKH訂の弟)，副議長Iこシュミャツキーが

選出されたHl)。このソヴェトの労働者兵士に対する権威はきわめて高かった。そのため.

社会採安委は， r権力を結集し， ソヴェトに組織された労働者兵士大衆に直接依拠せんと
してJ， ソヴェトとの連合機関を形成する必要があるとみなした 17)。 こうして連合執行ピ

ュローにoe瓦HHeHHoeHCrrOJIHHTeJIhHOe6幻pO) が形成された。それは社会保安委・ソヴェ

ト・市参事会の各代表から構成され， 自らをクラスノヤノレスクおとエニセイ尽の最高権力

であると宣言して，民警の編成， コミサー/レの派遣に乗り出したO シュミャツキーによれ

ば;)月 5日の晩に行なわれたソヴェトの会議で，こうした連合体制の成立に1:1'1.くも批判

の戸が起こった。とくにi日当局者の逮捕問題をめぐって対立が去面化した。連合執行ピュ

ローはソヴェトに対し逮捕を要求しないよう，中央からの指示を待つよう申し入れたのに

対L， ソヴェトは連合執行ピュローが実行しないなら白らこれを行なう，との最後通課を

発し，守備諒兵士の武力によって知事・右兵将校・ iu警本部長らをi送局したのである18h

チタでは 3月5日に 132名から成る労兵ソヴェトが成立し，議長にはポリシェヴィキの

ブレオブラジェンスキー (E.A.口peo6pぉKeHC邸前が選出さtLtc.o ここでもソヴェトは!立

ちに軍当局の逮捕を要求したのに対し，社会保安委はこれに消極的であり，両者のあいだ

の交渉は長びいた。結局 6日の同委内の革命的部分とソヴェトとの合同会議で逮捕実施

14) HcmopU'teCKuii 0630p KB三百JJ，1896-1923， Xap6HH， 1923， CTp. 600-601;冷連資料. 297ベ
ーシ。

15) BOCP X， 1， CTp. 49; 3. H. 5YP，l1)KaJIOB， Bmopafl pyccKafl pe80.ll幻l{Ufl・ MOCK8a，ifJpolim， 
nepuif;epUfl， M.， 1971， CTp. 323-324. 

16) BOCP X， 1， CTp. 67;φPY事~KHH ， YKa3. cmambfl， CTp. 142. 
17) fypeB剖 ，YKa3. cmambfl， CTp. 129. 
18) 6.立lyM匁UKHえ CU6UPbHa nymflx K OKmfl6p幻， M.， 19:2i， CTp. 8-9. 
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が決定され，社会保安委誌これを余儀なく事後承諾、したのである 19)。

ヴラヂヴォストークでは 3月5Bに労軍ソヴェトが成立した。執行委員会は労軍各 17

名づつで、構成され，議長には当初ボジシェヴィキ支持でのちメンシェヴィキに移るゴリド

プレイヒ (roJIh，lJ.6peIIx)が選ばれた2930

以上の都市の共通項として考えられるのは，労{勤者のかなりの集中である。シベリア幹

線鉄道の基幹附属工場 (rJlaBHhIe MacTepcKHe)はオムスク， グラスノヤルスク，ヂタにあ

った。ヴラヂヴォストークには 6000人規模の車輔組立工場などがあった200

次に，分立型のトムスグとイノレクーツグについて言えば，両市には労働者が比較的少な

かった点で共通しているが，兵士ソヴェトの形成のされ方を全く異にしている O

まずトムスクにはシベリアではオムスグ (6-9万人〉に次ぐ 5-7万人の兵員を擁する守

備隊が存在し，しかもこの守備隊に社会主義軍人同盟の影響力が強かった。その影響力

は，しかしさし当り兵営内に限定されていたと見てよく， 3月3Bの兵士デモは「ライ

ブ/レをもたず，隊形を組まず，草命歌もうたわずに」街頭を進み，学生との小競合(旗の

スローカ、、ン「平和万歳!Jの縫い取りがちぎられている)に終っている O 同日の夕刻iこ行

なわれた中隊代表者会議で兵士ソヴェトの結成が決まり 5日にかけて選挙が行なわれ

た。形成された兵土・ソヴェト内での社会主義者軍人間盟の権威は高く，執行委員会メンパ

-9名のうち， I同盟J ピュローのヤーコヴレフ， コーサレフ， スミルノーフを含めて 8

名がポリシェヴィキであった。兵士ソヴェトは社会保安委に有力なポリシヱヴ、ィキを送り

込み，社会保安委とのあいだに強い連携関係をつくり出した。社会保安委の指導部として

議長ガン (0.M.九時のもとに処理ピュロー(戸crrop羽 HTeJIhHOe6ぬpo)が置かれたとき，

兵士ソヴヱトからヤーコヴ、レフ， 1同盟j からショトマン (A.B. WOTMaH)がこれに加わ

った。社会保安委議長はこの 2人のポリシェヴィキとの協議なしには重要問題を処理でき

なかった22)。ここは労働者の少ない商業都市であり(鉄道付属工場は隔たった分岐駅タイ

ガにあった)，労働者ソヴェトは遅れて 3月29B Vこ成立した23)。

イノレクーツクは東シベザアの行政中心地であち，チェレムホヴォ金鉱やレナ金鉱を周辺

に控えての商業中心地であった。市内には労働者に比べて官吏や十プノレジョワジーが淳い

居をなして春在した。イノレクーツクの労働者ソヴェトは 3}j3Bに形成され，鉄道労識者

従業員代表約 30名をはじめ，合計 75-85名の代表で構成された。議長ゴリドマン日.11. 

rOJIh，lJ.MaH)以下，メンシェヴィキが優勢を占めた。ポリシェヴィキで副議長に選出された

ヴェリマンがのちに書いているところによれば，向ソヴェト内には， ソヴェトの機能を限

定し，社会団体委の一機関に転化させようとする志向が強く，例えば当初はソヴェト執行

委員会に服属した民警は，力関係、の変化によって完全に社会団体委に掌握されるに至っ

19) COKOJIOB， Ylca3. Cmamb11， CTp. 38-40. 

20) OPTB.aB， CTp. 5; 50晶玉0・naBJIOBH CHぇOp可yK，Y lca3. CO弘， CTp. 32. 
21)抱の要因としてこれらの都市にお汁る第 lJf命期の尖鋭な反専鵠闘争の経験を挙げることもできる
が，ここでは立ち入らなL、。 この闘争についてはさしあたり， 原揮之「シベリアにおける 1905年

革命Jlf初誕リ創刊号く1970年〉を参照していただきたい。
22) 5aTaJIOB， jlKa3. COtt. cTp.27-28， 72-73; CMHpHOB， jlKa3. cmambH， CTp. 9-11; 5. raH，φeB. 
paJIbCK8兄 peBOJI的lI.H沼 BTOMCKO詰 ry6epHHH，CA， 1927，地 1，CTp. 18. 
23) BOCP X， 1， CTp. 326. 
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た。機構的にも， 労識者ソヴェトは社会団棒委執行委に5名の代表を送ることを 3月11

Rに決めた。この 5名のうち 3名はポリシヱヴィキであった。同執行委幹部会には当初ソ

ヴヱトからゴリドマン議長のみが出窟したが，ポリシェヴィキ・フラグの要求でヴェリマ

ン副議長も加わることになった問。こうしてイルクーツクのポリシェヴィキは， ワベラル

と社会主義者の連合関係の中に自ら積極的に加わっていったのである O 飽方，イノレクーツ

クでは，軍人ソヴェトが社会団体委と将校のイニシャティヴによって形成された。兵士大

衆の自己運動展開への危棋が社会団体委幹部〈ツェレチェりやゴーツ〉をして総督らの逮

揺に向かわせたことを，すでに述べたが，ここでも同じ事情が作用しているO すなわち，

f部隊内における規律の~~しと解体の現象は， 社会団体委員会の側に， 委員会と軍人との

問により密接な関係を確立する必要があるとの考えを惹き起こした25)Jのである。同委員

会のメンfパーたるゴーツ， グラゴヴェツキー (A.A. I{paKoB何 KH註)， ブノレヂェレノレ (A.A. 

5py瓦epeがれ、ずれもエスエノレ) は， エスエノレ党員将校たちとともに軍人ソヴェト結或の

ための発起人グループをつくった。彼らの呼びかけは熱狂的に支持され， :-1月 5Ilに将校

指名. 下土手~ 57ぞiiJ、ら成る軍人ソヴェトが形成された。その執行ー委員会はエスエノレが独

占し. 議長にはゴーツが選出された。 3月下旬からは 1905年以来のエスエノレで将校同盟

事件に連坐したことのある中尉グラコヴェツキーが議長となった2九社会団体委ー将校層

の系列下に組織された点で，千ノレグーツク軍人ソヴヱトは，兵士ポリシェヴィキ主導のト

ムスク兵士ソヴェトと対照的であったと言えよう O 従ってこのソヴェトには少尉補・ド:i二

'j'fクラスが多く， 1"兵士の声はほとんど関かれなかった273j という c

以上に例示した単一型と分立型の中間形態として，労兵再ゾヴヱトが別個に形成された

のち間もなく一本化した拐iもあ什た。ノヴマニコラヱブスグ討パルナウール29) ブラゴ
ウ、エシチェンスグ誌のなどはそれに当ると見てよいであろう。また，ハ;1.-'ピンでは 3月<1H 

(17 R)に労!弱者ソヴヱ i、〔氏師やir司会従業Rなどカミらの代表も合み. 議長にカデヅトの
氏師が選ばれた)，のち将校ソヴェト・兵士ソヴヱトの 3者が組織され，後 2者が 4H1:1 

日 (27日〉に合同したのも. 6月 9日 (22A) に労兵ゾヴェトに一本北した31)。

ノ、パロフスクでは兵士ソヴェトが 3月 4日に形成されためのに対して，労働者ソヴェト

の形成は 3 月後半に持ち越された。当初，労f~事者は社会保安執行委勤労者部会に結集した

からであるお〉。ヤクーツクでも労働者ソヴヱトが.兵士ソヴヱトおよびカザーグ・ソヴェ

24) BeJIbMaH， YKa3. cmambfl， CTp. lR5， 1R7， 192. 

25) ApXameJIbCKlf白，Ylia3. cmambfl， CTp. 52. 

26) BeJIbMaH， YKa3. cmambfl， eTp. 1R9-190. クラコヅヱツキ~;こついて ， CC3， !I， CTJI6. 991. 
27)兄瓦.究HCOH，OKTs6pbcKa兄 peBO♂ぬ江区兎 lfIOHKepcKoe BoccraHlfe B I1pKYTcKe， KuC， 19: 1:~. 

討を 11-12，CTp. 307. 

28) TeTeplfH， YKa3. cmambfl， CTp. 26-27. 

29) B.百HKOJIaeB，φeBpaJIbCK制 peBOJIIOl1.HSIHa AJITae， CA， 1927， ，N'Q 1. CTp. 29-30; E3C，えOK.
12. 

浅))BYPJJ.}KaJIOB， YKa3・CO弘， CTp. 334-335. 

:n) B. COJIOMeHlfK， Eopb6a 3a COBeTcKYIO BJIaCTb B rrOJIoce OT可)I{.lle問 SIKB)K)l， J!a/lbUCmnapm， 
III， CTp. 52-53;喰還資料参 300，305ベージっ
32) OPTBJ!B， CTp. 5. 
33) 6YP.ll)l{aJIOB， YKa3. CO'I.， CTp. J~1G. 
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トより遅れて 4月 23日に形成された300 これはベトロフスキー，ヤロスラフスキー，オ

ノレジョニキゼ (f.K. Op瓦双O捌湖沼e) ら当地の有力ボりシェヴィキが社会保安委の活動に

全力を注いでいたことと無関係ではなかろう。

揮東ロシアを除くシベリア 4~宗 4 丹、i で 3 丹の 1 カ月間に 69 のソヴェトが形成された35)。

それらに極東ロシアを含めても，ポリシヱヴィキが成立当初から擾勢を占めたのはクラス

ノヤノレスク労兵， トムスク兵士の再ソヴヱトに張られた。すでに，それぞれの項で、見たよ

うに，この再ソヴェトも含めてシベリア各地のソヴェトは成立時点から社会保安委に代表

を派遣するか，連合組織を形成するかして，連合体制の一翼を担うことになった。

臨時政府コミサーんの任命

臨時政府立成立直後に，県知事に代るものとして，ゼ、ムストヴォの設置されている諸県

では県参事会議長を県コミサーノレに任命することを決定した36)。シベリアのようにゼムス

トヴォのない諸地域については，当該県〈チlりから選出された国会議員，国家評議会民選

議員，または「地方社会と関係の深い社会活動家」の中から代表を任命・派遣した。シベ

リアに臨時政府から深遣されたのは， トポリスク県に第四国会トノレドヴィキ議員ヂュぜン

スキー(B.比五3I06HHCKH芸)，オムスタに国家評議会議員ラプチェフ(抗日.瓦arrTeB). ト

ムスグとクラスノヤルスクに国家評議会議員ズパシェフ (E.江 3y6arneB)，イルクーツグ

に地質学者プレオブラジェンスキー(訂.11. Opeo6pIDKeHC昭白)， ザパイカノレ・アムーノレ・

沿海丹iに第四国会トノレドヴ 4キ議員ノレサーノフ (A.H. PycaHoB)の 5名であっため。

臨時政府から任命・派遣されたコミサーノレは不人気で トムスグ・グラスノヤルスク・

イルクーツクを含む諸都市の社会保安委によって，ただし労働者兵士の圧力を受けて，彼

らは追い返されたことが指掃されている紛。ズパシェフはトムスク・エニセイ両県を巡回

したのち首都に滞っており，プレオプラジェンスキーは 4月初に別の職務〈トノレケスタン

委員会メンパー〉に発令されている 39)。結局左記5名のうち臨時政府コミサーノレに就任し

たのはノレサーノフだけだったようである O ズパシヱフは， しかし.回想、の中で自分はコミ

サーノレとして派遣されたのではなく，各地から県・君sゴミサーんの候補者を推挙するよう

説明・指導することを任務としていたのだと弁明している O エニセイ県コミサーノレにはク

ラスノヤノレスク社会保安委議長クノレトフスキーが就任した。 トムスクでは臨時政府コミサ

ーノレ不要説が強く(その急先鋒がヤーコヴレフ)， 県コミサールには難航の末， 暫定的に

社会保安委県致委員部メンパーでエスエルのヴォロゴツキー(江B.BOJIOrO)(CKlI註，のちの

臨時シベザア政府首班)が歪命されたのち，社会保安委議長ガンが就任した40)。ヤグーツ

34)諸説の考証も含めて， fOI'OJIeB. Y1Ca3. CO弘.CTp. 204. 
35) うち労弱者ソヴェトが 32，労兵ソヴェトが 22，労兵農ソヴェトが 2，その植が 13であった。瓦.M. 

30JIbHHKOB， Pa60吃eeδ8UJlCeflUe8 Cu6upu 8 1917 Z.， HOBOCH6HPCK. 1973， CTp. 132.極東ロ

ジアを含めて 3月中に 67とする古い数字(例えばHcmopUflCu6upu…， III， CTp. 478) は過小

である。

36) H. 11. MHHU" UcmopuH Be.llu1Cozo 01CmH6pH (B 3 TOMax)， M叶 1967-1973，II， CTp. 147. 
37) E. J1. 3y6a田 eB，Mo完 KOMaH.llHpOBKaB CH6HPb， BC， 11 (1927)， CTp. 95. 

38) B. A. COJIOBbeBa， B03H踊(HOBem至eH rrepBbIe Mec兄U，bI.llBOeBJIaCTH冗 BCH6HpH CMapT-arrpeJIb 
1917 r.)， CU6UPb nepuoδa 1CanUma.llU3.Ma， BbIロ.2， HOBOCH6HPCK， 1965， CTp. 169. 

39) BOCP X， 1， CTp. 375. 

40) 3y6a出 eB，Y1Ca3. cmambfl， CTp. 105-110. 
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クチト|コミサーんには5IKOE議長でボワシェヴィキのベトロフスキーが就任した(この点

でベトロアスキーはのちに批判を受けた41))。 こうして各社会保安委の推挙するf挨侯諦(概

ね議長)が臨時政府の県 (σチチ升、{わ!
機構として位置づけられることになつたO

臨時政府はまた，ホールヴァトを中東鉄道収用地帯コミサーノレに任命した。ハノレピン社

会保安執行委はホールヴァトに鉄道経営権を残して行政権を取上げ、る意密を当初もってい

たようであるが，臨時政府によるこの発令によって，ホールヴァトの地位は強化されるこ

とになった42)。

臨時致府の地方機構となった各地の社会保安委員会は，すで、に見たように民衆代表機関

であるソヴェトによってもその一翼を担われていた。この連合誌昔話には， もとより矛肩が

内包されてお札民衆運動の担止者として社会保安委が機能するとき，矛盾は表面化せざ

るをえないであろう O

2 ポリシェヴィキ党組織の自立

二月草命後， 社会民主党諸組織が新たに合法組識として復活または発足した。 シベリ

ア・極.東ロシアでは，それらの組織はほとんどすべて，メンシェヴィキとポリシェヴィキ

を内部に含む統一組織としての社会民主党 (pc，upn)組織であり，そこからのポリシェヴ
ィキ党 (PC瓦P口/6f)組織の分離・自立は二月革命後の時点でまだ実現されておらず， 以
後の過程においても，それは援漫であった。全国的に見ても，この地域における組織統一

的傾向 (0仇 e，l(HHeHqeCTBO) は特徴的である O この傾向は， また協調主義〈ロpHMHpeHQe-

CTBO) の反映でもあった。

次表は西および東シベリアにおける諸都市〈ないし住民地点)におけるポリシェヴィキ

党独自組織の成立時点を整理したものである九 1917年3-4月から各時点までは統一組織

の時期であったこと(ただし訴によって実態はより複雑である)を意味する O 緩慢な過程

の中で先駆的な位歪を占めたのはクラスノヤルスクであり.ここを拠点にして東西両方向

に独自組織形成の動きがシベワアに伝わっていったことがわかる O

1917年 1
5 月|

6 月 1

7 月!

お月!

9 月

10 月

(30日〉クラスノヤノレスク(エニセイ県〉
(5日〉パノレナウール(アノレタイ県)， ニジネウヂシスク(イノレクーツク県〉
ズナメシスキー・ザヴオート，イラシスク，カシスク，マクラコフスキー・ザヴォ一九
ミヌシシスク，タセーエヴォ(以上エニセイ県)
(月末〉アシジェノレカ，スジヱシカ，タイガ〈以上トムスク県〕
(6日〉トムスク， (14日〉ノヴォユコラエプスク，パラピ γスク=カイシスク， マリイ y
スク，タタノレスク〔以上トムスク県〉
(月初)ピイスク，ズメイノゴノレスク，カーメニ，スラヴゴロト(以上アノレタイ県)，
(12 S)オムスク(アクモリシスクナ!、1)，イルクーツク，チヱレムホヴォ〈以上イノレクーツ
ク県)， 0麦半〉ヴヱノレフネウヂシスク〈ザパイカノレ州)

1918年 j
初 i トポリスク〈トポリスク県〉
2-3月 iチタ(ザパイカノレ州〉

;11)シリャープニコフによって。 A.lllJl兄ロHHKOB，CeMlwδqamblu ZOδ， II， M吋 1927，CTp. 174. 
42)喰運資料， 302ページ C

1) I110pHHKOB， Y，ca3. CO吃.， c-rp. 566-581.より作表 r
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七月事件以前の党の状況一一CA)クラスノヤルスク
クラスノヤノレスグの PC瓦P口組織の内部は，パイカーロフ (A.B. EaHKaJIOB) らメンシ

ェヴィキ祖国防禽派， ドクブロヴィンスキー，ボグラト{兄 E.Eorp乳母らメンシェヴィ

キ国際派，オクーロフ (A.11. OKyJIOB)，シリヒチェノレ， フルムキン (M.A.φPYMKHH)， 

ヴェインパウム (f.C. Be註H6aYM) らポリシェヴィキ調停派， シュミャツキー， ロゴフ

(A. f. PorOB)， ベロポリスキー (11.11. EeJIOrrOJIbC闘員)， ヴァレンチン・ヤーコヴレフ

(B. H.完KOBJIeB) らポリシェヴィキ・レーニン派?こ分かれていた。クラスノヤノレスク市委

員会は3月7日に選出され， ロゴフとバイカーロフを左右の再翼として， ドウプロヴィン

スキー，オグーロフ， シリヒチェノレ， フノレムキンら中間2派=統一派が多数を占めたの。

クラスノヤノレスクのポリシェヴィキによる岳立的党組織形成の第 1歩は，二月草合重後

の3月4-513に召集された「自らを撤底的なポリシェヴィキとみなす同志たちの集会」に

はじまる O この集会で， シュミャツキーらポリシェヴィキ・レーニン派は， Iポリシェヴ

ィキ・プラヴダ派(OOJIbllleB日間・ロpaB瓦HCTbI)Jを名のること. フソレジョワジーとの連立に

反対し， r帝国主義戦争を内乱へJ のスローガンを主張すること， 中間派のそれと区別さ
れる独自の新聞を発行すること， PC且P口/6/中央と緊密に連絡をとること，などをとりき

め，さしあたりは PC瓦pn内にとどまって分派活動を展開することを決定した3)。中間派

の新開とは，かつて 1905年 12月の「クラスノヤルスグ共和冨」の時期に発行され，二月

革命査後に復刊された市委員会機関紙『クラスノヤルスキー・ラポーチー』を指すO

プラヴダ深が PC瓦pn/6/ 中央との連結を確立する最初の契機となったのは， トゥノレハ

ンスグの流刑地から首都に婦還する途中立ち寄った党幹部，スヴェノレドローフ{完.M. 

CBe抑 JIOB)・ゴロシチョーキン(争.H. fOJIO国eKHH) とのあいだに， 3月 20-21日に行なわ

れた協議である。この協議で， PC且pnjo!のクラスノヤルスク市組織形成，他都市のポリ

シェヴィキとの連結確立， なかんずく PC旦P訂組織から自立した指導部としてのシベリ

ア・ビューローの設置，その機関紙としての Fシピノレスカヤ・プラヴダ』の発刊が，方針

として確認され，スヴェノレドローフはシベザア・ピュローに党中央委の一機関としての位

置づけを与えるよう， 党中央委に提議することを約した。のち4月 13日に中央委書記ス

ターソヴァ (E.瓦.CTaCOBa)の電報で，中央委による承認が伝えられたので，改めて党中

央委シベリア・ピュロー (CH6HpCKoe61OpO日KPC瓦pn/6/戸が正式に発足した。『シピノレ

カヤ・プラヴダ』は4}j2日に干u行が開始された。シベワア・ピュローは自派の勢力結集
のために，エニセイ県下のアチンスグ・カンスク・エニセイスグ各市からも代表を集め

て， 4月 10-138 vこプラヴダ派のエニセイ県協議会を開催し， r臨時政府とソヴェトについ
てJその他の決議を採択した。

他方，統一派の掌握するクラスノヤルスク市委員会のイニシャティヴによって 4月

22-25日に PC.llpnシベリア協議会が開催された。決議権をもっイルクーツク(1)， オム

スク (2)， ノヴォニコラエフスク (1)， トムスグ (1)， パノレナウール(1)， カンスグ (2)，ズ

ナメンスキー・ザヴオート (1)， クラスノヤノレスグ (4)， アンジヱノレカ・スジェンカ雨鉱

2)φpyMKHH， YKa3. cmambfl， CTp. 144. 
3) o. IlIyMHUKH札 YKa3.CO弘， CTp. 5-7. 
4)シベリア地方 (pa註OHHoe)ピュロ{とも称したc
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(3) の代表と，評議権をもっニジネウヂンスク， マリインスグ， タセーエヴォ，イラン

スグ， グラスノヤルスク市組織ポーランド人支部〈各 1) り代表が参加した。シベリア・

ピュローに決議権を与えよとする要求が多数の反対で否決されたので プラヴダ派は自ら

の宣言-を読み上げて退場した。この協議会では「臨時政府に対する態度について」などの

決議が採択され，シベヲアの PC瓦P口組織は第 1地方〈チェリャビンスクからノヴォニ

コラエブスクまで， 中心オムスグ)， 第 2地方(ノヴォニコラェフスグからチェレムホヴ

ォまで， 中心クラスノヤノレスク)， 第3地方(チェレムホヴォ以東，中心イノレクーツク〉

に3分割されることに決まり， その第2地方の指導部として中部シベリア地方ピュロー

(Cpe~HeCH6HpcKoe o6~acTHoe 6ωpO)が次の構成で選出された。アンジェルカ・スジェン

カ丙鉱からチューチン(中.r. 4YQHH)， トムスクからエヌ・ヤーコヴレフ， クラスノヤノレ
スグカミらシリヒチェノレ， ドゥブロヴィンスキー，オクーロフ， ~長補‘としてチェオドローヴ

ィチ (11.A. TeO，l1.0pOBH叫とフルムキンj)。

こうしてクラスノヤルスクのブラヴダ派と統一派の組織上の対立は 4月に深まった。こ

こで、両派の三この時期までの諸決議を換討しておく O

まず 3月 12日に 300人を集めて毘かれた PCJlP口組織の党員集会の決議は，臨時政

府に対する「……の限りで (rrOCTo~hKy， rrocKo~hKy)J の，すなわち条件つきの支持の線を

打ち出しているの。 ミの路線はグラスノヤノレスク労兵ソヴェトの路線ともなったO オクー

ロフによって提案され， 138対 104で採択された 3月 22日の同ソヴェトの決議は，権時政

府を「その構成からして帝畏主義的ブ、ノレジョワジーの利害を表現するj ものとしつつ，そ

の臨時政府に対する「同断なき圧力Jと条件っき支持をうたっている O この決議は 3月

27 1J-4月 20日の PCJlPDj6j全ロシア党活動家会議で披露され，かつスターリン (11.B. 

CTa~HH) がそれに支持を表現したことで，今日よく知られているη。戦争については， I司

ソヴェトは九月 21日に V)6対 91で決議を採択して L、るが，それは掠奪的戦争目的に反対

しつつ， I銃を棄てよー|のスローカンは容れられぬとして敗戦主義を斥けている的。レーニ

ン帰還前のスタージンら党指導部との共通事;はここにも現われているO

次に4月 10-13日のプラヴダ派のエニセイ県協議会り決議「臨時政府とソヴェトについ

てJは，臨時政府を人民に敵対する「リベラノレ・プノレジョワジーおよび貴族措級の政府j

と規定し， I臨時政府の階級的本貰む暴返j と[ソヴェトの創出と支持」を最緊急謀題と

して掲げつつ， ソヴェトとの関係を不明確にしたまま「臨時政府に代って蜂起人民によリ

て推し出されるであろう臨時革命政府Jをスローカ‘ンとするにとどまっている句。

四月テーゼ以前のポリシェヴィキは.目蔀|弓様ミこでも，調停派=統一派とレーニン派

とを関わず混迷の It1にあったのであるO

5) XTBC， CTp. 35-36; BOεPX， 1， CTp. 55G. 
6) BOCPX， I. CTp. 556. 
7)口pOTOKOJIblBCepOCH註CKoroMapToBCKoro cOBeruaHJ既日apTH負HblXpaoOTHHKOB， BJ1KflCC， 
1962，泊三 CTp.112， 124 (rrp閥的.);決議全文は，Ta.M :JICe， CTp. 113-114; BOCP， floc/le， 
.llOK. 99， CT予.133-134;次の史料集には削除、がある。 E3C，.llOK. 8. トムスク兵士ソウ、ェトも 3月
20日に臨時致府条件っき支持を決議している。 naTaJIOB，Ylca3. CO't.， CTp. 85. 
8) E3C， .llOK. b. 
9) Ta.M JlCe，えOK.14; BOCP， Anpe/lb， .llOK. 20. 
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四月テーゼの影響は，この直後の統一夜のシベリア協議会の決議 (4}j 22 B)から現わ

れ誌じめるO そこでは，寵時政府に圧力をかける戦術は誤りで，全権力をソヴェトに移す

ことを通じて反革命的臨時政府を「排詮」し「持部」することが語られている10h

臨時致府に圧力をかげる戦街が誤りであることを認めるなら，社会保安委に参加してき

たことも当然，誤りとされねばならなし、。 5月5日に PC瓦pnグラスノヤノレスグ市委員会

は社会保安委および連合ピュローからの召還を決定した11)。

統一派がこのように協調主義批判を強めつつあったとき，他方ではプラヴダ派が PC瓦-

pn/6/四月協議会の諸決定一一そこでは国際主義者との「接近と統一」が決議されためーー

に基づき，援国防衛主義=協調主義批判と国際主義者獲得の活動を進めていったので，四

月テーゼと四足議議会の擦に基づいた両派の再統一の展望が開かれた。しかし，その実現

にはなおかなりの好余畠折があった。

シベリア・ピュローは， PC瓦pn/6/ グラスノヤノレスク市組織の結成集会を5月30日に

設定し，それへ向けて「クラスノヤルスク・プラヴダ派の公開状j を発し， クラスノヤノレ

スク市委員会の組織統一路線を批判， PC且pn/6/中央委の下への結集を呼びかけた1泊。 5

}j 30 B vこは統一派とプラヴダ派の2つの集会が同時に開擢された。統一派の集会には350

名が集まり，フルムキンが組織統ーの維持，シベリア・ピュローによる分裂活動への非難

を内容とする指委員会報告を行ない，この趣旨の決議が採択された。プラヴダ派の集会に

は 100名が集まり，ヴェ・ヤーコヴレフが日和見主義からの訣別を主張するシベリア・ピ

ュロ一報告を行ない， PC瓦P口組織からの脱退と PC瓦pn/6/組織の結成の決議が採択さ
れた160

その後， PC且pnクラスノヤルスグ市組織に冨際主義者と祖国防衛派の組織上の分裂が

生じた。 6月25Bの組織総会で PC且pn/6/中央委承認決議が圧倒的多数で採択され，祖

国訪衛深は退場，以後別組織をつくったゆ。

こうして 7月事件前夜までにクラスノヤルスクではポリシェヴィキ党中央に誼結する

強国な該が確立された。同市におけるポリシェヴィキの党勢は7月3日の甫会選挙の結果

に現わされた。すなわち， 83議席中，ポリシェヴィキが 41，エスエノレが27，カデットが

9であり，市長にソヴェト議長ドゥブロヴィンスキーが就任することになった100

七百事件以前の党の状況一一(B)他の諸都市

グラスノヤルスクに次いで統一組織に分裂が生じたのはバルナウールであった。ここで

は祖冨防衛深からの分裂が，数少ないシベワアからの四月協議会参加者プワシャーギン

(孔 B.口PHαrHH) を中心に進められた結果， 6月5Bに祖毘訪衛派を含まない新委員会が

10) E3C， }lOK. 27-28; XrBC，瓦OK.3. 臨持政府の「排除J. r打倒jは，四月テーゼにいう臨持政府
を r1.、っさい支持ぜず」とも異っている。

11) E3C， }lOK. 31. 

12) Uロシア社会民主労{動党(ボ〉第七回(四月〉全ロシヤ協議会議事録Ls(十丹書穿， 1978年入 216-
218， 265ベージ。

13)全文は.E3C， }lOK. 41; XrBC， }lOK. 6; BOCP， Maii-uIOHb， }lOK. 41. 
14)江lopHHKOB，Y 1Ca3. CO弘， CTp. 233ー238.
15) E3C，えOK.52， 54; BOCP X， 11， CTp. 413. 
16)φpyMKHH， Y1Ca3. cmambH， CTp・149.
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)英立したO ただし，この新組織は PC瓦P口国際派統一組織と称しており，最終的に PC-

瓦P口/6/ 組織が形成されるのは 9-10丹のことであるの。 トムスグでは6月にエヌ・ヤー

コヴレフを中心にポリシェヴィキ・グループが形成され， PC瓦Pロトムスク市委員会内で

独自活動を開始したl的。オムスクでは6月 11自に統一組織の集会で反祖国務需主義の決

議が採択された援に祖国訪衛派が組織からのE見送を言明したが，メンシェヴィキ国際派の

指導部のもとにさし当り統ーが維持された19L

イルーツクでは，ツェレチェリ， ヴァインシチェイン (C.江 Ba註H出 Te首H，1905年のペ

テノレブゾレク・ソヴェト執行委メンバー)らの下にメンシェヴィキが強国であり〈ただしこ

の 2人はのち中央政界で活動)，地方ポリシェヴィキ内には組識統一的傾向と協調主義が強

かった。 3月 19日に行なわれた最初の党員集会では，臨時政府に対する態震の問題をめぐ

ってli[U派の決議がし、ずれも否決され， I……の限り」臨時政府支持という中間的決議が採択

されているo 3月 22日の集会では戦争の問題をめぐって，対独戦争支持決議と即時停戦要

求決議がともに否決されて，妥協的な表現の決議が通っている2的。 4JJ 22-25 Bにグラス

ノヤノレスクで開催された PCJlPロシベザア協議会で， イノレクーツク代表は「プレハーノ

フともレーニンとも一個の党の枠内で立派に仲良くやっていける」と発言したが21入これ

はイ/レグーツクの統一組織の空気をよく伝えているo 5月9日にイルクーツクの統一組織

総会は，臨時政府への社会主義者の入閣を了承する決議を採択しているが22) この問題を

めぐって，入閣支持， グラスノヤルスクのポリシェヴィキに対する非難を主張するヤンゾ

ーン{兄且.兄HCOH) ら調停派乙入閣を激しく非難するレベヂェフや，イヴァノヴォ・ヴ

ォズネセンスクの織布工出身のポーストゥイシェフ{口.D. DocTblweB) を先頭とする労

働者ポリシェヴィキ・クソレープとのnnに，鋭い対立が起こった2330 しかし対立はさし当り
組織分裂にまで至らなかった。

ザパイカル郊では7月 12 ~I vこ FCLI.PD州協議会が開能された。代表 22名のうち 10名

がポリシェヴィキ 8名がメンシェヴィキ国際派 4名がメンシェヴィキ祖国訪衛派であ

ったが，議会制民主共和国への移行を内容とする[統治形態についてjの決議が17対 2対

2で， すなわちポリシェヴィキの支持をも得て採択されていることに見られるように24)

四月テーゼの路線がここではポジシェヴィキに伝達・認識されていなかった。

次に極東ロシアに隈を転ずるG

ヴラヂヴォストークでは3月 10日に，ブラゴヴェシチェン λ クでは3月 12日に，ハハ

ロブスクでは 4月 3日に， スーチャンでは 4月 7日に PC瓦P口統一組織がそれぞれ形成

された。 ヴラヂ、ヴォストーク市委員会は 4月 14B Vこ約500人が出席した同市組織総会で

17) 30JIbHHKOB， Y1W3. co<t.， CTp. 119. 

18) E3C， )I.OK. 51. 

19) 30JIbHHKOB， YKa3. co弘， CTp. 120.決議全文は， E3C， )I.OK. 46. 

20) BeJIbMaH， YKa3. CmambJl， CTp. 193-194. 
21) o. IllyM克UK班員， YKa3. co弘.， CTp. 28. 
22) BOCP X， 1I. CTp. 32. 
23) BeJIbMaH， YKa3. CmambJl， CTp. 199 (rrpHMe可. H.口orrOBa).
24) IllopHHKoB， YKa3. co弘、 CTp.252-253.協議会参加者については，口.OKyHUOB， 1917-18 rr. B 

r. HepqHHCKe H ero ye3)I.e， llaAbUCmnapm， 1， CTp. 122. 
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選出され，メンパ-11名中3名がボザシェヴィキであったが， 4月から 7月にかけて亡舎

先のアメリカ合衆国とオーストラリアから，ネイブート (A.兄 He註OyT)，カノレニン (A.3.

Kamnm)， クシナリョフ (11.f. KyulHapeB)， クラスノシチヨーコフ (A.M. KpaCHOmeKOB)， 

また流刑地からニキーフォロフ{日.M.討H問中OpOB)， グーベロマン (M.H. ryoe.nhMaH) 
ら有数の活動家がずラヂヴォストークに掃着したのでポリシェヴィキが強化された向。ネ

イブートは第一草命期にラトヴィアで活動し， 1916年にアメリカに亡命したレット人革命

家で，婦国後 5月にヴラヂヴォストーク市委員会議長に選出された。前世紀末にキーエ

フ，ニコラーエフ，エカチェヲノスラフで活動し 1902年から亡命先のアメリカで労働運

動に参加した26)クラスノシチヨーコフ法，ニコリスク a ウスリースキーに移って活動し

た。オーストラリアから帰国したカルニンはスーチャンの党組織の要請で、5月にスーチャ

ンに移って活動した27)。ヴラヂヴォストークの巨大な車輔組立工場には，オーストラりア

から婦国したグシナリョフが鋲締工として，ニキーフォロフが電気機械組立工として就

職，ここがポリシェヴィキの拠点工場となったお30 以上ポリシェヴィキ活動家のほかに，

ヴラヂヴォストークの党とソヴェトで重要な役割を演じた人物にメンシェヴィキ国際派の

スハーノフ(五.A. CyXaIiOB)がし、た。スハーノフは 1912年にベテノレブゾレク帝大で学生集

会を組織して逮捕されたことがあり， 1916年夏にメンシェヴィキ国擦派の首都組織(=メ

ジライオンツイ)の委任をうけてヴラヂヴォストークに移り，秘密サークノレ「若きロシアj

を組織して反戦活動のために同年8月に逮搭，二月革命の直前に釈放されたばかりであっ

た紛。

ハバロフスクでは PC，UP口統一組織の成立当初，ポリシェヴィキはマーノレイシェフ(社

会保安委議長)とゴリオンコ(B.n. fOJlliOHKO)の 2名であった300
アムーノレチNでは 6月 10-19司に PC兵P口州協議会が開催されたが，ポリシェヴィキは 2

名にとどまった31)。

ハノレピンでは 6月初にヴェレンゲイム (BeJleHreHM) なる人物が鉄道隙属工場でポリシ

ェヴィキのスローガンを掲げて，聴衆に罵倒される一幕があったことが知られているmG

7月事件までの段階で，極東ロシア各地の統一組織は， ヴラヂヴォストークと， 鉱山労

働者の多いスーチャンを除いてどこもメンシェヴィキが多数派をなしていた。7月 1Bに，

ヴラヂヴォストーク， ハパロフスク(各 3)， プラゴヴェシチェンスク，ニコリスク=ウス

リースキー， ムラヴィヨブ s アムーノレスキー，ハノレビン(各工〉からの代表を集めて， ハノζ

25) 60訟 0・口aBJIOBH CH，llOP可K，Y，ca3. CO弘， CTp. 39-41; 口.M.HHK吟OPOB，3anucICu npe.Mbepa 
.ll BP， M.， 1963， CTp. 6-10. 

26) H. K. Norton， The Far Eastern Reρublt"c 01 Siberia， London， 1923， pp. 170-172. 
27) A. M. 6paH瓦ec-φe，llOpHHa，BocnOMHHaHI間 onapTH詰HO・nOJIHTl円eCKO詰pa60Tecpe瓦HcyqaHl.¥eB， 

rBllB， CTp. 84. 
28) M. 11. lllyJIHKOB， 60JIhIlleBHCTCKHH: 6acTHoH. Ta.M :JICC， CTp. 75-76. 
29) H. fiO，llphl払 KOCT兎 CyxaHoB，.lla必 ucmnapm，11， CTp. 21-22. 
30) n. B. JIexoB， K HCTOpIDI npHaMypcKo誼opraHH3aUHHPKn， Ta.M JlCe， 1. CTp. 142; B. rOJIH・
OHKO， napTIHI H COBeThl B Xa6apoBcKe 3a ne抑制 1917-1918rr.， Ta.M :JICe， III， CTp. 9. 

31) 60員KO-口aBJIOBH CH，llOp可TK，YICa3・CO弘， CTp. 72. 
32) M. HBaHoB， OKTH6ph B CH6HpH， n p， 1922，地 10，CTp. 378; CoJIOMeHHK， YlCa3. CmambJl， 
CTp. 53. 
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ロブスクに PC瓦P日第 1回極東地方協議会が開催されたが， ヴラヂヴォストーク代表の

ネイブート，スハーノフ， リュパルスキー (H.M.瓦106apCKH討を除いて他は祖国防衛派

であり，協調主義的な決議が採択された。ヴラヂ、ヴォストーク市委員会はハノミロフスグに

ゲラシーモフ(瓦.E. repaCHMCm)を派遣するなど，極東ロシア諸都市にオルグ活動を強化

しfこ3330

七R事件以後の党の状況
七月事件のシベリアにおける展開は後段で述べることにして，ここで江，それ以後のポ

リシェヴィキの自立化過程を楳観しよう O

シベリア・ピュローはグラスノヤルスクとその局辺に独自組織を形成してきたポリシェ

ヴィキの勢力結集をはかるために， 7}j 16-19 Sに PC，UPU/6/ エニセイ県協議会を開催

した。ニの協議会に辻クラスノヤルスク(党員 2500) のほか，カンスグ (317)，アチンス

ク(113)，ズナメンスキー・ザ7ヴオート (150)，イランスク (110)，タセーエヴォ (150)，マ

クラコフスキー・ザヴオート (7めから代表が参加した3430 また，この協議会で選出され

た pcnp口/6/ クラスノヤ/レスグ地方ピュローによって 8月 6-12Sにはエニセイ県下だ

けでなく， トムスク県，アノレタイ県，イルクーツク県の一部(ニジネウヂンスク)からの諸

説l織の代表も結集する協議会が開催された。くこれは在らを「社会民主党国際派中部シベリ

ア地方協議会 (Cpe，UHe-CH6時 CKaHo6RacTHaH KOH争epeHUI仮 C.-，U.HHTepHaI.{HOHaJIHCToB)J 

と称しているように35) ボヲンェヴィキ党組織としての自立が完結していない統一組織か

らの氏支を含むものであった。そうした統一組織がクラスノヤルスクのポリシェヴィキの
オプ予見チ

主導Tに結集したニとの意義は大きく，中部シベリア地方正ュロー〈上記クラスノヤノレス
ヲイオ-:/

ク地方ピュローはこの協議会で改称された)メンバーのボクラトらの遊説とあいまって，

トムスク県やアノレタイ県下でのポリシェヴィキ党組織の成立は以後急速に進んだ。PC瓦PU

トムスク市組織は 9月 6日に 53対 9対 9で ノヴォニコラエフスグ市組織は 9丹 14日に

86対 22で， PC瓦PUj6/中央委員会を上部機関として認めることを決議した300

イルクーツクの統一組織は混沌をきわめていた。首都労働者兵士の七月決起に対L，同

組織はこれを非難する決議を採択した37)。この決議はヤンゾーンが提案したもののようで

あり，より激烈な調子のメンシェヴィキ提案は否決され，ヤンソーン提案が採択されたこ

とで，メンシェヴィキは激怒して組識を割って出たという 38)。そして短期間後に組織は再

統ーしたようである O 組織再統ーは 7月 21-27Bに行なわ.hi:こ県議議会で 32対 1対 2で
決議されている 303c決議は「プロレタリアートの利益は単一の労働者党の再興を要求する」

と述べている 40)。同組織の分裂は憲法制定会議選挙の段補者名簿からツェレチェリを下ろ

33) OPFBllB， CTp. 10; HsKwtOpOB， YI<a3. CO払 CTp・17.
;34) BOCP， H幻 .Ilb，.llOK. 151. 
:35) BOCP. Aezycm， .llOK. 12. 
36) BOCP X， III， CTp. 521; IV. CTp.必 ;E3C，ぇOK.10 1， 106. 
37) XFBC， CTp. 39. 
38) BOCP， HaKaHyHe， .llOK. 76. 
39) BOCP X， 11， CTp. 628.ヴェリマンはこの協議会を 6月初としてL、るがくBeJlbMaH，YKa3. cmambfl， 
CTp. 199.)誤りであろう。

40) Ta.M :JICe， CTp. 200. 
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すよう，ボヲシェヴィキが求めたことから発して， 10月 8日にポリシェヴィキの統一組織

からの離脱， PC瓦Pf1j6j市委員会の発足となった41)。

西シベリアの中心都甫オムスクでも，東シベリアのイノレクーツク同様，ポリシェヴィキ

組織の自立は 10月に入ってから生じた。 10丹 12Sのオムスク市組織総会は 366名中 256

名が PC瓦PrI/6/中央委承認決議を支持，抱の 100名余が退場するという形で分裂した紛。

極東ロシアでは9月5日にニコリスク揖ウスリースキーに関擢された PC瓦PrI第2回極

東地方協議会で分裂が起こち，それが各組織に拡がるという形をとった。この協議会には

約 4700人の党員を擁する各統一組織を代表する 15名(うちポリシェヴィキ 8，メンシェヴ

ィキ 7)が参加した。 ポリシェヴィキの決議案が反対2，保留3で採択されたo 4名のメ

ンシェヴィキ祖国務衝派は退場し 3名の国際派はポリシェヴィキに合流したので，この

時点から会議は PC瓦P口/6/第 1回極東地方協議会と改称した。また指導部としての地方

ピュローの機能はヴラヂヴォストーグ市委員会に臨時に委ねられた。次いで9丹 14日，

ヴラヂヴォストークの統一組織は78対 16で同協議会の決定を支持することを決議，メン

シェヴィキ国際派は第§回党大会の全決議を承認して PC瓦P口/6/に入党し，能のメンシェ

ヴィキは退場した。ハノζロフスクでは9月 24日にゲラシーモフを議長とする PC瓦P口/6/

市委員会が成立し，プラゴヴェシチェンスクでは 10丹6日に PC瓦P口/6/臨時市ピュロー

が成立した。各地のこうした独自組織の成立にはネイブートらの遊説が大きな役割を演じ

たとされている4330 ハルピンでは7月末のイノレクーツクの党協議会に参加したリューチン

が統一組織からの離脱を主張， リューチンの周囲ζ形成されたポリシェヴィキ・グループ

が 9月 24日〈新暦 10月 7日〉に組織結成集会をもった4430

10月5-7Sに PC瓦P口/6/第 2回極東地方協議会がヴラヂヴォストークに開催された0

15名の代表の中にはムラヴィヨフ=アムーノレスキー代表として朝鮮人女性ポリシェヴィ

キ， アレクサンドラ・キム (A.口.KMM)の名前も見える O 各地を遊説して帰ったネイブ

ートは報告の中で「広範な労働者兵士は二月革命が自分たちにとって無成果であることに

深い不満を抱いていることが観察される」と述べた4530

以上，七月闘争の前後に分けてシベリア・極東ロシアにおける党の状況を検討してき

たO 党組織形成の全体としての立ち遅れ，内部的には著しい不均等と多諜性がこの地域の

特徴と言ってよいであろう。そしてこのことが次項で見るソヴェトの状況を大きく規定す

ることになるであろう O

3 ソヴェトの地域結合と革命化

地域結合の形成

3丹下旬にそスクワとサラトフで、それぞれ開催された労兵ソヴェト地方協議会の経験が

先例となって 3月末，ベトログラートで開寵された労兵ソヴェト全ロシア協議会におい

てソヴェトの地域結合の必要性が確認された。そこではまず，モスクワ〈中央)， 北部，

41) BOCP， Ha"aHYHc， ，lJ.OK. 76. 
42) 53C， CTp. 177 (npHMeq.). 
43) BOCP X， III， CTp. 482; 50説KO・naBJIOBH CH，lJ.OpqyK， Y"a3. co吃.， CTp. 92-93. 
44) COJIOMeHIIK， Y"a3. cmambH， CTp. 55;恰運資料， 306ベージ。
45) BOCPX， IV， CTp. 331; 50詰KO・naBJIOBII CH，lJ.OpqYK. Y"a3. COf{..， CTp. 94. 
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シベリア・極東ロシアにおける十月革命

カフカース， ウラノレ，アジア格ロシア， ドネツ， ヴォルガ流域，南部，西部の 9地域にお

けるその形成が企図されたが，のち， 4丹半ばにペトログラート・ソヴェト執行委は 13地

域に整理し直し(南部を2分，アジア・ロシアをトルケスタンおよび東西シベリアに3分，

沿バルト諸県を新設)，全国のソヴェトに地域結合形成と地方大会召集を通告した130 中央

の意向では，酉シベリア(q-tI[ンオムスク〉にはセミバラチンスク州， トムスク県，エニセ

イ黒，アルタイ地方が入り，東シベリア〈中心イルクーツク〉にはイノレクーツク県，チタ

市， ヴェノレフネウヂンスク市， ヴラヂヴォストーク市， アムーノレチ1'1，沿海升|が入るものと

された2)。現実には4-5月に東西シベリアと極東ロシアの 3地方大会が開催され 3つの

地域結合が形成されることになった。 4月 7-1313にイルクーツクで開催された東シベザ

ア労兵農ソヴェト大会で，極東を含めるべトログラート・ソヴェトの提案が討議されたが

「地域が大きすぎるj として，この提案は否決されたからであるo 5月 1-7日に，オムスグ

で西シベリア労兵ソヴェト大会，同時にハバロフスクで極東(またはプリアムール地方〉

労兵ソヴェト大会が開催された。西シベリアの地域結合の範密はアクモリンスク・セミパ

ラチンスク両丹、トとトボヲスク・トムスク両県であるとされた。各ソヴェト大会はそれぞれ

の執行機関を選出したが，名称は次の通りであった。東シベリア・ソヴェト地方ピュロ

- (OKpy)l{HOe 6沿pO)， 西シベリア・ソヴェト地方〈執行〉委 (06JIaCTHO首 [ucrrOJIH.]

KOMMTeT)，極東ソヴェト地方委 (K予aeBO註初期TeT)3)。

3つの地域結合の範酉についていえば， それら辻軍管区をそのまま踏襲したと言えよう

(ただし極東地方大会にはハノレピン・ソヴェトも参加した〉。

各大会はいずれもエスエル・メンシェヴィキが多数を占めた。東シベリア地方大会では

決議権をもっ 132名，評議権をもっ 37名の代表のうちポリシェヴィキは約 15名を占めた

にすぎずベ極東地方大会では 103名の代表のうちポリシェヴィキは 10名余を占めたにす

ぎなかったり。 ポリシェヴィキが優勢のクラスノヤノレスク労兵ソヴェトは，東シベリア地

方大会をボイコットしたの。

3-4丹にはアムールナ1;' イルクーツク県， アクモリンスクチHなどで県(ナ1'1)農民大会が

開催され，農民ソヴェトが結成されており，西シベリアでは上記の労兵ソヴェト大会に先

立って西シベヲア農民ソヴェト大会が 3月 25-31日に開催されており，東シベリアで、は上

記のように農民ソヴヱトが労兵ソヴェトと合同の地方大会をもった。極東ロシアでは地方

農民ソヴェト大会は拐かれず，j封5JIjに関かれたようである O ここでは農民ソヴェトの組織

をめぐる問題には一切ふれないでおく C

3月末段搭で69を算えたシベリア(極東ロシアを除く)のソヴェトはその後 7カ月間

iこ157に増加した。 10月末段階の各県・チ1'[J31jのソヴェトは次のように分類、されるη。

。3.瓦.Cepe6psu王OBa，06AaCmJible o6oeδUJieJiUH C08em08 Poccuu C.Mapm 1917-deKa6pb 
1918)， M.， 1977， CTp. 21-29. 

2) BOCP X， 1， CTp. 632. 

3) E3C， .ll.OK. 32; BOCPX， 1， CTp. 402; OprBJlB， CTp. 7-8. 
4) BeJIb湖沼.YKa3. cmambH. eTp. 198. 

5) 50量KO圃DaBJIOBs Cs.ll.OpqyK， Y 1m3. CO吃..CTp. 71; HsKs中OPOB，Y 1m3. CO弘， CTp.8. 前者は
15名，後者ーは12名としている。
6) lllopHHKOB， Y，m3. co弘， CTp. 290. 
7) 30JIbHsKOB， YKa3. CO吃.， CTp. 133.からそのまま引用。
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革命涙ソヴェトの或立と七月闘争

成立当初のシベヲアの諸ソヴェトは， クラスノヤノレスク労兵， トムスク兵士ソヴェトな

どの例外をのぞき，すべて協調派に掌握されたこと，また重要な例外をなすこの南ソヴェ

トも，それらを掌握するポリシェヴィキ自身が協調主義を払拭できなかったために臨時政

府条件っき支持の立場にあったことは，すで、にふれた。この再ソヴェトが協調主義を棄

て， r全権力をソヴェトへjの蕗緩に移ったのは，ポリシェヴィキによる四月テーゼの受
容ム地方における四月危機・第1次連立内閣成立とが契機となった。クラスノヤノレスグ

労兵ソヴェトは 5月9自の総会で連立問題を討議し，社会主義者の入額は戦術上の誤り

であるとの決議を諜択した。次いで5月四日に 第 1回全ロシア・ソヴェト大会へ出る

代議員への付託要求書を採択し その中で，戦争終結，全ロシア労兵農ソヴェトへの権力

移行，農民・雇農ソヴェトの即時組織化，地主地などの没収を主張した。まずこ， トムスク

兵士ソヴェトもこのころ (5月19Sから 22昌のあいだ)，臨時政府に不信任を表明，ソヴ

ェトへの権力移行を要求する決議を採択したぺ

革命派ソヴェトの登場にともない，それらと，臨時政清およびそれを支持する協調深ソ

ヴェトとの対抗関努が明確化・尖鋭化した。対立ははまず臨時政府の夏期攻勢をめぐって

表面化したo 6月25Sにクラスノヤルスクで、開かれた労観者兵士約1500人の集会は，ヴ

ェ・ヤーコヴレフとベ・シュミャツキーの報告ののち，攻勢反対，前線と銃後での反革命

攻撃から革命を擁護せよ，全権力をソヴェトへ， と決議した930 他方. 6月24日に行なわ

れたイルクーツク労軍再ソヴェト合同会議では賛成10，反対多数で攻勢反対決議が否決さ

れ，攻勢歓迎の決議が反対10，保留7の賛成多数で採択されているし19L同じころ (6月
20-29 13)にクラスノヤルスクで開擢されたエニセイ県農民大会では冨土訪衛， 軍の士気

昂揚，連立政府支持，土地占拠非難などの決議がエスエノレ主導の下に採択されている 11)。

夏期攻勢をめぐって表面化した革命派と協調派の対立は，七丹事件をめぐってさらに深

8) 53C， ).{OK. 34; BOCP X， 11， CTp・116.
9) BOCP，. MaU-UlOH.b.えOK.500.
10) Ta.M :JICe， ).{OK. 175. 

11) BOCP X， H. CTp. 373. 

-94 -
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まった。

シベリアにおける七月闘争は次のような展開を見せた∞。クラスノヤルスグのポリシェ

ヴィキは 7月 38， i資本家大臣打額1! J i全権力をソヴェトへ!Jのスローガンで9日に

デモを挙行し，市会勝利を祝うことを労犠者兵士に呼びかけた。呼びかけは労働者兵士に

宗く支持された。 7日，同市ソヴェト執行委の協調派メンバーは予定されているデモへの

不参加を呼びかけた。 78から 88にかけての夜，執行委は 3-5日の首都七丹事件につい

ての中央執行委の電報を受け取った。協調派は直ちに中傷ピラをまいた。ポリシェヴィキ

は中傷を暴露し，労働者兵士に堅忍不抜を説いて 8日終E 工場・兵営をまわった。 8日

の晩，執行委は守儀該兵士集会を召集，労識者もこれに参加した。深夜，ポリシェヴィキ

党組織の会議が開かれ， 市会選挙勝利を祝うためでなく， Iピーテル労{勤者兵士のスロー

ガンを支持するため」平和裡にデモを挙行することを再確認した。 9日のデモには工万な

いし 1万工千の労働者兵士が参加した。 トムスクでは7月78の PC瓦pn統一組織の会
議で弾圧抗議デモを組織することが決定されたのも，兵士ソヴェトも首都労働者兵士の要

求に連帯，臨時政府・中央執行委非難の決議を 11日に採択， I反革命打倒!J I資本家大

臣打倒!J I全権力をソヴェトへ!Jのスローガンで非武装の抗議デモを組織するよう主

張した。デモは 14日に 1万 2千人が参加して挙行された。両市のほか，ノヴォニコラエフ

スクで9日に約1万 5千人のデモが行われ，タイカ¥イランスグ，インノケンチエフスカ

ヤの各駅で， 7月に鉄道従業員の集会がもたれた。運動が昂揚したの誌エニセイ・トムス

ク両県に浪られた。オムスグ，イノレクーツク，ハパロフスク，ヤクーツク， ヴェルフネウ

ヂンスク，ブラゴヴヱシチェンスク，チタ， ヴラヂヴォストークなどのソヴェトは中央執

行委・臨時政府支持を決議したのであった。

七月関争後， クラスノヤノレスグとトムスクの苧命的地位は後退せず，強化された。クラ

スノヤルスクでは， i[臨時政府の]果コミサーノレ， グノレトフスキーは誰にも認められてL、

なかった。事実上の権力はソヴェトであった13)J。トムスクでは，守嬬隊兵士が7月 29日

と31日の兵士集会で，速かな:全面講和締結と務密条約公表， 死刑導入とポリシェヴィキ

弾圧に抗議，兵士の権利圧迫反対を決議し，兵士はソヴェトの副署ある命令にのみ践すと

声明した。 またトムスク兵士ソヴェトは 30日， 全ロシア労兵農ソヴェトへの権力移行の

問題を決定するためのソヴェト大会を即時召集する必要がある，との決議を採択した100

グラスノヤノレスクでは七月事件で深まった革命派と諺諒派の対立がエスエノレ党の分裂を

もたらした。 9日のデモに参加したエスエノレ左派メンバーはエスエノレ党組識から離脱し，

独自の新語『インテノレナツイオナーノレ』を発刊した1530 このとき同党から離脱した左派の

重要人物に，セノレゲ千・ラゾ (C.r. JTa30)とアーダ・レベヂェヴァ (A.n. JTe6e)l.eBa)が
いた。ラゾはモスクワ帝大の学生のとき召集され， 1916年 12月に少尉補としてクラスノ

ヤルスクのシベリア狙撃兵予描第 15連隊に着任， クラスノヤルスク労兵ソヴェト兵上部

会の指導者として兵士の信望を集め-c~ 、た人物である 16)。

12) O. H. 3H3MeHcKI揚，/1幻.IlbCJCUii.JCpU3UC 1917 ZOδa. M.ー瓦.， 1964， CTp. 185-191. 
13)φpyMKHH， YKa3. cmambfl， CTp. 148. 
14) BOCP X， III， CTp. 40， 55; B3C， .u.OK. 71. 
15) XrBC， CT手.38.
16) Cepzeii JJa3o. BOCnO.MUIWflU5l U dOJCy.Me1imbl， M.， 1974， CTp. 227. 
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原 理之

エニセイ県とトムスク県以外の地域でも，臨時政府の弾圧政策に対する反援から臨時政

府批判を強めていったソヴェトは多かった。ヴラヂヴォストーク労兵ソヴェトが好例で島

る。そこではすでに6月の改選で400名中180名をポリシェヴィキ〈とその向調者〉が出

めるまでになっていたが17乙協調派がなお強く 7月8日の総会で激論の末，首都労{動者

兵士非難決議を採択，また執行委員会は 10日にや央執行委・臨時政府支持決議を採択し

ているO しかし大衆のあいだにはこれを不満とする空気が強く，例えば9Bのシベリア藍

隊水兵総会は「全権力がソヴェトの手に移らぬ限りこのようなケースの可能性は除かれな

し、」と決議，また18Bの要塞砲兵の集会は死刑導入・検閲導入・ポリシェヴィキ逮捕・

ポリシェヴィキ諸新開窮鎖に反対する，と決議した。こうした大衆の動向を背景に， ヴラ

ヂヴォストーク労兵ソヴェトは訪日と 22日の総会でポリシェヴィキ提案の死刑導入反

対・検閲導入反対の決議を採択しているISL

オムスク軍管区紛争

二見革命後，労働者統制と軍数民主化は広範な労働者兵士によって要求され，実現され

ていった。労働者統制については，例えば先に見た7月9日と 14Bのクラスノヤノレスク，

ノヴォニコラエフスク， トムスクでの 1万人以上の規模のデモにおいて， r生産に対する
完全な労働者統制!J r生産と分配に対する民主的統制の確立!Jが重要なスローガンと
して掲げられたこと 1めをここで江指掃するにとどめ，軍隊民主化をめぐって七月事件の時

期，オムスグ軍管区で拡大していた紛争にふれておきたし、。

オムスク軍管区では，二足草命以後軍指揮に対する合議的兵士統制機関 (KOJIJIerHaJIbHbl註

CO砿 aTCKH詰 opraHyrrpa邸 eHH冗 BO註CKaMH) として，中隊委，連隊委，守備隊委が形成さ

れたほか，旅団長の行動を統制する旅団コミサーノレという名の兵土代表〈トムスク守備隊

で、はエヌ・ヤーコヴレフ，オムスク守備隊で拭ジッセルマーン [M.JI. 3沼ccepMaH])が選

ばれたが，さらに5丹初の西シベ!J7 ・ソヴェト大会で軍管区委 (BoeHHO・OKpyiKHO註 KO-

捌 TeT=BOKOM) が設霞された。 その構成はメンシェヴィキとエスエノレが大半を占めた

が，議長のアザーロフ (11.Il. A3apoB)はメンシェヴィキ国際派であり，副議長の 1人は

兵士ポリシヱヴィキのジッセノレマーンであったO 二月革命後スホムリーノフに代ったグヲ

ゴリエフ (r.B. fpIIro俳句)少将は， BOKOMの影響下に5月 15日， r (1)当該指揮官
開震の諸委員会は何よりもまず全面的統制の機関である……。 (4)掴人権力(昭郎OJIHQHa.H

プ 973一見

BJIaCTb)立露止され当該委員会に移るj という， r合議指揮棋の基本規程jを命令第286号
として公布した。次いで中隊委・連隊委・守錆隊委に関する規程，軍管区委に関する規程

が公布されて，軍管区内のし、かなる指揮官舎令も兵士委員会の事前の了承なしには下しえ

ないと L寸状況が成立した。これに対し陸梧ケレンスキー (A.φ.KepeHc臨時は軍管亙

司令官をきびしく叱責した。グリゴリエフはエスエノレ党に入党するなどして窮境を切りぬ

けようとした。ところがこの人物は第一革命後に革命的兵士多数に死刑を宣告したことが

あると Lづ前歴が暴露されたので， BOKOMとソヴェト地方委はこの軍管区司令官を7月

5 B vこ解任し， I日軍中将で二足革命後「人民の弱、ijvこ移った」軍管区参謀長のタウベ (A.A. 

17) 50負KO・naBJIOBH CH.lI.Op~主YK， Ytea3. co弘， CTp. 74. 
18) BOCPX， II. CTp. 536， 552， 614; OprBJ(B， CTp. 10-11. 
19) 30JIhHHKOB， Ytea3. CO吃.， CTp. 315. 
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中OHTay6e)を司令官職務代理に選んだ。他方ケレンスキーは軍管区検察官にメンヂェ (f.

K. MeH，n:e)少将，軍管区司令官にプレヂンスキー (M.口pe;umCl倒的大佐を任命・派遣し

て， 合議指揮制θ解体， r赤い将軍j タウベの解任を工作した。オムスグ軍管広全体をま
き込む革命派と協調派・臨時政府との闘争の展開ののち ブレヂ、ンスキーはひとまずタウ

ベの参謀長解任に成功するが，タウベを裁判にかける企留は控析し各守備隊兵士のあい

だにタウベ支持・ブレヂ、ンスキー解在:の要求が強まり，結着は第2国西シベリア・ソヴェ

ト大会へ持ち越された。また，オゴ、スグに臨時政府に忠実な部敦を集恵三しようとする(そ

の際， ノヴォニコラエフスク守備隊に期待がかけられた). オムスグのエスエノレ幹部ヂ、ヱ

ノレベル(口.日.JI.ep6ep)の企図も阻止された20)。

イルクーツクの協調派の役割

東シベリアでは，苧127イとするクラスノヤノレスクと， 協調派の牙城イノレクーツクの対立関

係が七月事件以後ますます明確化した。イルクーツクの協調派の七月事件への対応につい

て言えば，社会団体執行委，東シベリア・ソヴェト地方ピュロー， 労兵ソヴェト合同会

議，県農民ソヴェト委員会が首都労働者兵士決起非難を決議した。 7月 10日ごろ行なわれ

た社会団体委・ソヴヱト執行委の合同総会で，言f都から到着したメンシヱヴィキのブトケ

ーヴィチ (6yTKeBs可)と， とくにエスエノレのクローリ (M.KpOJIb)が「ドイツの手先j を

非難する報告を行なったのをうけて，議長のエスエノレ，ヤークシヱフ (VI.A.兄KyrneB) は

イノレクーツクの「敗戦主義者j に断乎たる措置をとること， とりわけトリリセノレ (M.A. 

TpsJIHCcep) 編集の fゴーロス・ソツィアルヂ、ェモグラータ』の停干正 労働委員部その能

「敗戦主義者j の額向の機関の解散を要求する決議を提案し， それが採択された21)。 しか

しこの決議は貫徹されなかったようであるO

7月末に行なわれたイルグーツク市会の選挙は，エスエノレ 47， メンシェヴィキ 12，カデ

ット 11，ポリシェヴィキ 11票で，エスエノレの正勝に終った22)。東シベリア地方コミサー

ノレのクルーグリコフ (A.H. KpyrJIHKOB)，県コミサーノレのラヴロープ(K.江瓦aBpoB)，軍

管区司令官代理クラコヴェツキー， 軍人ソヴェト議長チモフェーエフ (E.M. THMO中eeB)

はエスエノしであった。また束シベリア・ソヴェト地方ピュロ一議長のチエルグノーフ

(A. H. 4epKyHOB)，労働者ソヴェト議長ゴリドマンはメンシェヴィキであった。

臨時政府とイノレクーツクの協調派指導部は fシベリアのクロンシタットJ， クラスノヤ

ルスクの革命派弾圧のために，まず「公式には陸相に服属しつつ遊泳し， ソヴェトの指令

をすべて実施していたおりという守錆隊長アウエ (B.f. Ay3)大杭を罷免して， トルスト

ブ (TOJICTOB)大佐に代えた。エニセイ県の反革命勢力の拠点はグラスノヤルスク・カザー

ク大隊で，その隊長ソートニコフ (A.A. COTHHKOB)はクラスノヤルスク守錆隊委の議長

でもあった。 トノレストフと守備致委は， クラスノヤルスク労兵ソヴェトが 8月 1日の守蹄

隊兵士集会の決議に基づ、き 3000人の兵士を農作業(収穫の援助)に派遣した機会をとらえ，

20) EaTaJIOB， Y，ca3. cot.t.， CTp. 106-111， 145-149;盟 OpHHKOB，YKa3. cot.t.， CTp. 308-310， 352-353; 
B. C. rIo3HaHcKH員，CU6UpCKUii KpacHbul UHepaJl， HOBOCH6HPCK， 1972， CTp. 41-51. 

21) BOCPX， II， CTp. 517;兄凹yMHll.K目立 OTφeBpaJI克 KOKT兄6plO B I1pKyTcKe， KuC， 1932， 
ぬ 2，CTp. 63-64. 

22) BOCP X， III， CTp. 48. 

23)φpyMK臨む YKa3.cmambfl， CTp. 148. 
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この援農は国防を危くするものだと批判した。「無政府状態J鎮定， 革命派武装解除を目

的として， クラコヴェツキーは400人の部隊を率いてクラスノヤノレスクに乗込んだ。クラ

スノヤルスク・ソヴェト執行委はラゾ，ヴェインパウムらの代表団を組織してイルクーツ

クの兵士に対し説得にあたった。その結果「懲罰遠征隊jは戦意を失った。クラコヴェツ

キーは何の成果も上(子、ることができず，しかも 8見21Bに揮権されたクラスノヤノレスク労

兵ソヴヱト・市会・県農民ソヴェトの合同会議の震で， トノレストアの解任とアウエの復職

の要求をのんで， イルクーツクに婦らねばならなかった24)0 rシベリアのコルニーロフ反
乱Jはこうして革命派の勝利に終った。

8月の「懇罰遠征該」派遣に続いて， イノレクーツクの協調振の反革命的役割が明らかに

された事件は， 9月 17日のイノレクーツ守編隊兵士集会と 21-22Bの兵士決起に対して加え

られた弾圧で、あるO

9月 17Bの守錆隊兵士集会を組織したのは，エノレイギン (EpblrHH)を指導者とするアナ

キスト・グ、ループであった25)。アナキスト組織の核はアメリカから帰留して，主としてチ

ェレムホヴォ鉱に入った元政治亡命者たちで、あって，チェレムホヴォ労兵ソヴェト執行委

の構成は革命的サンディカリスト 1， アナキスト=コムニスト 6， 無党派3であった2630

集会においてこのグループは「兵士栢互扶助無党派同盟 (BecrrapTH如羽詰 COぬ3B3aHMOrrO・

MOI.lUl COJI瓦aT=BCBC)Jの結成を宣言し，臨時政府を激しく攻撃する演説を行なった。集

会はアナキストの提案した決議を採択したo BCBCの要求に法兵士の待遇改善の法かに，

プルジョワジーの前線への動員とその財産の没収も含まれてL、た。軍管区司令部はこの要

求を拒絶したので， BCBCは上官の命令の拒否，出動と前線への動員拒否をもって回答し

た。これに対し協調派の軍人ソヴェト幹部と軍当局は，同ソヴェトに来た BCBC代表団

の逮捕をもって臨んだ。 9月 21自，シベリア狙撃兵予備第 12連践の兵士は集会を開き，

逮捕に抗議して BCBC の要求が溝たされるまでの任務拒否・動員拒否の実力行褒に決起

し説得のために兵営に乗り込んだ軍管区司令官グラコヴェツキーを監禁したO 軍人ソヴ

ェトは士官学校生に同連隊の武装解除，司令官を命令した。士官学校生は砲撃ののちそれ

に成功した。このヨ，諸官面・電信号・銀行・浮橋・「ベールイ・ドムJvこ土官学校生の

歩哨が立てられた27)。臨時政府と軍当局への不満をくすぶらせていた兵士は，他の 9，10， 

11各連隊でも 22日にかけて各鋼に岳然発生的に決題したが， 若干の交戦ののち短時間で

鎮圧された。

兵士決起鎮正後，イルクーツクの協調派は労・軍両ソヴヱトに立野しつつ「この時期の

中西部シベリアの飽のどんな都市にも例を見ぬレジームを樹立した28)J。 ケレンスキーは

クラコヴェツキーに代えて複心のサマージン (C.H. CaMapHH) 大佐を任命したO エスエ

ノレの軍人ソヴェトは，軍事権力を集中したサマーリンに盲従したとされているが紛，また

24) 5aTaJIOB， YlCa3. CO弘， CTp. 150-155; lllopHHKoB， YlCa3. CO吃.， CTp. 395-399;φpyMKHH， YlCa3. 
CmambJl， CTp. 148-149. 

25) XrBC， CTp. 45. 
26) M. A. rY.llOIIIHHKOB， O'teplCu no ucmopuu Zpa:JICδaHclCoil 80立Hbl8 Cu6upu， I1pKYTCK， 1959， 
CT予.11. 

27) Ta.M :J/Ce， 12-13; OaTaJlOB， Y1Ca3. CO払 CTp.186-187. 
28) 5. lllyMHuKH註， Y1Ca3. co't.， CTp. 39. 
29) Ta.M:J/Ce; 5aTaJIOB， Y1Ca3. co弘， CTp. 188. 
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2メ'/!If子守ーヲ

他方，ユスエノレは優柔不断なサマーリンに信頼を寄せず，指会の発議で「密戎司令部j を

つくり，軍人ソヴェト議長の統轄下に土官学校生に依拠して，市内の最高軍事権力は「禽

成司令部Jであると宣言した，とも言われている39h革命派に対する対抗において臨時政

府と協調派ソヴヱトの結合は，いずれにせよ現白となった。

七月闘争以後のソヴェトの地域結合と革命化

東シベリアでクラスノヤノレスクとイルクーツクの両勢力が対抗を深めていた 8月，極東

ロシアと西シベワアではそれぞれのソヴェト地方大会が箆催された。 まず8月 3-12日に

第 2回極東労兵ソヴェト大会がハバロフスクで開催された。代議員 86名の党派構成はエ

スエノレ 32， メンシェヴィキ祖国防衛深 15， メンシヱヴィキ国際派 10，ポリシェヴィキ 13，

無党派 16で， エスエノレ党から左派グループがこの大会で離脱したため， ポリシェヴィキ

提案の決議案が 31票と追い上町るに至ったが，なお協調派の決議案が40票で採択され

た。選出された地方委員会の講成は右派エスエノレ 9， メンシェヴィキ槌国防衛派4， 左派

エスエノレ 2， メンシェヴィキ国諜派5となった3130

他方 8Jj 11-20日にオムスグで第2回西シベリア労兵ソヴェト大会が開催された。代議

員 106名〈うち PC瓦pnが 50，エスエノレが 56) のうち 1/3を占めたボシリェヴィキにメ
ンシェヴィキ国際派， エスエノレ左派が加わって多数派を形成し， 協調派約 30名は退場し

た。エヌ・ヤーコヴレフによって提案された，全権力のソヴェトへの移行，全ロシア労兵

農ソヴェト大会の郎時召集を内容とする決議が採択された32h大会はプレヂンスキーの罷

免を決議した紛。

シベリアでは 9-10月に PC瓦pn統一組織からのポリシェヴィキの離脱・自立が， クラ
スノヤノレスクのシベリア・ピュロー，中部シベヲア地方ピュローのイニシャティずによっ

て進められたことはすでに見た。これと軌をーにして， ソヴェトも，改選などを通じて革

命イとを進めた。次表は極東ロシアを除くシベリアの主要ソヴェトの「ポリシヱヴィキ化」

の時点を整理したものであるω。

1917年3月〈形成時)Iクラスノヤノレスク労兵(エニセイ県)， トムスク兵士くトムスク県)
4-5月 iアチ Yスク兵士，エニセイスク労兵，カシスク労兵農〈以上エニセイ県).スジ

ェシカ労二呉〈トムスク県〉

9 丹 1パノレナウーノレ労兵， ピイスク労兵(以上アノレタイ県)， ミヌシンスク労兵〈エニ

セイ県). トムスク労働者(労兵)(トムスク長)

11 月 {オムスク労兵〈アクモリシスクナ1'1).イノレクーツク軍人・同労働者(イノレクーツ

;ク県). グノレガシ兵士〈トポリスク県)

12 月 iノグオニコラエフスク労兵〔トムスク県〉
1918年 1 月 1ズメイノゴノレスク労兵，カーメニ労兵，スラヴゴロト労兵(以上アノレタイ県入

チュメーニ労軍農〈トポリスク県〉

2 月 iチタ労兵くザパイカノレ封。
4 月〈薪暦)Iトポリスク労兵(トポリスク県〉

30) H. AJIeKCeeB， I1pKyTcK B naqaJIe OKT話予bCKO白戸BOJI回Il.HH，KuC， 1932，地 11-12， CTp. 297. 
31) 60鼠 0・naBJIOBH CH，ll.OP可YI(:， YlCa3. CO弘， CTp. 82; BOCP X， I1I， CTp. 86-87. 
32) BOCP X， 111， CTp・168-169;E3C， ，ll.OK. 85. 
33) 6aTaJIOB， YlCa3. COれ CTp.160. その後，コルニーロフ事件ののちにプレヂンスキーの逮捺，童話
持政府アクモリンスクチ1'1コミサーノレとコ/レニーロフ探将軍・将校の解任が実施された。

34)出OpHHKOB，Y，ca3. CO弘， CTp. 582-593.より作表。
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ソヴェトの「ポリシェヴィキ化 (OOJIb出 eBH3au.H的Jには左派エスエノレなども協力して

いるので，この用語を字義通りにのみ解釈できぬ冨もある O 例えばカンスグでは早くから

労兵農ソヴェトが形成され，この単一のソヴェトがゼムストヴォ設置を拒否してゼムスト

ヴォの諸機能を自らに引き受けたり， 守備隊兵士を (7月，おそらくグラスノヤノレスグに

先駆けて〉援農に派遣したりしたことは，ポリシェヴィキと左派エスエノレ〈その重要人物

はエイヂェマン [P.日.3詰瓦eMaH])が共同歩調をとったことによってはじめて可能となっ

たと考えられるからであるS530 しかし，ひとまずこのよう ζ 整理してみると， 9月までの

段階でクラスノヤルスグとトムスクの周辺地域で，革命化したソヴェトが次々に形成され

たこと，東西シベリアの行政的中心都市たるイノレグーツグとオムスグでのソヴェトの革命

化は 11月に持ち越されたこと i主明らかであるo

グラスノヤルスクとトムスグの周辺地域のソヴェトの革命化には，そこでの党の自立過

程と同様，グラスノヤルスクを中心とする独自の地域結合が重要な役襲を演じた。 9月6-

10日にクラスノヤノレスグで関寵され，中部シベリア・ソヴェト・ピュローを選出した第 1

回中部シベリア労兵農ソヴヱト大会がそれで、ある。大会は全権力をソヴェトに要求する決

議を満場一致で採択，また全シベリア・ソヴェト大会をイノレクーツグに召集して全シベリ

アのソヴェト地域結合を創出することをも決定した。この大会の産後， トムスクでは労働

者ソヴェトの改選が行なわれてポリシェヴィキが優位に立ったのをうけて， 9月 19日に労

兵再ソヴヱトの合同が決定され，ポリシヱヴィキ 5， エスエノレ国際派 1， メンシェヴィキ

1から成るトムスク労兵ソヴェト執行委が選出された。 アノレタイ県でも 9月18-19日にパ

ノレナウールで、労兵ソヴェト県大会が開擢され，中部シベリア・ソグェト大会の決議に同調

したS630

革命派のイニシャティヴによる全シベザア・ソヴェト大会は 10月 16-24日にイノレクーツ

クで関擢きれることになるが， それ?こ対技するように協誘深のイニシャティヴによる第2

国東シベリア・ソヴェト大会も同じくイノレクーツクで 10月 11-12日に開催されることに

なり，ここがシベリア構勢全体の焦点となった。この 2つの大会に向けて， クラスノヤノレ

スク・ソヴェトは， ヴェ・ヤーコヴレフ，オクーロフ，ベ・シュミャツキー， ヴェインパ

ウム， ラゾ， レベヂェヴァら，鎗々たるボザシェヴィキと左派エスエノレの活動家を送り込

み，協調派支配の「レジーム」下で工作を展開した。

第 2回東シベリア・ソヴヱト大会には 115名の代表が出話した。ポリシェヴィキ 32，左

派エスエノレ 15， 右派エスエノレ 45，メンシェヴィキ 23(国際流を含む)という構成であっ

たO 地方ピュローの報告に対して，ポリシェヴィキは 8月の懲罰遠征隊派遣と 9月の兵

士決起鎮圧の責任を追及する地方ピュロー非難決議を提案したが否決され，地方ピュロー

支持決議が採択された。ポリシェヴィキと左派エスエノレは退場した37)。

ツェントロシピーザの或立

第 1回全、ンベリア・ソヴェト大会には，ヴラヂヴォストークからチュメーニまでの 69ソ

ヴェトの代表 184名が参加した。出身母体別の構成は労兵ソヴェト 28(72名)，労兵農ソ

35)φpyMK臨む Y"a3.CmambJl， CTp. 143， 146. 
36) BOCPX， IV， CTp. 28， 97， 111; BOCP， CeflmJl6pb， Jl.OK. 104， 144. 
37) A. A6oB， OKTH6pb B BOCTO'lHO註 CH6HPH，CO， 1924， 1¥色 4，CTp. 111-113. 
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ヴェト 14(52名)，労働者ソヴヱト 13(22名)， 兵士ソヴヱト 7(19名)， 農民ソヴェト

3 (5名)，その勉4(14名， 県ソヴェト連合代表)。党派構成はポリシェヴィキ 64，左派

エスエノレ 35，PC瓦P立国際派 10， 右派エスエノレ50，メンシェヴィキ〈桓冨訪宥深)11， 

アナキスト 2，ブンド 1，蕪党派 1138)。エニセイ県農民ソヴヱトやカンスグ郡農民ソヴェ

トだけでなく西シベリアのグノレガン郡， ピイスク郡，その他の農民ソヴェトもポリジェヴ

ィキを支持したので39) ボザシヱヴィキ・左派エスエノレのブロックが大会の多数を制し

た。ボヲシェヴィキは大会に先立って自派の代議員会議，事実上の第 1回ボザシェヴィキ

党全シベリア協議会を開いた。大会決議案の承認， PCllPflj6jシベリア・ピュローの選出

のほか，シベザア・ソヴェト中央執行委の設置計画の立案，その侯補者リストの作成も，

この会議で、行なわれた4630

大会は次の条項を含むボヲシェヴィキ決議案を 93対 68で採択した。 r(1) プノレジョワ
ジーとの一切の協諜は断乎として排斥されねばならない。 (2)全ロシア労兵農ソヴェト大

会は中央において，それに従い諸ソヴェトは地方において，即時に権力を掌握せねばなら

ない。権力移行のための闘争においてシベリアのソヴェトは全ロシア大会を讃極的に支持

する41)oJ

エスエノレ右派は資格審査委で、農民代表が不当に少ないと主張して斥けられ，上記決議案

の逐条審議では全ロシア労兵農ソヴェト大会なる呼称は不当であると主張して，これも斥

けられたので退場した。

大会は最終日に， (全)シベリア・ソヴェト中央執行委(日HKCOBeToB [Bce可 CH6沼p叫

=ツェントロシピーリ (口eHTpocH6Hpb) の設置を決定した。議長にはベ・シュミャツキ

ー，副議長にはエイヂェマンが選ばれた4230 当初，ツェントロシピーリはイノレクーツグの

「協謂主義の大海」の中の「小オアシス」にすぎなかった，と一指導者は書いている4330

4. ソヴェト権力の成立

一般的畏開構造

首都十月蜂起の1情報は 10月26-27Bにシベジ 7vこ伝わった。
首都十月蜂起に呼応して， クラスノヤノレスクでは亘ちにソヴェト執行委緊急会議が関か

れ，同ソヴェト兵士部会議長りラゾに市内諸施設の占拠が委主Eされた。ラゾの率いる兵

士・赤衛致は 10月 28百から 29日にかけての夜，特別り密難なしに重要諸施設を占領し

た九権力を掌握したソヴェト辻県人民委員部を設置した。 11月半ばまでにエニセイ果の

大部分でソヴェト権力が樹立された。

ソヴヱト内の革命派勢力が強酉であったクラスノヤノレスクとエニセイ県ではこうして顕

誌に権力移行が進んだと言えるが，他の諸地域では相当の好余曲折と困難をともなった。

38) XrBC， CTp. 46-47; BOCPX， IV， CTp. 465-466. 
39) n. IllyM匁IJ.KH札 Y1Ca3.CO弘， CTp， 48-49. 
40) Ta.M :JICe， CTp. 46， 48. 
41) A6oB， Y1Ca3. cmambH， CTp. 117. 
42) Cepe6p匁KOBa，YlCa3. CO弘， CTp. 81. 
43) A6oB， YlCa3. cmambH. CTp. 119. 
1) EYYCB， CTp. 66. 
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このこと法 11月に行なわれた憲法舗定会議選挙の結果によく現われている。まず， トポ

リスク・トムスク・アノレタイ・エニセイ・イノレクーツク・ザパイカル・プリアムーノレ各選

挙区の集計によってシベヲア全域の状況を見ると， 総計 278万 6700票のうち， エスエノレ

が 209万 4800票 (75%)，ボザシェヴィキが 27万 3900票 (10%入ヵデットが8万 7500

票 (3%)であった230 シベリアは中央黒土地帯とほぼ同率の高いエスエノレ支持率〈約3/4)

においてきわだっていた九次に，エスエル支持率がシベリア平均をかなり下回った地域

として，エニセイ県とプリアムーノレ〈アムール・沿海・サハリンチHが含まれる〉の党派別

得票数・率を挙げる仏政党以外は略す)4)0 

エスエノレ

ポリシェヴィキ

カデヅト

メシジェヴィキ

エニセイ

230，867 (64.8%) 

95，500 (26.5%) 

12，157 (3.4%) 

4， 536 (1. 2%) 

プリアムール

125，873 (56.1%) 

43，534 (18.1%) 

17，799 (7.9%) 

16，772 く7.5%)

エニセイ果ではクラスノヤノレスク市でポリシェヴィキ支持率が 58.1%に達し，プヲアム

ールではずラヂヴォストーク市で 49%~:こ達した。ハパロフスグ，ブラゴヴェシチェンスグ

市のポリシェヴィキ支持率はそれぞれ 15.4%，18. 9%に過ぎなかった。

以上再地域とは対照的に， アルタイ， トムスク， トポリスク県はエスエノレ支持率が 3/4

を越えた。農村的なシベリアの中の最も農村的な地域であるめ。

イルグーツグ甫では， 総計3万 0380票中， ポリシェヴィキが 1万 1145票 (36.7%)，

エスエノレが 9908票 (32.6%)， カデットが5669票 (18.7劣)， メンシェヴィキが 1700票

(5.6%)でめ， 7月末の市会選挙と比較すればポリシェヴィキは担当?と伸長したものの，エ

スエノレとカデットはなお強固であった。

以上の断片的統許からだけでも，シベリア・極東ロシアでの都市革命としての十月革命

の密難さと，その中でのクラスノヤノレスグ，次いでヴラヂヴォストークの位置，またイル

クーツクやハパロフスクでの都市革命そのものり菌難さが推謝される。

西シベワアにおける十月革命

まずオムスクでは， 10月 28Elにソヴェト総会が首都蜂起支持を決議，翌Elf.こ守備段兵

士が連帯デモを行なったが，ソヴェト執行委は権力掌握を決断せず，西シベリア・ソヴェ

ト地方委は 10足30正首都蜂起批判，薪致府不承認を表現した7L これはオムスグ・ソ
ヴェトの指導部にメンシェヴィキ国諜派が強かったためで、ある。他方エスエノレは「自由と

秩序の祖国救済同盟」を組織した。カデットのジャノレヂヱツキー (8. A. )Kap)(eI.J.部員)，

2) B. H.瓦eHHH，flO.llHOe co6paHue co引lHeHUU，T. 40， CTp. 3. 

3) O. H. 3HaMeHcKH首，BcepoccuucKoe YrtpedUme.llbHOe co6paHue. Hcmopufl C03bl8a U no.llu-
mu吃eCKOZOKpyUleHufl，λ.， 1976， CTp. 280. 
4) EYYCB， CTp. 218; 60註KO・DaBJIOBH CH)(OP可YK，YKa3. CO弘， CTp. 117-118. 
5)農村人口の構成比はシベリア全体で88%，I日トムスク県で92%， トポリスク県で 93%であった。
Cepe6peHHHKOB. YKa3. CO弘， CTp. 70-71. 
6) EYYCB， CTp. 486. 
7) Ta.M :JICe， CTp. 68， 83; 6. IllYM克服E主主，YKa3. CO恥 CTp. 99-100. 
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エλエノレのグヲコープ(B.B. KyJllJKOB) らは士宮学校生に犠きかけて、決起を促した。士官

学校生は 11月 1日に反乱を起こし，軍管区参謀部を主領， BOKOMメンバーを監禁した。

しかし兵士・カザークが彼らに追随せず，反乱は短時間，無車裡に赤衛隊によって鎮圧さ

れた。オムスグの士官学校生反乱の指導者たちは，首都における士官学校生反乱につい

て，その組織者の役割を演じた元イノレグーツク事管区司令官クラコヴェツキーから， ヴォ

ロゴツキーを通じて靖報を得ていたとされる% また士官学校生にとっての反乱の最大の

モチーフは将校章を維持したいという志向であったという九いずれにせよ，士官学校生

反乱の鎮圧にさいして動揺を示したソヴェト執行委に対して下部からの批判，改選要求が

強まった。 11月 18-20日にソヴェト自体の改選が行なわれ， 新しい構成はポリシェヴィ

キ 100， メンシェヴィキ国際派 32，社会民主党(=メンシェヴィキ)17，エスエノレ 51，エ

ヌエス 3，無党派 109，計 312(労働者部会 194，兵士部会 118)となり，また 11月 30司に

行なわれた執行委の改選で，ポザシヱヴィキが 18名中 11名を占めることになっため。 12

月に新執行委はスチェーピ地方・アクモリンスク州委員部の形成を決定した1九

トムスク県では， トムスクとノヴォニコラエフスクの両労兵ソヴェトが 12月 6Bと13
日に権力の掌握を宣言した12)。これは後述するエスエノレ主導の緊急全シベリア地方大会が

トムスクに関擢された時期に合致している。トムスク・ソヴェトは 12月 15司に， i (1)緊

急全シベヲア地方大会に否定的態度を表明する， (2) 同大会が権力をその手中に掌握しよ

うと試みる場合iまいかなる手段に訴えてでも設底的にそれと関う 13勺と決議したO しかし

トムスク・ソヴニトはシベジア地方大会によって発足した臨時シベヲア地方評議会を解散

させる力量を欠いていた。また 12月 30B vこソヴェトは県ゼ、ムストグォ参事会との合同会
議でポリシェヴィキ 2，エスエノレ2から成るトムスク県委員部を選出したω。 これは形成

のされ方や構成からして連立的性格のものと見ることができる。従って同県におけるソヴ

ェト権力の成立は，それが宣言されたにもかかわらず，こうした弱点、を内包したまま翌年

に持ち越されたと言うべきであろう O

トポリスク県では， 県の行政中心で商業的な， しかも鉄道から 200キロも離れた小都

市， トポリスクが反革命舗に掌握されたままであり，臨時政府県コミサーノレのピグナッチ

(B. H. DnrHaTTH) は「トポリスク市内は完全に秩序が保たれている。ソヴェトと守信隊，

ロマノフ家警護隊は政野1Jt~であるj と書くことができた15L

ともあれ， 12月 2-10日に開擢された第 3呂西シベヲア労兵ソヴェト大会において， r酉
シベリア全域でのソヴェト権力組織化に即時着手すること」が確認された16h
イJ[，クーツクにおける十月革命

言都十月蜂起に対し， エスエノレ党イノレクーツク市組織は 10月 28日の総会で， r (1)纂

8) B. C.日03HaHCKH払 O'tepKUucmopuu 8oopy:JICeHHoii 60pb6bl C08emo8 Cu6upu c KOHmppe・
80.lllO~Ueií 8 1917-1918 22.， HOBOCH6HPCK， 1973， CTp. 41. 
9) M. EacoB， K HCTOpHs抱HKepCKsXBOCCTaHs註BCs6HPH， CQ， 1922，地 4，CTp.84. 
10) BOCP， Wecm8ue， II，江，OK.223; E3C， .llOK. 147. 
11) EYYCB， CTp. 562. 
12) TaM :JICe， CTp. 409， 465-466. 
13) BOCP， Wecm8ue， H， .llOK. 256. 
14) EYYCB， CTp. 567. 
15) D03HaHCK戚，。切'pKUucmopuu 8oopy:JICeHHoii 60pb6bl…， CTp. 41. 
16) BOCP，立Iecm8ue，II，江OK.248. 
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奪者のソヴェト権力を認めず，それに従わず，憲法制定会議の召集を要求するO …… (4) 

自らの部署にとどまり，権力装奪者の命令を顧恵することなく行動する。...… 17)Jと決議

したO 同日，市会は臨時政府打倒の挙に抗議を表現するとともに「革命擁護委員会 (KOMM-

TeT流出前説 peBOJI時日HH)J結成を決定した。

革命派の動きとしては 10月 298に関擢された守錆隊各部隊代表者会議がまず重要であ

るO イルクーツク守備隊の主力はシベリア狙撃兵予稿第 9，10， 11， 12連隊，第 718国民

兵団で，ほかにカザーグ大隊，陸軍学校L 士官学校3などで構成されていたが， この会

議で狙撃兵各連隊と国民兵自の代表はソヴェトへの権力移行を主張，砲兵大隊代表も向調

した。カザークと士官学校生はこれに反対した。結局，ツェントロシピーリ提案の決議が

598票で採択された。 エスエノレ・メンシェヴィキ提案は 230票であっため。 9月 21-22日

の兵士決起の鎮圧後，この会議に至る 1カ月余の経過において，兵士。急速なボザシェヴ

ィキへの額斜は顕著であった。ヤンソーンは回想の中で「私自身もほとんど毎日部隊の中

で演説することになったが，兵士の政治的気分は遺ごとにと言ってよいほど変化していっ

たのを観察することができため」と書いている O この経過で重要な役割を演じた兵士組織

は「ヴォエンカ (BoeHKa)J と呼ばれた非合法組織で， 10月 108に結成会議をもち，ポリ

シェヴィキの指導の下に，同武装解除されている各部隊兵士への即時式器返還， (6)逮捕

されている兵士運動指導者の釈放， (同将校中心の協議派軍人ソヴェトの解体と， 単一労

兵ソヴェトの部会としての兵士ソヴェトの創出， (r)致内の民主化と指揮官選挙制， (瓦)

労{勤者赤衛隊の組織に向けての全面協力と武器操作法の訓練援助，をスローガンとして組

織活動を進めた20)0 rヴォエンカJの活動の或果は， 曲馬館で開催された守備隊兵士の最
初の公然集会での，上記スローガンを内容とする決議の圧倒的多数による採択21)次いで

上記 298の代表者会議での決議採択として現われたのであり， 9月にはポリシェヴィキの

影響力の欠如ゆえに協調派への不満をアナキストの指導に結びつけた兵士大衆が， 10見末

までにポリシェヴィキの指導を圧倒的に受け容れるに至った， と言えよう。

軍人ソヴェトの改選は 11月 18 vこ行なわれた22)。その結果， ポリシェヴィキと左派エ

スエノレが優位に立ち，その執行部である軍人執行委(日CnOJIHMTeJIbH創 BoeHHa冗 KOMMCC目的

の選挙でもボワシェヴィキが僅差ながら過半数を占めた。議長にはボザシェグィキの軍医

アレクセーエブ (H.A. AJIeKCeeB) が選出されたお〉。軍人執行委は，守備隊への命令権援

は問委にのみ属し， r衛戊司令部」の命令は無効である，と決議した。他方，労識者ソヴェ
トの改選は， 10月 318の労働者ソヴェトと工場委代表，労組代表の会議において 98対 7

でそれが決議された243のち， 11月 158に行なわれ25) その結果，ポリシェヴィキは労働

17) XrBC， CTp. 47. 
18) 兄.lllyM兄lJ.K紅白， Y"a3. cmambfl， CTp. 70-71. 
19)日HCOH，Y，ca3. cmambfl， CTp. 308. 
20) B. 立lyM兄~KH註 ， Ylca3. CO句.， CTp. 41-42. 

21) Ta.M :JICC， CTp. 42-43; fyぇOIllH沼KOB，Y1Ca3. COぜ.， CTp. 14. 
22) EYYCB， CTp. 118. 

23) AJIeKCeeB， Y"a3. cmambfl， CTp. 298. 
24)兄立lyMHlJ.KH詰，Y"a3. cmambfl， CTp. 71-72. 
25) fYJlo回 HHKOB，Y"a3. co弘， crp. 21. 
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者ソグェトでも優位に立ったc ヤンソーンがその議長となった。丙ソヴェトは 1913 ~こ合

同会議を開き，ポリシェヴィキ提案の決議が 256対 185対 7で採択され エスエノレ・メン

シェヴィキ提案の決議は 194対 275対 2で否決されたO これによって両ソヴェトは統一さ

れ，軍事革命委員会が形成された。その翌日，軍事革命委は同委以外に他のいかなる最高

権力もイノレクーツクには存在しない， とのアゼーんを発した2530 軍事革合委の構成は，ポ

リシェヴィキからヤンゾーン(議長)，ポーストゥイシヱフ，メリニコフ(8.H. MeJlbHHKOB)， 
左派エスエんからタナナイコ(瓦.T. Tal母国語KO)， パザノレキン (M.日.Ba3勾悶H) の計5

名であった2730

この間，臨時政府県コミサーんのラヴローフ，エスエノレのノミーヴェノレ・ヤーコヴレフ

(口.瓦.完KOBJIeB，のちのコノレチャーク政府イルクーツク県知事)，スキベトロフ(江.H. CKH-

rreTpOB)大佐〈のちセミョーノフ[f.M. CeMeHOB] の側近) らに率いられた「革命擁護

委Jは睦軍学校内に担当量の武器弾薬を運び込むなどの臨戦態勢をっくり出したので，軍

事革命委は 23日，軍管区参謀長ニキーチン (M.n.計HKHTHH，この人物もセミョーノフの
髄近となる)，スキベトロフらの逮捕に踏み切った。 ところが， 東シベリア・ソヴェト地

方ピュローの抗議をうけて，ポリシェヴィキ党機関とツェントロシピーれ土公然、たる玉党

派のスキベトロフを捺き釈放することを決定した2句。これは装儲の点で将校・カザーク・

士官学校生部が優位に立っていたこと 2めを背景としている。赤毎隊の編成は毘始されたば

かりであったし，また官吏のサボタージュが毅底的?こ行なわれたために軍事革命委の権力

はいまだ名目上にすぎなかった。 この日， 市会，県ゼムストヴォ委員会， pc，Upn (=メ

ンシェヴィキ〉とエスエノレ党および両党のソヴェト・フラグ，農民ソヴェ人郵便電信・

政府諸施設・ザパイカル鉄道の各従業員組合が連名で，ポリシェヴィキの暴挙を非難する

アピーノレを発した。軍事革命委は反革命勢力の合法的中心である市会の解散をもってこれ

に応えた約。

軍事革命委はそれが形成された日の翌日から「ベールイ・ドムj を本拠とした31)。同委

は 12月4自に，軍管区参謀部，同経理部，県食糧委，電信局， 郵喪昂， 出結局などの譜

施設にコミサーノレを派遣，翌ヨ，各士宮学校に解散と武装解除を要求した32)。この措置が

とられた背景iこは， 10日に予定されていた士官学校生の移了=将校昇進が莫大な経費を必

要としたと Lづ事官と，もとより将校称号の亮止に関する人民委員会議布告があったので

あるが，いずれにせよ，この措置を直接の契機として 8司，士官学校生の部隊は「ベー

ルイ・ドム」を包囲・銃撃し，これによって蟻烈な市高戦の口火が努られた。反革命側の

武装勢力は，陸軍学校・士宮学校・幼年学校〈上級)の学校生，カザーク 3個中隊，相当

数の予備将校から成り，総勢 1500ないし 2000であった33)。芋命{躍は，装備において劣勢

26)兄立lyM兄I.J.KJ主義.YKa3. Cmambfl， CTp. 72-73. 
27) B.立lyM完I.J.Kll芸，YKa3. CO弘， CTp. 68;完HCOH，YKa3. cmambH， CT予.311.，ま加の人名を挙げてい
る。

28) XTBC， CTp. 50-51; B. B. lllyMHI.J.Kll益，YKa3. CO吃ド CT予.69.
29)兄llIyM克I.J.Kll払 YKa3.cmambH， CTp. 75; ry瓦OlllHHKOB，YKa3. CO弘， CTp. 23. 
30) B. 立lyM兄江KH詰，YKa3. CO弘， CTp. 71. 
31)兄HCOH，YKa3. cmambH， CTp. 312. 
32) rY.ll.OlllHHKOB， YKa3. CO弘， (~TP・ 24-25.
33) TaM :JICe， CTp. 26. 
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な守備隊兵士と赤衛隊に，ツェントロシピーりの要請で派遣されたチェレムホヴれのち

にクラスノヤノレスクとカンスクからの増援部隊が加わった。またカフカース義勇兵として

〈本来は反草命的な意図から〉編成された部教のうち大多数の兵土が， 革命側に合流し，

特殊部隊を組んで，英雄的闘争を展開したことが知られている。その指導者が内戦期パル

チザンの蕊説的英雄，アナキストのカラ γ ダラシヴィーリ (H.A. Ka.n創立aparnBHJIs)であ

るS430 戦闘は，双方から 1000人ともいわれる死傷者を出してめ， 17日に締結された休戦

協定まで続いた。休戦協定は， r草命擁護委」と軍事草命委はともに解散する， 軍事革命
委は全施設からコミサーノレを召還する， 連立政権としての「県ソヴェトJ(労機者ソヴェ

ト・農民ソヴェト・県ゼムストヴォ・市会・従業員組合からの代表で構成)がイノレクーツ

ク県・市の権力を握る，士官学校は解散，陸軍学校は存続，他市の守信隊・赤衛隊の市外

退去，などを内容としており紛，明らかに草命側に不利な妥協であった。フルムキンによ

れば，カンスグからの 700名，クラスノヤノレスグからの 500名の増増部隊誌この妥協を白

紙に戻して無条件にソヴェト権力を樹立するよう要求した。「彼らの強硬な空気が一切の

動揺を一掃した87)Jo r果ソヴェトJは 18日か 19日に 1回だけ会議を開いて消滅した。士
官学校生の反乱は，エイヂェマンとラゾの指揮する増援部隊を加えた草命深の総力によっ

て21日に鎮圧され，市内にソヴェト権力が樹立された。

沿海~IIII .ハルピン・サハリン#1111における十月革命

ヴラヂグォストーク・ソヴェトはコノレニーロブ反乱期の 8月 27-28日の執行委におい

て，合同執行委の形成とそれへの権力移行を決議し 8月 29自の合同執行委の権力掌握

宣言をうけて 9月9日の総会において同宣言を承認していた3830 この合同執行委とは，

労兵ソヴェト執行委のほかに，農民ソヴェト執行ピュロー，シベリア艦隊中央委，労組中

央ピュロー，鉄道員組合，さらには pcnpn・ェスエノレ両党の代表，市参事会と市会幹部

会をも含むもので紛，一種の連立政権と見ることができる。従って， 11月5Bにソヴェト

が執行委の改選を実施したこと江8月末-9月初段階にとった連立路線を清算することを

意味した， と見てよいであろう。改選された執行委は 18自に中央ソヴェト致権支持を決

議， 29日には権力掌握を宣言した岳0)0 12月に入って再執行委は国立銀行などにコミサー

ルを深遣したが，これは宮吏のサボタージュを招いた。

協調派の強かったハバロフスク・ソヴェトは 10月30自の総会でボザシェヴィキのゴリ

オンコ提案の首都草命支持決議を 16対 96対 1で斥け，非難決議を 96対話対2の圧倒的

多数で採択した4%これに対して 11丹下旬に入ってハパロブスグの兵器廠労識者・守備

隊兵士・アムーノレ河軽隊本兵らがソヴェト権力を要求して集会・デモを行ない， ソヴェト

34) o. llIyM兄IJ.KHII，YlCa3. co弘.CTp. 77. 
35) Ta.M JlCe， crp. 86. 
36) ry.no回H砲の8，YlCa3. CO弘， crp. 46-47. 
37)φpyMKHH. YKa3. cmambR， CTp・150.
38) BOCP X， III， CTp. 339-340， 529. 
39) BOCP， A8zycm，瓦OK.529.ゆえに同市・沼海外!のコノレニーロフ反乱期ソヴェト権力樹立説〈例え
ば HHKH中OpOB，YlCa3. CO弘.C'τ吟z
40) BOCP， lllecm8ue， II，瓦OK.231， 241. 
41) rOJIHOHKO， YlCa3. cmambR， CTp. 17-18. 
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に強く圧力をかけた。その結果 12月 6自のソヴェト総会は中央ソヴェト政権承認を 88

対 22対 5で採択した。協調派はこれを不満として退場したO このソヴェト総会でポリシ

ェヴィキと左派エスエんから成る臨時執行委が形成された紛。

ハノレピンでは， 10月 25自 (11丹78)のソヴェト総会でポリシェヴィキのザューチン

が権力掌握決議を提案したが，それは 50対 82で否決された43)。労働者・兵士は 11丹7日

(20日〉の集会で中央ソヴェト政権承認を決議するなどして， ソヴェトに圧力をかけた。

しかも状況は，一方における各国領事団(苦痛は日本総領事佐藤尚武〉のホーノレヴァトに

対する警察力増強の要請，他方における中央のソヴェト政権からのハノレピン・ソヴェトに

対する権力掌握の要請44)という複雑な要因の交錯の中で，まず 11月 238 (12丹6日)の

ソヴェト総会での多数派=協調派の退場， 11月 29日 (12丹12日) の新構成のソヴェト

〈議長リューチン〉による権力掌握宣言， さらに外務人民委員部の意向紛をうけての. 12 

月48 (17日〉のソヴェトによるホールヴァト中東鉄道長官解任命令，というように急転

回した。しかし成立したハノレ三ンのソヴェト政権は短命に終った。ホールヴァトは「一方

に於ては鉄道従業員委員会と謹手し，他方，支那軍致を招致して過激派に当」らせた4830

「利権回収の野心を実現せんとしJた中国当局は 12月 11日 (248)，第618および559国

民兵団とりューチン，スラーヴィン (6.CJIamm，新長官)の再名およびその向調者のハノレ

ピン退去を求める最後通牒を発し，翌8，中国軍はソヴェトを打担jし，国民兵団を包癌・

銃撃ののち武装解除したからである的。

題東ロシアの草命派はその総力を結集してソヴェト権力を樹立するために， 12月 12-20

自に第3匝極東地方ソヴェト大会をノ、バロフスクに関擢した。大会開会前夜の状況は，以

上に概観したように，ヴラヂ 1アォストークでソヴェト執行委が権力掌握を宣言しており，

ハバロフスクではソヴェト執行委の改選と権力掌握宣言がまだ実現されておらず，ハルピ

ンでは権力掌握宣言を行なったソヴェトがホールヴァトと中国当号の結束によって危設に

瀕していた。

臨時政府撞東地方コミサーノレのノレサーノフは，ハパロフスク・ソヴェト臨時執行委の成

立と， ソヴェト大会の召集に対抗すべく 12月 11日，極東地方ゼムストヴォ・都市岳治捧

代表大会(以下ゼムストヴォ大会と略)をハパロフスクに召集した。 6月178の臨時政

好の法令で設置が決まったゼムストヴォの選挙は，この地域で江 8月にはじまり， 12月ま

でかかった。沿海・サハリン・カムチャトカの各州ゼムストヴォは未成立であった4的。こ

42) BOCP， lllecm8ue， II， )J.OK. 249. 
43)培運資料.308ベージ。
44) 11月21日(12月4臼〉に届いたレーニンの電報によって。電文は，HcmoputteclCuii 0630p KB-
)I{，l(， CTp. 594. この要請の背景にあった意留は中国の食糧禁輪を打破することであった。この点
についてはB.C. f103HaHcKH負，B. H. JJe1iu1i u C08embl Cu6upu (1917-1918)，討OBO・
CH6HPCK， 1977， CTp. 25. 
45)外務人民委員部は 11月26日(12月9日〉に蕗時政府の外交代表の解任を各自に通告した。その車
後に北京駐在クダシェフ公使とホー/レヴアト長官の解任を中国に通告Lた。 ，l(Bn， 1， ，lJ.OK. 23， 26. 
46) p合運資料， 319ベージ 0
47) COJIOMe託HK，YlCa3. CmambJl， CTp. 59-63. 以上の経過については，関寛治f1917年ハルピン革
命Jil'現代東アジア国際環境の誕生~ (福村出版.1969年〕所収，に詳しい分析があるつ
48) 50負KO・f1aBJIOBH CHぇ.op可YK，YlCa3. CO弘， CTp. 130， 134. 
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のゼムストヴォ大会には結局9名の代表が出席しただけで‘あったが，ノレサーノフはその場

で選出された極東ゼムストヴォ自治体代表臨時ピュロー (BpeMeHl-IOe6ぉpo3eM白 BII 

caMoyrrpaBJIeHH註， 以下ゼムストヴォ・ピュローと略〉に権力を委ね， 後者は極東ロシア

における唯一の合法権力であると宣言した。この挙に対し，ハパロフスク・ソヴェトは同

大会を不法とみなし， 12日未明に赤衛隊・国民兵団兵士・アムーノレ河艦隊水兵に市内要所

の占領を命令した。ルサーノフは逮捕されたが，ゼムストヴォ・ピュローは革命派の弱し、

プラゴヴェシチェンスクへ逃亡し，同市で改めて権力掌握を宣言した紛。

第 3回極東地方ソヴェト大会の代議員184名の構成は， ボザシェヴィキ 46， 左派エス

エノレ 27，メンシェヴィキ 9，無党派2であった。第 2回大会で労兵ソヴェトと農民ソヴェ

トの合同が決議されていたが農民ソヴェト幹部はこれを無視し，第3@1大会にも農民ソヴ

ェト代表を派遣しなかった。大会は第2回全ロシア・ソヴェト大会の諸決定に同意し，極

東ロシアにおけるソヴェト権力樹立を宣言した。最大の問題は政権の構成であった。この

問題をめぐり，ヴラヂヴォストーク・ソヴェトと，成立したばかりの沿海州ゼムストヴォ

とのあいだに交渉があったことが，次の通信から知られるO

「十二月二十八日[1日麿1513]諮海外1rゼムストオJノ成立ニ当ロ沿海州代官50).....、自ラ葺職シテ其
職権ヲ該「ゼムストオj ニヲi渡サyコトヲ申出デ「ゼムストオjハ執行機関ノ或立ニ至ノレ迄引渡、ンノ
廷期ヲ求メタノレガ二十九百 [16日]浦瀬労兵会ハ沿海州「ゼムストオJニ対ジ治海丹、iノ最高行政官府
ノ組織ニ労兵会ノ割込ミヲ提案シ「ゼムストオjハ三十日[17日]諮海州最高官府トシテ「ゼムスト

オ」ヨリ二名，市会ヨリー名，労兵会ヨジ二名，農民代表者会ヨリー名ノ代表員ヨリ成ノレ「オプラス

トノイ[州]，ピュウロー」ノ組織ヲ可決セリ……51り

すなわちソヴェト{揺が連立を申し入れ，ゼムストヴォ{閣はゼ、ムストヴォ・市会から 3名，

労兵農ソヴェトから 3名とする連立の具体案を提起したということであるG これに対して

ソヴェト側は到の具体案を提起した。

「在「ハパロフスクj極東労農会ヨリ沿海チ11rゼムストオjノ接受シタノレ電報ニ抱レパ該連合会ハ極
東最高行致官府ノ設立に関シ治海チNrゼムストオ」ノ提議ト少シク意見ヲ異ニシ労兵農会ヨリ各六名
各ナNrゼムストオjヨリ五名(黒竜丹、iヨリ二名，沼海州ヨリ二名， rサハ Pシ」剤、i三日ー名〉都合二十
三名ヨジ成ノレ極東中央執行委員会ヲ組織……スノレコトヲ決議シ之レヲ治海州「ゼムストオj ニ通報ノ

為四名ノ:委員ヲ選挙シ該委員ヲ当地ニ向ケ出発シタノレ趣ナリ 52)J 

大会参加者の回想によれば，ヴラヂヴォストーク・ソヴェト代表のスハーノフとリュパ

ルスキーが提案したゼムストヴォ代表を含める案は満場一致で採択されたというが53) ソ

ヴェトがゼムストヴォと権力を分有するのは原鄭からの逸説であるとする，ブラゴヴェシ

チェンスク・ソヴェト代表ムーヒン (φ.H. MyXHH) らの反対論が一部にはあったようで

ある弘元この決定により， 1918年 1月5Sに発足した政権は， 正式に極東地方労兵農ソ

ヴェト自治体委員会 (1J.BKpaeBo首KOMHTeTCOBeToB p. c. H K.瓦.H caMoyrrpa回 eHH首)と称

49) TaM JlCe， CTp. 134-135. 
50) Iレサーノフは逮捕の翌EHこ釈放されている。 rOJIHOHKO，Ylca3. cmambH， cTp.20. 
51)在ヴラヂヴォストーク菊池総領事発 (1月 2日/12丹20日〉本野外栢宛第2号。西比利亜政情.1。
52)菊地総領事発く1月7日/12月 25日〉本野外相宛第 15号。同上。

53) n. φ.φe)l.ope~， BOcIIoMHHaHl硯)l.eJIeraTaKpaeBhIx C'be3)1.0B CoBeTa， rB.aB， CTp. 96. 
54) repoUtteC1Cue ZOdbl 60pb6bl u no6ed. .a a.llbHUU BOCm01C 8 OZHe zpa:JICδaHC1COU 80UHbl， M.. 
1968， CTp. 30. 
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し(以下極東地方委と略L 農民ソヴェト代表の 6は空需，アムール・サハリン両升iゼムス

トヴォは代表派遣を拒否したので， 労兵ソヴェト代表の 12名(党派構成はポリシェヴィ

キ8，左派エスエノレ 4)と沿海ナHゼムストヴォ代表 2名(ともに農村教員，おそらく 2名と
も左派エスエル〉によって構成された。議長にはクラスノシチヨーコフが就任し， 5つ泣

かれた委員部のうち食糧農業と教青の r~lj委員部のコミサーんにはゼ、ムストヴォ代去の 2 名

がふり当てられた5530 ゼムストヴォとの権力分有は，農民ソヴェトの不参加が誼接的理由

であるが，住民のゼムストヴォに対するその段階での強い主持を無現できなかったことに

もよるものであろう O

沿海升|ゼムストヴォは 12月三4誌に参事会選挙を行ない，議長にエスエ/しのニコリスク

ウスザースキー r¥j長メドヴェーヂ、ェフ (A.C. Me)1.Be，l{eB)が就任したおら

ハバロフスクでは 12月20Uにソヴェト執行委の改選が行なわれ，ボヲシェヴイエ干のゲ

ラシーモブを議長とし， ポリシェヴィキ・左派エスエノレ 29名， メンシニL ヴィキ 4名，拭

党派6名から成る新執行委が形成された5730

ニコラエフスクでは 12月 2L:日に第 725国民兵団・地兵・労働者らによる全権}Jをソヴ

ェトへ移すよう要求するデモが行なわれたりち， 1 }j 12日にゾヴェト執行委は同市とサハ

ワン丹、iの権力の掌握を決議した5830

極東地方委は 1月 13Bに!日時時政前コミサールの織を廃止した。すなわち，

「在;ハパロブスクj市労兵農極東委員会ハ一月二十六日 [13日]付命令ヲ以テ極東ニ於ケノレ1E:l政府

時代ノ「コムミヅサりJ(代官〉ヲ悉ク髭止、ン是等「コムミヅサリ j ハ一切ノ事務ヲ某所在地ノ労兵

民会ニリi継クへク若シi可会ノ設置ナキ地ハ「ゼムストウオJ(地方自治団〉ニヲl渡スヘキ旨ヲ公布切}J

したのである O ニれをうげてサハリンチ1'1ソ:アェトは「一切ノ政権ヲ奪取セントシチ1'1fi : 11i J j : 
郵復局其他ニ対シ政権引渡ヲ交渉Jしたが，チHコミサーノしはソヴェトにでなく，ゼムスト

ヴォに権力を移すと三明した。サノ、リン州の権力問題は以後しばらく結着がつかず，事実

上4]jまでソヴェト執行委とゼムストヴォの連立政権が存続した的。

5 r-力ザーケ地域jにおけるソヴェト権力の成立

方ザークとその内部対立

カザークは「本質において註i域的な侵遂であったiつとされるロシア人のシベリア征践の
オ;<.1-"9

先兵であり，当初はシベリアの都市・砦市・国境線のほぼ唯一の武力であった。カザーク

55) 00読KO・naBJIOBH CHJlOpqyK， YKa3. CO弘， CTp. 142-143. 

56)菊池総領事発(lJJ 11 [] /12 n 29口〉本野外相自第 21り。 jlli1仁科生政治， t， 
57) OPFBJlB， CTp. 63. 
58) 00員KO・naBJIOBH CH瓦Op可yK，YKa3・CO弘， Cτp.149. 

59) tfニコラエブスク石田東松領事発 (2月5日九月 23H)本野外相宛機密第 4サ九.jl仁科生政tJlf， 10 
{示。本協ではカムチャトカ州・ヤグーツグチHにつL、ては割愛する。カムチャトカチ誌の l') j "1'人命の基ふもえ
自主i工， A. A. nYPHH， B JlHH peBOJlIOUHH B OXOTcKO-KaM'laTCKOM H 4yKoTcKO-AHaJlblpCKOM 

Kpae. 1917-1918 rr.， BC， II (1927)， CTp. 61-92; O. 11. MyxaqeB， CmaH.08./leH.Ue c08emcKou 
8./laCmU U 6opo6a C uH.OCmpaHRou 3Kcnalicueu fla CeBepo・BocmOKeCCCp， HOBOCH6HPCK， 

1975.ヤクーツクチ1'1については， B. BHJIeHCKH註-CH6Hp匁KOB，OKT兄6pb B 日KyTCKO詰 06JIaCTH，
KuC， 1932，地 11-12，CTp. 341-360. 。パブルーシン(外務省調査局訳)IT'スラウ、民族の東漸』く1943年;復務， 1971年)， 58ベージ。

一-109一一



原 瞳之

スロポダー

には本来，都市に勤務して金銭食糧を支給される者と，自由地に住み土地分与と租税免除

をうける者とがあったが，前者から発展した都市カザークはやがて漸減して 20世紀初頭

にはヤクーツクにのみ残されていたO 後者は国境線沿いにスタニツァ(カザーク村〉を形

成する一線カザークとして発展し， 数個のカザーク軍 (Ka3alJheBO負CKO)に編成された。

そむ歴史的形成過程については割愛する C シベリア・カザーク軍はいわゆるオレンブ、ノレク・

イノレティシ要塞線に沿った縮長い地苦に，ザ、パイカノレ，アムーノレ， ウスリーの各カザーク

軍はザパイカル，アムール，沿海丹、!の中国国境沿いに配置されていた。そのほかにエニセ

イ・カザークがグラスノヤノレスクとイルグーツクの両市に配置されてL、た2)01917年のシ

ベリア・極東ロシアのカザーク住民およびカザーク軍勤務者数は次表の通りであった3)。

名 称 く単位千人) I住民 軍勤務者

ザパイカノレ・カザーク軍

シベリア・カザーク軍

アムーノレ・カザーク軍

ウスリー・カザーク草

エニセイ・カザーク

ヤクーツク・カザーク連掠

265 

172 

49 

34 

約10

約 3

14.5 

11.5 

3.5 

2.5 

0.6 

0.3 

各カザーク軍には軍参事会 (BO註CKOBoeπpaBJIeHse) が置かれ，軍アタマンによって統

轄されていた。ツァリーズムの下で軍アタマンとその下の部アタマンは任命制であった

が，二月革命後の状況下で，任命によるアタマンほか役員は軍大会で解任され，カザーク

白身がアタマンを選出するというカザークの本来的な姿を回復するに至った。こうして備

えばガーモブ(日.M. faMOB) は 1917年の春にアムーノレ・カザーク軍アタマンに選ばれ

7こ4)。

カザークは一般の農民よりかなり広い優良地を保証された特殊な身分であった。しかし

その実態は必ずしも一様でなく，すでにアムール・カザーク軍では 1905年に生活条件の

劣悪さから，他身分との同権=カザークの解体やaCKa3alJHBaHI'Ie)の要求が一部に起こっ
クルータ

ていた530 この問題は 1917年の諸カザーク軍大会の重要争点となった。カザーク身分と

その特権の保持というカザーク上層，あるいは 11日カザーク派」の主張は，例えば9月に

ニコリスク=ウスリースキーで開寵された第3回ウスワー・カザーク軍大会で採択された，

カザークは「永久不動の原郊に立って」土地を所脊したのであって，カザークの土地は

「国有にして不可侵jである， との決議に見られる O これtこ対するカザーク下層，あるい

は「新カザーク派」の主張は 4月の第1回ザパイカノレ・カザーグ軍大会で採択された，

11日現の遺物， 常備軍が存在する結果としてのカザ、ーク身分は亮止され， すべての自由な

市民と均一化されねばならなし、」とする決議に見られるO この対立は激烈で，ザ、パイカノレ

2) CC3， II， CTJI6. 426; A3uamcKaH POCCUH， Cn6.， 1914， 1， CTp. 361-387. 沼田市長15]訳編『アジ
ヤロシヤ民族誌~ 0彰考書院， 1945年)， 373-400ページ
3) CH3， T. 6， CTJI6. 820. 。E.IlazoeeutenCKYcmo .Ilem， CTp. 515 (rrpHMe可.).
5) 113 HCTOpHH AMypcKoro BO註CKOBoroKa3a可heroC'he3，ll.a， HA， 1955， N!l 2， CTp. 110-120. 
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シベリア・極東ロシアにおける十月革命

では r[[~カザーク派j がまき返してt:)-9 月の第 2 呂軍大会では 122 対 72 でカザーク身分

保持決議が採択されているの。 第 3ヴェノレブネウヂンスク・カザーク連隊長でアタマンを

臼称するセミョーノブがケレンスキーの命令を受けて，ザバイカノレにブリャート人騎兵を

1-1'1心とする部i訟の編成を開始したのはこの時期のことでるる 730 ブリャート人カザークは

ロシアのず、パイカノレ進出以来の古い壁史をもっ存在であるが，彼らは第 1凶軍大会決議を

歓迎して脱カザーク化し，その後もコノレニーロフ (JI.r. KOpmiJIOB)， カレーヂ、ン (A.M. 

KaJIe){HH) ，セミョーノフの運動に冷淡であったの。

シベリア・カザーク軍では 9月 10-21I=IにオムスクでIf持法された軍人Aどで， r母半出身の

コノレニーロフ将軍支持がru!-vまれ， カザーク身分の保持， ソヴェトからのカザーク代表の召

還が決議されたO この決議はカザーク内部に分裂をもたらした。若年揺は同決議を破って

ソヴェトに結集し， rr日カザーク派」が結集する軍参事会に対抗し，さらに 10月5日に軍
参事会幹部を逮捕した。このif5}q1-はオムスク労兵ソヴェト・カザーク部会を軍参事会的属

カザーク・ソヴェトに改編することで妥協が計られた。のち-前項で、見たオムスクのソヴェ

i、権力成立後 (1月 26E1)，軍参事会は再逮捕された。 3月 1日 (2月 16日)に開催され

た第 3回軍大会はこれを了承し，カザーク軍地域におけるソヴェト枠制の樹立を決議し

たの。 しかしこの決議をめぐるカザーク内部の空気は不確定的ないし否定的で，第 3tnl軍

大会への各スタニツァ・村落からの付託要求書の集計によれば， ソヴェト権力支持の可否

は 47対 48対 20で説れる一方，憲法制定会議が 117対 5対 7で圧倒的に支持された川。

クラスノヤノレスクではエニセイ・カザークの指揮宵ソートニコフが 1}Jにbi.きしを企てた

が未然に阻il-_された11)0 -(ノレクーツクのカザークの動向についてはすで、にふれた。

軍に勤務するカザークの主力は詰線でzYL命加を過ごした。 前線からの帰還兵(争pOHTO・

BH聞いヱ革命的気分が強く，被らの帰還によって!二記の対立は当然流動した。シベリア・

カザーク軍参事会の再逮捕を実行したのも帰還兵であった。このことも含めて，ザノミイカ

ル・アムーノレ尚子十!の状況を次に検討しよう O

ザバイカル員1Iにおiする十完革命

ザパイカル丹、iの住民構成は複雑で， これまでに挙げた(プリャー i、についてt主後/1¥)い

くつかの統計をま左めると州人口約 90万人のうちカザーク住民が 26.5万人(30劣)， ブ

リャート人が20.4万人 (23%) を占めていた。この複雑な住民構成はそのまま志法制定会

議の選挙結果にも現われた。次の夫ωがそれである O シベリアの平均的得票権成左大ぎく

違ってエスエノレ支持率が低く， また 11丹段摺でもポリシヱヴィキ組織は未成立で，統一

組織としての PC且P口国際部:の得票率は 10%を割っていた。

6) OprBj]B， CTp. 7， 12， 15-16. 

7) r. K. rHHC， Cu6Upb， co幻31iU1CUU Ko.J何 a1C， T. 1，立 1，口eKMH，1921， CTp. 84; C. n. MeJIb-
ryHoB， TpazeδUfl aδ.MUpaA:a Ko.J何 a1Ca，可， 3， T. 1， 5eλrpaJI.， 1930， CTp. 237. 
お)3.互.PHH湖沼0，5yp兄T-MOHTOJIbIBOCTO盟 0詰 CH6HPH，}f{H， 1921拾 11(109)， CTp. 3-4. 
9) XrBC， CTp. 44-45. 57， 60. 

10) B. M. CaMOCYJI.OB， YCTaHOBJIeHHe COBeTcKc詰 BJIaCTHB OMcKe H 06JIaCTH， HCmopUfl CCCp， 

1967， NQ 5， CTp. 117-118. 
11)口03HaHCKM札 O吃ep1CUucmopuu 6oopy:JICe1i1ioil 60pb6bl…， CTp. 66-67. 
12) EYYCB， CTp. 218; Hcmopufl Eypflmc1Cou ACCP， II， YJIaH-Yえ9，1959， CTp. 27-28. 
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ザパイカノレ

守

paa
t'v 
議 派

49，363 (50.2%) 

17，083 (17.4%) 

12，854く13.1%) 

8，560 (8.7%) 

4， 111 (4. 1%) 

2， 682 (2. 7%) 

2，154 (2.2%) 

1，418 (1. 4%) 

コニ メ、 :::r:.. Jレ

ブリャート民族委

カザーク

PC且PTI国際派

カデヅト

エヌ L ス

メγジェヴィキ

イルクーツクの十月革命の項で、見たように，イルクーツクでは強力な 2勢力の対l時の中

から連立政権構想、が市街戦の幕開に現われたが，ザパイカ/しでは上記のような多勢力の分

散，強力な勢力の欠如から連立はいわば必然的に生まれ，一定期間存続した。 12月 22日

にチタで開催された農村住民・社会保安委・ゼムストヴォの合同州大会で、形成された「人

民ソヴェト (HapO~HbI詰 COBeT)J がそれである O 構成は労兵ソヴェトから 15，農民から 12 ，

カザークから 10，プリャート入とエヴェンキ入から 8，都市自治体から 5，合計50であっ

た1330

第 1回ザ、パイカノレチ1'1労兵ソヴェト大会は 12月 30日から翌年 1月 4~~にか汁て開催され

た。大会ではソヴェト権力樹立論は少数派にとどまり， r人民ソヴェリ参加決議が 12対
7対 9で芋うじて採択された。 また労兵ソヴェトの-ffこ赤荷i家を編成することが決定され

た。「人民ソヴェトJ参加の理由づけは， r開かれる可能性のある内戦を避けるためJであ
った14)0r人民ソヴェトJにはメンシェヴィキ・ェスエノしとともに PC互P口国際派(し、わ
ゆる fノーヴァヤ・ジーズニ』派)指導部のソコローフ(B.H. COKOJlOB)らも参加した。

1 月 4 日に「人民ソヴェト j は~H1内で、臨時政府の諸権限を継承することを宣言したが， こ

の宣言にも「人民ソヴェト」議長のメンシェヴィキ，ヴァクスペルク (M.BaKCOepr)とと

もにソコローフらは署名している 1530 ソコローフはのちに， ソヴェト権力を樹立するには

「イノレクーツクの援助が得られたとしても」まったくの力量不足であったこと， rそれに加
えて，公魚たる日本の干渉と長略という見通しが常に脅威としてのしかかっていた」こと

を弁明として述べている∞。現に 16Elにはセミョーノフの F満州特別部隊j が国境を越

えて州内に浸入しているO しかし，これに対して「人民ソヴェト」がとった措置は，チタ

進軍を思いとどまるよう説得するため復者を諌遣したことであった。またそのmj日に「人
民ソヴェトJは赤掲隊を武装解諒している 1730

チタにはカザーク 2{固連隊のうち第 1連隊が1Jjに帰還した。この連致は反革命的将校

に握られており， 1月 15日の赤衛隊武装解除はこの連隊の武力によるもりであっkoこの

13) EYYCB， CTp. 526. 

14) OprB.llB， CTp. 35; OKyHlI.OB， Ylca3. CO弘， CTp. 125. 
15) repou弓ecκueZOdbl 60pb6bl u no6ed..叶 CTp.35-36. 
16) B. COKOJIOB， OKT兄Opb3a oaIIKaJIOM， n p， 1922，ぬ 10，CTp. 391. 
17) OprB.llB， CTp. 37-38. r人民ソヴヱト」のセミョーノフとの対立面の・面的強議(例えば Snow，
op. cit.， p. 215.)は支持しがたい。
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シベジア・極東ロシアにおける I-Jj革命

連隊の帰還は「人民ソヴェトj を強生した。これに対し第2連隊は平命的であり，将校選

挙制を採用し少尉補のジガーリン(月.n. )l{Hraλ沼崎が選ばれて連隊長をつとめていた。
この連隊は 2月 3rl (16日)チタに子Ij者ーすると他の部隊とともに守備隊長・反平命的将校

の逮捕と「人民ソヴヱト」の解散を実施した。ソヴェト詰組織委 (KOMHTeTCOBeTC胞をXop-

raHH3a只日誌)が臨時の政権としておi識され，ポリシェヴィキと国際派， 部隊と赤律}隊， 労

組の各代支がこれを構成した。こうして， :Jfc命化したカザークの力によってチタのソヴコ二

ト権力が樹立された。しかし数日後， カザーク|布団参謀部その他方:対還すると情勢は複雑

になず〉た。反平命的将校はセミョーノフ軍に走った。第2速球は解作状態にあった。イル

クーツクから反セミョーノブ戦椋を構築するために乗り込んだラゾは， ~~ 1アノレグン連i;主

主どの兵士と赤衛隊に依拠することになった1吟。

国境地帯でセミョーノフ軍との一進一退が続いていた :3月下旬-4月 i二匂に第 :3[Ul升|ソ

ヴヱト大会が開fmされ，チト!全域でのソヴェト権力の樹立，カザーク身分の廃止，赤軍組織

が決定され，チト!人民委員会議が成立した。なおその!日]にチタのポリシェヴィキ党組織が形

打立さJttこ1的。

アムー)J.，gllllにおけ忍十丹革命

ブラゴヴェシチェンスク・ソヴヱトは 12月20-21Elの総会の段階でも， 同市の権力は

TI1会に，アムーノレ升!の権力はゼムストヴォに属するとの決議を採択して，権力掌握意志の

ないことを表明した。これに反発して兵士代表の大多数は退場した。 22口の兵士ソヴェト

緊急総会はソヴェト政権支持決議を採択した。労兵ソヴヱトは 1月5[]に改選され， ムー

にンを議長として.ポリシェヴィキ・国際派 16，エスエノし 6，メンシェヴィキ 6から成る

お執行委が形成された。同執行委は 1月日行， 1通'-束ロシアの全権力は持東地方委にr，~L ，

存地の1と権力は諸ソヴヱ卜に屈すると立三した2do この過程でザ、バイカルチHと同様に4ここ

でも帰還兵がソヴェ i、のギ命化合もたらした。はじころ第三同極京地方ゼムストヴォ大会

が開催されたが，この大会は，極東地方委を極東ロシアの権力として承認するとのクラス

ノシチヨーコブ提案の決議を， 沿海チl'iR去の支持の下に 1n 12日に採択した2130 日11七、
人ストヴォ・ピュローは解散させられた22)。

f邑15，アムーノレ・カザーク軍アタマンのブiーモフを長とする軍参事会はすでに 11月村

口に丹、!の権力掌握を定吉しており 23) 軍参 '}f会・チHゼムストヴォとソヴェト三が括抗する

形となった。カザーヶ 2{国連誌は前者の側に掌握さhてはいたが土況は低かった。ソヴヱ

ト{躍の武装勢力は赤衛隊と，解体過程にある守備隊の兵士，アムーノレ河艦隊の水兵で、あぜ〉

た。革命派の伸長に対抗して軍参事会は 1月 17日に第4回アムーノレ・カザーク軍大会を

召集した。大会はソヴェト権力否認，ゼムストヴォ・岳会の全権力掌握要求を決議したの

1H) O. A.刀a30，3a6a負KaJIbCK目前く瓦aypcKH註〉争pOHT，r BjJ s， CTp. ~O-:2 1 ;兄口.万(HraJIHH.ooeBO負
BOCeMHa，lI.u.aT副長 ro，lI.， Ta.M :J/Ce， CTp. 35-36. 

19) HCmopufl EypflmcKou ACCP， U， CTp. 38-39. 

:20) E/laZ08el4eHcKy cmo /lem， ，lI.OK. 140， 145， 149. 
21) Tl'J亡tlG清『誰のために1(龍亙m.l，1959年)の次の記述はこのことを指すものである。「ー月二ト h
fl Clfl腎 12日)，沿海ナト¥，アムー/レ両州連合政治会議が開かれ， 急進派が勝って，最高政治権問~~>
ハノミロフスクに置いてレーニン政府の指揮下に入ることそ決議 LtこoJ(49ページ〉υ

:22) 00誌KO・naBJIOBH CH，lI.OplJyK， YKa3， CO弘， CTp. 160. 
ゴめ oprBjJB， CTp. :23. 
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この大会は反羊命勢力結集の契機となるのであるが，それを背後で準倍したのが中島正

式・石光真清・鳥居肇三ら日本軍参謀本部・特務機関員の工作であったことは，石光の手

記から知られる 200 ニコラエフスクを本拠とする「在宿邦人のキングJ島田元太郎も，こ

の時期ブラゴヴェシチェンスクに乗り込んで反革命派結集工作をさかんに行なった事実が

ある290 この大会の直後から反革命深の武装組織として自衛屈が編成された。

ソヴヱトは1月30自に丹、i仔政機関と銀行の引き渡しを要求した。ゼムストヴォ参事会

職員はサボタージュをもってこれに応えた。ゼムストヴォは政権引き渡しを草否しつつ

も， 2月16日 (3司〉の会議で「連合チH行政機関」を組織するとし、う妥協案が通るほどに

後退した2330 翌日，ソヴェトによって「無政府反対院争同盟 (Coぬ360予h6hIC aHapxHeii)J 

組織が暴露され， 22名の将校が逮描され，武器が押収された27)。

京命派の伸長を詔i上せんとする動きは，金鉱業者組合副会長オレーニン (OJIeHHH)ら資

本家自体代表と， 日本軍特務機関から起った。資本家団体代表は升|ゼ、ムストヴォ不信任を

決議するとともに，秘かにアムーノレ同対岸のrll国軍当局に軍事介入を要請した2昌弘日本軍

特務接関は rl本入居留民会の武装集団化をすすめた。 2月27fJの機関長石光の通信にf温
和禄後援ノ目的ヲ以テ本日武装セノレ日本義勇団ヲ編成セリ目下人員五十名ナリ 2のjとある O

2月25日 (12B)から開催された第4呂アムールチH農民大会で労兵・農民両ソヴェトの

合同が行なわれ，ムーヒンを議長とする州執行委が選出された。同執行委は 3月5S (2月

初日〉にゼムストヴォの接収・幹部逮捕を実施した。緊迫する状況の中で. 3月6日にカ

ザーク連隊・自衛団・日本義勇団が反ソヴェト反乱に決起した。戦闘は 12 ~î まで続き，カ

ザーグの投降と，反苧命派幹部・カザーグ連隊本部・自衛団・日本義勇問の中国領への逃

走をもって. ソヴェト側の勝利に終った。この戦闘で決定的な投割を演じたのはアムール

河舷隊水兵と，近くのイヴァノフカ村の農民であり，後者の主力は復員兵士で、あった30)。

この反ソヴェト反乱は一般に「ガーモフの反乱Jと呼ばれているが，ガーモフ自身につ

いて三えば， 1軟派トシテ動モスレハ決心ヲ屈ゲントスノレJ，1震柔不断」な人物で、島り，
石光の総括によれば， この「優柔不断J，とくにムーヒンら「拘禁シタノレ首領連」を「直ニ

死刑ニ処セサリシコりが「温和派失敗」の主要国であった31)。

この反乱の事前工作に日本軍特務機関と義勇団が果した役割は大きく，反乱!日1'11にブラ

ゴヴェシチェンスケ入りした池中堅三海軍少佐は次のように報告している。

「石光一行ノ行動ハ税々過激ノ嫌ヒナキニ非サノレモ叉事情止ムナキモノアノレガ如シ 何分当地ハ極

東温和派ノ唯一ノ拠点ニシテ話jモ大勢過激派ニ帰セシトスノレ今日能ク大勢ヲ挽回シ得タノレハ全ク吉本
ノ後援アリシ結果ナリ 32)J 

24)石光，言ij掲書， 51ベージ。

25)在ヴラヂヴオストーク緒方書記生発(2月 13日/1月31日〉本野外相宛機密第2号。西i七手IJ亜政情 10

26)石光通信 (2月15/2n， 20/7日)，関東都脅府参謀部普通報第 12，15号。都警詩情報， 110 
27) OprB，sB， crp. 44. 
28)石光，言ij掲書， 91ベージ。

29)石光通告 (2J1 27/14 B)， 1IIj掲普通報第 16号。都督府情報， 110 

30) H. Be3poλHbIX， A.Myp 8 02H.e，可. 1， BJIaぇHBOCTOK，1923， CTp. 5-13; B. H. BarpoB 夜中. H. 

CyHropKHH， KpaCH.03H.a.MeflH.aH A.MypclCaHφ.Il0mU.IlUH， M.， 1976， CTp. 33-36. 

31)石光通信，吉ij掲普通報第 19，21号。都警府構報， IIIo 
:32)第 5戦隊司令官発作月 8!l /2丹 23n)軍令部長宛笥 41番。同j七平IJ亜政情， 1" 
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反乱鎮圧後の 17司， ソヴェト執行委は議長ムーとンをはじめ各コミサーノレを選出した。
次いで4月上:旬に開催された州農民カザーク大会でアムーノレ・カザーグ軍の解散，カザー
ケ身分の亮I!二が確認、された3330
なお沿海州で、も 1月末のチ!'!農民カザーク大会で、ソヴヱト能力が承認されたが， この大
会に対抗Lてウスリー・カザーグ軍大会が開催され， 軍アタマンにカノレムイコフ例.TI. 
KaJIMbIKOB)が選出されたっこのカザーク軍も 3月に前線からカザーク連隊が帰還してはじ
めて午命派が有力そなり， カノレムイコプはひとまずrf1 国領に逃亡せねばならなかったω。

G シベリア地方議会

12月にトムスグでエスエノレ主導の致権樹立の動きがあったことをすでに述べたが，
で前史をふくめて，シベリア地方議会の形成と解散をとりあげておきたL、。
シJ こljア地方主主主 (cM6MpCKoe06JIaCTHMQeCTBO) (主， ロシアの東洋学に顕著な定説;を残
すヤードリンヅヱフ (H.M.克江P耳目立eB) とポターニン (f.H. TIoTaHMH) を創始ず?と Lて，
-，iij 1日:紀半ばに生まれた潮流で‘ある O シベワア地方主義者(06JIaCTHMKMいL シベリアの現
状が本国=ョーロッノミ・ロシアに対する植民地であり，経済的に従麗しており，最良のも
のが持ち去られる代りに最忠のものが差し向げられる関係、が成立していることを批判し，
シベリアは独自の工業，独岳の立法機関と地方財政，高等教育機関をもつべきことを主張
した。シベリア地方主義者は，しばしば分離主義者とみなされたし， ゐことに 1865年に「シ
ベリア分離事件」の存疑でヤードワンツヱブ，ポターニンら多数が逮捕・投獄されるなど
の弾圧を受けている O しかし，シベリアの同家的分離というより， ロシア l々でのその自立
と地位向上が彼らの基本的な主張であったというべきであろう1)。
シベリア地方主義の傾向の諸国体， ;mXfrl1flはシザ ζリア各地にるり，中でもヤードリンツ
ェブによって首都で創刊され， のち 1888年にイノレクァツクに移された週刊紙 Fヴォスト
ーチノエ・オポズレーニエ』は多彩な執筆障を擁して，大きな役割を浜じた2)。 このま月間
は， しかし，シベリアの 1905年't命を鎮圧したメルレノレ=ザコメザスキー (A.H. MeJIJIep・
3aKOMeJIbCKM員)将軍の命令で 1906年 1月に停刊となった。 シベリア地方主義のrll心地と
なったのは，シベリアで唯一，高等教育機関が託かれの， rシベリアのアテネ」とさえ呼ば
れたトムスクであった。シベゾア地方主義者が力を注いだ運動のひとつに vぜムストヴォ詑
託運動があったが， トムスグはこの運動のr1-1心を占め， 1905年に「トムスク案j として知
られるゼ、ムストヴォ設置要綱案が作成されている O この案は. ヨーロッバ・ロシア並に県・
部ゼ、ムストヴォを設i置するだけでなく，その!:に地方ゼ、ムストヴォ (o6JIaCTHOe 3eMCTBO) 
を設医することを構想するものであって.立京に詰擁立ZJに関与したホターニンの主張を大
IjJ亘に盛り込んだものであった心。

:~3) E.IlaZOeel勾eHcKycmo .Ilem，λOK. 170， 175. 
:34)φe.n;opeu:， YKa3. cmambfl， CTp. 97. 
1) 11. A.究KyllIeB，Fpuzopuii HUKO.llaeBu't flOmal-lUH. Ezo J!CU31品 Ude5lme.llbHOCmb， Dpara， 1927， CTp. 21. 
2) CC3， I， CTJI6， 543-544. 
3) 1888年開設のトムスク大学と 1900年開設のトムスグ工専。
/1) M. 11. AλhTllIyJIJIep， 3e.JtCfllBo 8 Cu6upu， TOMCK， 191h， CTp. ~l20-:t~ 1. 
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二Jj草命後の流動化状況の中で，シベリア地方主義者の多くはカデッ人エスエノレの両

党に合流していったが， rポターニン派 (nOTaHHHUhI)Jを自称する小グループも存在した0
1917年のトムスクのメーデーには多くの旗に混ってシベリア地方主義のシンボルたる，白

緑旗も見られたというの。

シベリア地方議会のスロープfンがはじめて具体的かつ大衆的に提起されたのは，普通選

挙に基づき 4-5月に開催されたトムスクj県民集会 (ry6epHcKoeHapo瓦Hoec06paHHe)にお

いてであったs)。 この集会の決議は，シベリアが「連邦昔話原理~ltこ基づいてj全体としての

ロシア共和国の「不可分の一部」を権成しつつ，地方立法機関としてのシベリア地方議会

(Co6HpCKa冗 oo.naCTHaπ.ll.yMa)とそれに対し責任を負う行政機関を必要としていることを認

めねばならない， と述べ，シベリアの「地方自決j の要綱を詳細に作成するために，近い

将来における全シベリア地方大会の召集をトムスク県執行委員会に委任する， としてい

るη。

トムスグ県執行委員会〈トムスク社会保安委員会の後身，議長ガン)において，大会召

集のイニシャティヴを採ったのは， エスエノレで自身シベヲア地方主義者のシャチーロフ

(M. B. lllaTHJIOB)であった。

最初のシベジア地方大会は 8月2日に召集されたが，開会時:までに所期の目標に誌ど遠

い67名の代表しか集まらなかったため， 準備協議会に切り換えられ， セレブレンニコフ

(11. 11. Ce予e6peHHHKOB) の「シベリアの自治についてJとザハーロフ (E.B. 3ax勾OB)の

「シベリアの自治制度の基本原則について」の丙報告と討議が行なわれ，遅くも 10月15日

までに改めて大会を召集することを決め，ポターニンを議長，シャチーロフ，ザハーロフ，

ノヴォムベノレクスキー (H.兄 HOBoM6eprc悶詰)を副議長とする組織委員会を選出して，低

調なうちに8月9日開会したの。

ぷ月の協議会で採択された第 1@シベリア地方大会に関する要綱は， 自治機関〈ゼ、ムス

トヴォ，都市，カザーク，少数民族)，政党，協同組合， 職業団体， 学術団誌を母体とす

る代表派遣をうたっていた。これに基づいて 10月8f]に召集された第 1回シベリア地方

大会には多様な代表が参加した。代表169名の民族別内訳は， ロシア入 110，タタール人

17， ウクライナ人13， キノレギース入(カザフ人の当時の呼称)9， ユダヤ人5，ポーラン

ド人4，アノレタイ人2， ブリャート人L テレウート人(アルタイ語族の 1)1， また所員

(向調を含む)党深刻内訳は，エスエノレ 87，社会民主党 25(うちメンシェヴィキ 10，ポリ

シェヴィキ 2，所属を示さぬもの 13)，エヌエス 8，カデヅト 4など(以下略〉であったの。

大会はシャチーロフとザ、ハーロフの報告と討論ののち， rシベりア地方制度に関する規程」
を採択した。それは第 1条で「ロシア共和国の一体性のもとで，その個々の部分は，民族

5) B. BerMaH， 06JIaCTHHQeCKHe HJIJII03HH， pacce克服hlepeBOJIIO瓦He員，CQ， 1923，地 3，CT予.94.
G)完KyllleB，Y1Ca3， CO'i.， CTp. 25-26. r謀民集会jは県ゼムストヴオとレう手口、名称に代るものとし
てトムスク社会採安委処理ピュローが発案した|汀i県独自の名称である o3y6allleB， Y1Ca3. cmambfl， 

CTp. 102. 

7) XFBC， )l.OK. 5. 
8)珂.A.完KyllleB，φeBpaJIhCI泊先 peBOJIIOU目先 HcH6HpCKHe 06JIaCT廷bIecbe3)J.bI， BC， II (1927)， 
CTp. 21-25; BerMaH. Y1Ca3. cmambfl， CTp・96-99.
9) XFBC， )l.OK. 11. 
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的あるいは領域的自治の原民iに立って組織されねばならなし、」とし，以下でシベロア地方

議会の権限，それと中央政府の権限との亙分を定めている 10)。大会はポターニン， グノレト

フスキー，ガン，シャチーロフ，ザハーロフら 7名(はかに候補6名)から成る執行委員

会を選出し， 10月 17日に閉幕した。侯補の中にヂェルベノレの名が見える。オムスクのエ

スエノレ幹部として頭角を現した人物で、ある 11)。

第 1回大会開幕の 1週間後に苦都十月蜂起が起こったO 全ロシア憲法制定会議までにシ

ベリア全域でソヴェト権力が樹立される合誤るりと昆た執行委員会は，緊急シベリア地方

大会を召集して， 独自のシベリア地方政権の樹立を試みた。大会は 12月 6Sにトムスグ

神学校で開催された。集まった代表 155名の母体別内訳は，執行委員会その能上部機関か

ら:iO，ゼ、ムストヴォから 10，都市自治体ーから 21，協同組合連合会から 26，食糧委員会か

ら7，土地委員会から 6，農民ソヴェトから 21， 農兵ソヴェトから 2， 農兵労ソヴェ i、か

ら2，農兵労キノレギース人ソヴェトから 2，労兵ソヴェトから 7， 民族組織から 22， 鉄道

員組合から 7，郵便電信組合ヵ、ら 7(以下略〉であり，党派別ではエスエノレ 92， 社会民主

党三7，エヌエス 11，アラシ(カザフの民族政党)3，連邦自治主義者 2， 無党派社会主義

者三カデヅト 2，無党派 10.. 不明 Gであり，エスエノレが圧倒的に多かった12)。大会は立

法接関たるシベリア地方議会と，執行機関たるシベリア地方評議会がシベリア内の最高権

力であることを決議した。採択された「シベリアの臨時統治機関に関する規程13)J によれ

ば， iロシア連邦共和国 (POCCHIICKa冗中旬epaTHBHa冗 pecrry6JIHKa) の自治的一地方J とし

てのシベリアの統治体制は，シベリア憲法制定会議が，全ロシア憲法制定会議に従ってこ

れを決定するものとし(第2条)，それまでの暫定措置として，緊急シベリア大会の決定に

よって召集される臨時シベリア地方議会じ後者によって選出され，それに対し責任を負

うシベリア地方評議会 (C沼6HpCKH員 06JIaCTHO員 COBeT) とがシベリア内の最高権力である

〈第:~条〉。しかし臨時シベリア地方議会吾集までの，当面必要な更なる暫定措置として，

この大会で選出される臨時シベリア地方評議会が発足することになった。それは財政経

済・民族・軍事り各評議会を下部機構としてもち， i権力の実現Jを任務とする 〈第21-

22条〉というもので，ソヴェト権力に対抗する新しい政府の旗上げがここに宣言されたこ

とになる O

臨時シベリア地方評議会の構成は，ポタ一二ン(議長上 ヂェルベノレ， ノヴォショーロ

フ (A.E. HOBOCeJIOB)，パトウシンスキー(r.6.口aTy回開C則的， シャチーロフ，エノレマ

コフ (A.A. EpMaKOB)，ザ、ハーロフ(総務部長)であった。ポターニンは名自 i二の存在で

あり，ポターニンとエヌエスのパトウシンスキー以外は，全員エスエノレであった14)。軍事

評議会の長には，キーエフに出張中のグラコヴェツキーが充てられた。その暫定性は境ら

かであるが，実質J:. これはエスエノレ政府と三ってよい。

12月の大会の決議によれば，召集されるべきシベリア地方議会は「エヌエスからポリシ

10) 兄Ky皿eB，<peB予aJIbCKa兄 penOJHOIJ.H克 H cH6HpcKHe 06JIaCTHble C'be3，llbI， CTp. 29一双).

11) BerM3H， YKa3. cmambfl. C'Tp. 103. 
12) XrBC， ，llOK. 12.本来の「ポターニンlmJ士連邦訂治 k義ちカイ革か 2名であることに注意。

13) TaM JlCe， ，llOK. 13. 
14) BerM3H， YKa3. cmambfl， CTp. 10氏
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ェヴィキまでをも含み， 諸民族代表を加えた全シベリア社会主義権力」であり， r有産分
子(U.eH30BbIe羽 eMeHT説)の参加しない，専ら民主勢力から構成される」ものであると強

調された15)。その選出母体と議員数の配分は同じ決議の中で細かく競定されているが，ゼ

ムストヴォ，市会，各種ソヴヱ人前線にいるシベリアの各師団，カザーク軍， 民族居

体，郵便電信組合，鉄道員組合，協同組合，学生匝体などが母体とされた。議会の召集は

1月7日とされた。有産分子の排除と，寄せ集め的構成はカデットの離反を招いたし，位

方ポワシヱヴィキは政治運動としてのシベリア地方主義そのものに疑念を抱いて反発し

たO

シベヲア地方議会の有力な支持勢力は協同組合であった。大戦中に急成長したシベリア

の協同組合組織は 1916年に， ノヴォニコラエフスクにおいて， 連合体「ずクプズブイト

(3aKyrrc6bIT) Jを結成した。 1917年に傘下の消費生協組合員は約 108万人にもとった10)か

ら，協同組合組織は無視しえぬ経済的力量をもった。シベりア地方議会の協同組合代表に

22もの議露がー揺して与えられたことはこのことと無関誌ではなかろう O このシベリア地

方議会への代表選出と態度決定のため 1月6日にノヴォニコラエフスクに協同組合大会

が開催された。代議員 88名のうち 75名はエスエノレ党員とその向調者であったと言われ

る1730 大会は，パトウシンスキーの報告を聴いたのち， (1) シベリア地方議会とシベリア

憲法制定会議への参加， (2)人民委員会議致権を否認し自治シベリアを承認する立場に立

っすべての「社会主義政府」に協力する， (3)協同組合としてシベリア政権に無利子貸付

の財政援助を行なう〈組合員 100人未満の組合から 5千ループリ， 100-200人の組合から

1万ループワ等々)， (4) 22議需の配分，を決定した問。

地方評議会誌自らの軍事的支柱として前緩のシベリア諸部隊に期待ーを寄せ.彼らを引き

つけようと手を尽したが， 工作は失敗に終ったO 北部方面軍の中にあった第 12軍の 1月

8司の軍大会は，兵士ソヴェト執行委附属シベリア兵土執行委(I1KCHOHP兄KOB日開I1CKO・

MCO喝の結成，吉治シベリアに反対する情宣活動のための同メンバーのシベザア派遣を決

議した1930

シベザア地方議会は，召集予定員までに参加者が集まらず，開会は2}j1Sに延期され

た。 1月20日ごろまでに約 100名が集まったので，開会まではエスエノレ・フラクション，

民族フラグションなどの会議が行なわれた20)。

ツェントロシピーリとトムスク周辺の諸ソヴェトは地方議会解散を要求した。ツェント

ロシピーリは1月4日づけのトムスク・ソヴェト宛電報で， rシベジア政府を宣言しよう
とする一握りのプルジョワ・インテリゲンツィヤの企図と断乎として闘う 21)Jとの姿勢を

示した。トムスグ・ソヴェトはシベヲア地方議会に対し不決断な態度をとったので，不決

15) XrBC， ):{OK. 13. 

16) B. MaxoB， DOTpe6HTeJIbcKa完 Koonepa江沼匁 CH6HpH B npoIIIJIOM H HaCT05I~eM， CO， 19宮3，
地 4，CTp. 147. 

17) C. Dap争eHOB，rpa:J/CδanCKaJl 80una B Cu6up仏 1918-1920，M.， 1924， CTp・13.
18) XrBC. JlOK. 22. 
19) BerMaH， YKa3. CmambJl， CTp. 110. 
20) rHHC， Y，W3. CO弘， T. 1，可・ 1， CTp. 74. 
21) E3C. JlOK. 186. 
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シベリア・極東ロシアにおける十月革命

断に業を煮やした酉シベリア・ソヴェト執行委は議長エヌ・ヤーコヴレフを派遣し河が

何でも地方議会を召集前に解散させるよう強く圧力をかけた。ヤーコヴレフの到差でトム

スク・ソヴェトは活発化した。

1月 25Bから 26日にかけての夜， 議長に内定していたヤークシヱフを含むシベリア地
方議会メンバ -16名， シベリア地方評議会メンパーの/之トウシンスキーとシャチーロブ

が赤衛隊・草食的兵士・外国人国際主義者部隊の武力によって逮捕された却。

j主捺をのがれた地方議会・地方評議会メンバーは秘密裡jこ地方議会の会議を開きJ臨時

シベリア政府」を f選出 jした。作成された名簿には事前の了承も取りつけてない人名も

多数含まれていた。エスエノレ・フラグションはこうした異常事態の下での「選出J~こ反対

を表現したが，結号，ヂヱノレベノしに妥協した。主要な人主は次の通りであった。首班兼農

業ヂェノレベノレ，外務ヴォロゴツキー，軍事ケラコヴェツキ一、内務ノヴォショーロフ，大

蔵ミハイロフ (11.A. MHxa詰JIOB)， J享生グノレトフスキー， 運輸ウストルゴフ(江 A.YCT-

pyrOB)，会糧セレブレンニコブ O 民族担当は 2耗類置かれ， 土着民族J亘当にチベノレ=ぺ i、

ロフ(8.瓦.TH6ep-IleTpoB)， :Jr.領域民族担当にスリマ(瓦.f. Cy.λHMa) 23)。

委任を受けてヂェノレベルが起草した土言われる 7臨時シベリア地方議会の宣言24)Jはこ

の段階のシベリア・ェスエノレの縞領路線を定式化したもので，ポリシヱヴィキと左派エス

エノレが憲法制定会議を援調したことへの抗議が冒頭に置かれ，憲法制定会議の擁護と活動

再開，憲法制定会議による民主的平和，義勇需IJシベリア軍の告1)出，民族問題の解決，地主

地の無償譲渡，等々が記されている O

このあとヂェノレベノレら数名はハルピンへ向かった。ヴォロゴツキー， クルトフスキー，

ミハイロブ.セレブレンニコフは選ばれたことも知らずに，またソヴェト権力にも士fJら:h

ずに，西シベリアに残ってし、た。ヂェルベノしはハルピンで「臨時打治シベヲア政府」吉宗;L

げの機会を狙って工作することになる O 抱方ノヴォニコラエフノレスグを拠点として「臨持

シベリア政府高シベリア委員部」が形成きれ.これが丙シベリアに形成される非合法武装

集団の結集体になってゆくのである。

こうして前項で見たセミョーノブ， カノレムイコブ， この項で見たヂ‘ェノレベノレ，そして二

月平命も十月草命も乗り切ったホールヴァトらが，パノLビン・ソヴェト崩壊後の中間東北

部におし、てそれぞれ反革命の運動を開始することになり，同シベザアでも別個にj言採の起

動が拾頭する O

橋論民族運動の展開

ヤサ-17 イノローツイ

ロシア人によって征服され長納を数発されたシベリア先住諸民族・諸種族は「異族人」

としてツァリーズムの身分法体系の下に組み込まれた (1822年の「異族人令 [YcTaB0 
プロヂヤーチエ コチ且ずイエ オセードルイ=

HHOpO )J.u，ax ]によれば f異族人J(工円引良民」・「遊牧民J・「定住民jの3つに類別された)。
シベリアの人口にしめる「異族人jの比重はロシア人の進出によって 18出:紀初頭段階です

22) XrBC， )tOK. 18;訂03HaHCK凶，。切'PKUucmopuu 800pyJfCeJlHOii 60pb6bt.... CTp. 64. 
23) lHHc. YKa3. CO弘， T. 1， 1J. 1， CTp. 75-78. 

24) XrBC， )tOK. 23. 
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でに 50Jぎを割久 革命前の段階で工0.4%(1911年の統計)にまで下っていた。それらの

諸民族・諸種族は多種多様な少数者集団であった。その中で比較的大きな集団はプリャー

ト，ヤグ一人アノレタイの 3民族であって， 1911年の統計では，ブリャート人が 33万人

余〈この数字は過大で27.5万人とする説がある)， ヤグート人とアルタイ諸族(後者は

「タタール人」として一括されていた〉がそれぞれ 24万人余となっている O ブリャート人

はザパイカノレ州とイノレグーツク県に集中(前者に約60%，後者に約40%)， ヤクート人は

ヤクーツク丹!に集中(間知人口の 87%を占めた)，アノレタイ諸族はトムスグ・トポリスク・

エニセイ県に分散して居住していた1)。 ここではブジャート人と， トムスク県最南部オー

ピ河源流地域〈今日のゴールノ・アノレタイ自治升1)のアノレタイ人の動向について簡単にふ

れておきたし、。

二月革命によってもたらされた状況下で，民族的自立を求める動きが活発になった。二

月革命直後，ザパイカノレ夕刊ブリャート・モンゴ〉レ入社会活動家弘的会議がチタに開催され

たのはその一例である。この会議は 3月 6日，全プリャート民族大会召集組織委員会を結

成し， 議会〈セイム〉を右する民族自治を達成すること， 遅くも 6月 15日までに全ブリ

ャート民族大会を召集することを決定している幻。また， 4月 7-12日にイノレグーツグ県プ

リャート・モンゴノレ人住民代表者大会がイルクーツグで開催された。そこでは次の決議に

見られるツァリーズムの民族致策についての批判に立って，自立的畏族組織形成が提起き

れている。行日政府のブリャート人に対する土地政策はロシア化を基調に実施され， かか
スタp;;ーチェ p

る自的のためにブリャート人，移民，古参住民のそれぞれの土地の堪えがたい混需が人為

的Iこっくりだされた。この混濯を利用してツアーリ政府はのちに移民・ブリャート混合の

郷をつくったが，それは移民とブザャートの相互関係を揮度に尖鋭化させた。……全体と

して|日政府の政策は人為的に土地不足を生み，それはブリャート人の経営に危機をもたら

した。……上記のことを考慮して大会は， (1) ブリャート人が農業以前に事実上利用して

いたすべての土地の返還の必要……[以下略3を主張する3勺。 この大会はイノレクーツク県
〈社会団体〉執行委にブリャート人部を組織すること，地元には旧「スチェプナーヤ・ドゥ

ーマjの領域に合わせてアイマク (a註MaK， 蔀に相当)社会保安委， および住民自身によ

って定められる境界内にホシュン (xo山戸え郷に相当〉委員会を組織することを決議し

た4)0rスチェプナーヤ・ドゥーマ (CTerrHhIe.nYMbI)Jとは， 1822年の「異族人令Jによ
って定められた「遊牧民」行政の機関ですでに解体していたものである O

こうして二月革命産後からブリャート人のあいだから民族自治と土地回復への志向が強

く表明された。 4月にチタで関寵された第1回全プリャート人大会は，ブザャート民族自

治計画を採択したO それによればザバイカル弁!とイルグーツク県のブザャート人は「ブリ

ャート・オログン・ツォグ/レガン」なる民族議会をもっ単一の領域的自治を獲得するもの

とされた。また，組織委員会に代って臨時ブリャート民族委員会が置かれた九

1) ~召沼市郎訳編，前掲書， 161-169ベージ。 Cepe6peHHHKOB，YKa3. co弘， CTp. 60. 
2) PHB， CTp. 431-432. 
3) TaM :JICe， CTp. 436-437. 
4) XrBC， CTp. 34. 
5) HcmopuH Cu6upu…， IIl. CTp. 493. 
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臨時政府は民族自治に否定的な態度をとった。 ブワャート民族委議長リンチノ (3. 11.. 
PHHqHHO)は 6月 13Bに寵時設府に宛てた電報の中で，内務省が進めていた「スチェブナ
ーヤ・ドゥーマ」復活案を批判して， ソモン〈村〉ーホシュン〈鄭〉ーアイマク〈郡〉の再

組織を主張している 8九臨時政府が8月 17IIに定めたゼムストヴォ導入の法令に民族的地

方自治機関の境定はなかったが，プリャート人はホシュン委，アイマグ委を創出した。ま

たアルタ f人はアノレタイ山地ドゥーマ (AJITa註CKa冗 ro予Ha兄瓦YMa)を創出した730 アノレタイ

人の民挨運動は，山地ドゥーマの名誉会員にポターニンを選んだことや，その創出を決め

た7JJのピイスクの「異族人」大会でシャチーロブが祝辞を述べていること，エスエ/レ党

トムスク県委員会がエスエノレ綱領支持と憲法制定会議におけるシャチーロフ支持を要請し

たのに対し， !11地ドゥーマはそれを了承していることなどに見られるように，エスエノレ，

シベリア地方主義者と結びつきながら展開されていっため。

10 )jと12刀のシベリア地方大会が民族団体代去も参加してi荒かれたことはすでに見

た。 1918年1月に召集予定のシベリア地五議会には次の民族団体代表の参加が予定され

ていた。「中央キノレギース委 (3名)， イノレクーツクとず、パイカノレのブリャート民族委(各

2名L ヤクート民主主委 (4名)， アルタイ山地ドゥーマ (2名)， ミヌシンスクの土着種，挟

Eハカース人を指す](2名)，タタール (5名にその他の組織された土着種族(各 1名)， 
各少数員族の全シベリア的民族政治組織(各2名ド勺。 トムスクに集まった民族自体代表

にはキルギース人，プザャート人，ヤグート人など「土着民族」のほかに，ポーランド人，

ウグライナ人，植民ドイツ人が含まれ，全体で民族フラクションを形成した1030 民族プラ

グションの要求は，ヂェノレベルの立案による「臨時シベリア地方議会の宣言」にも，臨時

シベリア政府の構成 (2種類の民族担当省を置く〉にも現われた。後者についてはふれた。

前者の該当部分は次のように書かれてし、るo I (a) 土着諸種族 (TY3eMHble11JIeMeHa) の録

選と保存に関する社会的措置の実施， (6)非領域的諸民族 (3KCTeppHTOpHaJIHhIeHalJ，HOHa-

あ HOCTll) には. 全国家的立法基準の範囲内での法人資格の自治共毘毘体の結成権と， 民

族生注の全芳野にお;ずる完全な民族的=個人的自治を関与すること 11)Joプリュン縞領と

して知られる民族問題綱領の後半部分における精密な定式化と，粗雑で外在的な前半部分

とが対照的である O こうして，内容的には開題を含むが，ともあれシベザアのエスエノレ，

地方主義者の運動は民族運動の枠組としての民族組織をそれとして取り込もうとした。

ソ連の悪史学は，民族運動の先進分子がソヴェト政権樹立の爵争tこ加わったこと，反動

分子がそれに敵対したことを強調している。前者の例として，プリャート民族委員会イル

クーツク支部メンバーのダンチノフ(仁瓦aHqHHOB)らがFイノレグーツクの 12月間争と権力

移行後，問委員会を税退したこと，やはりブリャート人革命家のランジュロフ〈日.U. Pa-

H)KypOB)がセレンカ、のアイマク参事会を見棄てて，トロイツコサフスクのソヴェトの活動

め PH B， CTp. 434. 
7) CC3， II， CTJI6. 150. 
8') A. I1. I1oTarroB， 0吃ep1CU no ucmopuu a.llmauqeo， M.-JI.， 1953， CTp. 377-379. 
9) XrBC， .ll.OK. 13. 
10) nmc， Y1Ca3. co弘， T. 1，立1， CTp. 74-75. 
11) XrBC，瓦OK.23.
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に身を投じたことを挙げている 12九他方の例として， アノレタイ人「ブノレジョワ民族主義的

インチリゲンツィヤJと， rパイJ・「ザイサン」などの搾取者身分，反革命分子が 1918年
2月にゴールノ・アノレタイ〈山地アノレタイ)の分離， rォイロト共和国j樹立を画築したこ
とが指摘されている 13九いずれの場合も内在的な検討を要する問題だが.1917年の示、リシ

ェヴィキが民族運動の枠組に分解をもたらしたことは事実であろう。しかもその場合，次

のような領域の問題が残されたままであることを重課せねばならなし、

1917年 10月に行なわれた全ブリャート人大会でリンチノは次のように発言している。

「この麦， 異挨入試土地問題で全ロシア農民大会の観点に立っていたにもかかわらず， ザ、

パイカノレ中にブリャート人の分与地・官有貸付地の暴力的占拠の波がおし寄せた。そのさ

い占拠を行なったのは時として比較的多くの土地をもっ農民であった。……農民たちによ
守Fレース

るプリャート人の分与地のd拠の結果，種々のプリャート人集落の約500人の男女が文字
通り街頭に放り出された......。ザバイカノレの農民の暗愚な大衆は，後らによってツンドラ

やスチェーピに駆逐されてやむなく牧畜業を営んでいる異族人が，彼ら護良地を所有して

農業を営む者とはまったく違った分与地を必要としていることを全黙理解していなし、。農

民は異族人が大部分の場合農業にまったく適しない草の茂ったスチェーぜを 20-30ヂェシ

ャチーナ所有しているからといって，異族人を地主扱いしているのである……14)J。

ザ、バイカノレに 1918年に成立したソヴェト権力は， rプリレスキJ (=自己に有利な境界
線の引き直し)を求める農畏，父祖の土地の返還を求めるブリャート人，軍用予備地を手

放したくないカザークの 3者のあいだに立たされた15)。だが問題は狭い意味の「土地j政

策に限られるのではなく，もっと根深いものであった。

ぜJ す び

グラスノヤノレスクを出発点として確立されていったシベロアのソヴェト権力は， 12月の

イノレグーツクでの士官学校生の反乱鎮圧と 1月のトムスクでのシベリア地方議会解散と

をもって，重要拠点の制圧を基本的に終えた。この勝利の上に立って， ツェントロシピー

りは 2月 23-288 (10-15日〉に第2回全シベリア労兵農カザーグ・ソヴェト大会をイル

クーツグに開催した。大会は地方議会解散を反対 3の庄部的多数で了承した。ブレスト講

和については併合主義的条件をりもうとしている中央政府は「致命的な誤りJを犯すもの

だとして，それに反対するべ・シュミャツキー提案の決議を満場一致で採択した。大会は

「はじめてのソヴェト・シベリア憲法」と呼ばれたソヴェト権力組織案を採択した。最後

に，ポリシェヴィキ 22，左派エスエノレ 9，(うちマクシマリスト 2)，アナキスト 2， 計 33

名から成る新講成のツェントロシピーリを選出し， rシベリア・ソヴェト共和国人民委員
会議Jを指名した。その首班兼ツェントロシピーリ議長にはシュミャツキーが， しかしそ

の直後に代ってエヌ・ヤーコヴレブが就任した九軍事人民委員ラゾの総指聾下に対セミ

12) l1cmopuH Cu6upu…， IV. CTp. 60. 
13) OOTanoB， Y lca3. CO吃叶 384.
14) PH  B， CTp. 438-439. 
15) B. COKOJIOB， OKT匁6pb3a 5a義KaJIOM，CTp. 396-397. 
。B.BlIλeHCKlI註・C1I61Ip完KOB，Eopb6a 3a c08emc1Cy幻 CU6UPb CIJeflmpocu6upb). 1917-]9]8 
ZZ.， M.， 1926， CTp. 5-11. 
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シベリア・置東戸シアにおける十月革命

ョーノソのザパイカル戦掠を強fとすることがシベヲア・ソヴェト政権の次の緊急任務と与:
-1-_ 
て)1'-0 

ヴラヂヴォストーク，次いでハノミロフスクを拠点とした極東ロシアのソヴェト権力は，

ゼムストヴォを利用する戦術をも採用しつつ各地のソヴェト化を推進した。この戦術は日

本軍参謀本部の分析によれば rll合罵賓ニ於ケノレ痛撃ニ鑑ミ Jた妥協的方針なのであったの。
極東地方委はブラゴヴェシチェンスクでの反ソヴェト反乱の鎮圧に全力を注ぎ，サハリン

チ['1.カムチャトカ丹、!vこもソヴェト権力をもたらして 4月に第4国労兵農カザーク・ソヴェ

ト大会をハノミロブスクに開催寸ることになる O

イノレクーツクの政権もハパロフスグの政権もそれぞれ外務人民委員部を設けた。これは

今日，割拠主義的傾向として否定的評価が与えられている% またブレスト講和批判は極

東ロシアでも強かった。第7回党大会に出席したネイブートはこの問題についてのアンケ

ートに， r講和の語E=Pvこ反対。大衆も再 Co大衆は日本の脅威のもとに生活しているから」
と書いている430 これはシュミャツキーやネイブートが偶々「左翼共産主義Jvこ与したと

L 、うことではなく，左派エスエノレなどとの統一戦線の上に成り立っているこの地域ソヴェ

ト権力が，諸勢力の結集なしには帝国主義と対決できないことを現実的に認識していたこ

とを物語るものであろう O

以上によってシベリア・極東ロシアの十月革命の経過と諸特徴を概観的にせよ捉えたわ

れわれは，次む局面一本務的な内戦と干渉戦の開始と展開吟ーに踏み込みうる地平に立つ

ことになったO

略記一覧ネ

(1) 史料集・論文集・事件ヨ誌ー辞典

E3Cニ EOAblUe8UKU3anad，.wii Cu6upu 6 60pb6e 3a CO勾uaAucmu吃ecκyρ pe60A/O勾U/O・ C6.

δoKy.Meflm06 U .MamepUa/W8， HOBOC1l611pCK， 1957. 

EYYCB二五opb6a3a ycmafl08/leflUe U ynpOtteflUe C08emCKoii 8Aacmu. XpOflUKa C06blmuii. 

26 oKm5l6p5l 1917-10 5lN8ap5l 191δz. M.， 1962. 

BOCP=BeAUKafl OKmfl6pbCKafl CO勾uaAuCmUtteCKaflpeooA/O勾Ufl.JJ.OKyMeflmbl U .MamepUaAbl， 

M.， 1957-1963. 

BOCP， nOcAeニ Pe80A!Ol{UOflfloed8U:JICeflUe 8 POCCUU nOCAe C8ep:JICeflUfl caModep:JICa8Ufl. 

BOCP， AnpeAb=Pe80AJOllsllOflflOeδ8U:JICeflUe (J POCCUU 6 anpeAe 1917 z・ AnpeAbCKuil

KpU3UC. 

BOCP， Mail-tωflb二 Pe80AIOllsuOflfloed8U:JICeflUe 8 .Mae-UlOfle 1917 z. HJOflbcKafl deMofl-

cmpa勾Ufl.

BOCP， 11幻Ab=Pe80.l雪印~llOflfloe δ8U:JICeflUe 8 POCCUU 8 UJOAe 1917 z・ H/OAbCKUii KpU3UC・

BOCP， A8zycmニ Pe80A幻llsltOflfloeδ8U:JICeflUe 8 POCCUU 8 a8zycme 1917 Z・ Pa3ZpO.M

KOpflUA08CKOZO .Mflme:lICa. 

BOCP. Ceflmfl6pb= Pe80A脱伊Oflfloed8U:JICeH.Ue 6 POCCUU 6 ceH.mfl6pe 1917 Z. 06ll{eH.a-

l{UOH.aAbflblii Kpll3UC. 

[ママ]

2)参謀本部「絶東露領ニ於ケノレ過隠両派ノ勢力概要Jo j7~ 1ヒキIJrjfi.政↑ilJ，L 
3) repOUtteCKue 'ZOdbl 60pb6bl U n06ed...， CTp. 38. 
4) BOJIbllleBllCTcKlle opraH1l3aUllll HaKaHyHe VII Cbe3.ll.a PK口(6)，HA， 1958， Jも 3，CTp. Z(). 
5)次の局面では本稿で対象の外に置いた農村部が否応なしに政治の舞台となるであろう。

勢 長尾，前掲書，および関，前掲書の略記方式を一部踏襲した。
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原 瞳之

BOCP， HalCa1iy1ie=Pe8o.llJO~U01i1iOe δ8U:JIce1iUe 8 POCCUU 1ialCa1iy1ie OICmH6pbCKOZO 
8oopyxe1i1iOZO 80CCma1iUJl. 

BOCP， illecm8ue= TpuY.Mtta必b1iOeWeCm8Ue CoeemclCo立8.1laCmU，可. 1-2. 

BOCPX=Be.llulCaJl OKmJl6pbCICaJl co~ua.llucmu 'teclCaJl pe80.llJO~UJl. Xp01iUlCa C06blmuii， T・

1-4， M.， 1957-1961. 
rB.llB=rpaxda1iclCaJl 80iiHa Ha .lla.llbHe.M BocmolCe (1918-1922). Bocno.Mu1ia1iuJl 8eme-

pa1i08， M.， 1973 . 

.lla.llbUCmnapm=.aa.llbUCmnapm PKn. C60pHUICU .MamepUa.l108 no pe8o.llJO~uOHHO.My d8U・

xe1iuJO 1ia .lla.llbHe.M BocmolCe， KH. 1-3， BJla.lUIBOCTOKe， 1923-1925 . 

.llBJl=.llolCy.MeHmbl 8Heumeii nO.llumuκU CCCp， T. 1-M.， 1957-
OprB.llB= OlCmJl奇pbClCaJlpe80.ll問 UJlU zpaxdaHClCaJl 80iiHa Ha l!a.llb1ie.M BocmolCe. Xpo・
1iUlca co6blmuii 1917-1922 ZZ.， M.-Xa6apoBcK， 1933. 

PHB=Pe80.llJOquH U 1iaqu01ia.llb1iblU 8onpoc， T. 3， M.， 19ま).
CH3= C08emCICaJl ucmopu切 CKaJl3H~UIC.IlOneδUJl， T. 1-16， M.， 1961-1976. 

CC3 = CU6UpCICafl C08emCICaJl a1i~UIC.IlOneδUJl， T. 1-3， HOBOCH6HPCK， 1929-1932. 

xrBC=Xpo1iUlCa zpaxdaHclCoii 80iiHbl 8 Cu6upu， 1917-1918， M.-JI.， 1926. 

型合運資料二高満掛i鉄道株式会社培議賓事務所運輸課編『東支鉄道を中心とする露支勢力の消長jJ.上巻，

大連， 1928年。

(2) 外務省記録〈外務省外交史料舘所蔵)

西比科亜政請， 1， II=露国革命一件，出兵爵係別冊，由比利亜政情，第 1-2巻くMT/l/6/δ/24/13/21)。

蔀督府情報， II， III=露国革命一件，出兵関係別冊，関東都督府及朝鮮総督府清報，第2-3巻くMT/

1/6/3/24/13/17)。

く3) 雑誌

BJ1KJlCC=BonpOCbl ucmopuu KJlCC， M. 
BC = BO.llbHaJl CU6UPb， npara. 
)!(H=)!{U3Hb Ha~UOHa.llbHOcmeü. M. 

J1A =J1cmopl円 eclCu立apXU8，M. 

KuC=Kamopza U CCbl.llKa. M. 

n p= Jl pO.llemapclCaJl pe80.llJO~UJl， M. 

CA = Ce8ep1iaJl A3UJl， M. 
CO=Cu6upclCue OZ1iU， HOBOHHKOJlaeBCK/HoBOCH6HpCK. 

追記。本稿脱稿後， B. T. AraJlaKOB， C08embl Cu6upu (1917-191822.)， HOBOCH6HPCK， 1978.に
接 L，シベリアの歴史学の近年における研究の積み重ねはみ;稿のテーマに関しても着実であることを感
じとることができた。本稿において粗い素描にま冬っている部分は到の機会に論じ陸 LたL、。

OKT冗6pbCKa兄 PeBOJIIOQHH B CH6HpH H Ha lI.aJIbHeM BOCTOKe 

T9pylOKH Xapa 

I1CTOpH兄 peBOJIIOUHHH KOHTppeBOJIIOUHH 1917-1922 ro瓦OBB CHOHpH H Ha瓦aJIbHeM

BOCTOKe完BJI冗eTC冗 HeTOJIbKO HeOToeMJIeMO註 qaCTblOHCTOpHH OKTHOpbCKO詰 peBOJIIOUHH

H rpaiK且部CKO員 BO詰HbIB CCCP B ueJIOM， HO H OCHOBHbIM 3BeHOM B uerm HOBe白血d

HCTOpHH BOCTO可HO詰 A3HH. ABTOp ITOITbITaeTC先日CCJIe.ll.OBaTbee pa3Hooopa3Hble CTO予OH剖
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C 06U1HpHO首 TO可氾{ 3peHH免 B HaCTO冗llJ，e詰 CTaThe aBTO予 rrOCTaBHJI CBOe註 3a旦aqe詰

OCBeTHTh HeKOTO伊 e BOrrpOChl ee rrepBOrO rrepHO~a 一 C MapTa 1917 r.ロo MapT 1918 r.， 
TO eCTh OT cBepiKeHHH ua抑制a ~O yCTaHOBJIeHHH COBeTcKo首邸aCTH. CTaTh冗 COCTOHT

H3 llIeCTH rJIaB. 

Bo  r、J刀IaBe1 H舵CCαλ皮e悶~y戸eT詑C兄 Iロ∞I氾OJλIHT羽T

oc06eHHO B3aHMOOTHOI盟ueHHeMe況瓦y MeCT註mま'HhIMHCOBeTaMH H KOMI沼fητT、eTaMl沼{061出I且leCTBeHHO註

6白e3ぬorra沼ac.岱'HO促C'窃fH. Bo r JIaBe II HCCJIe，llyeTc兄ロpou，ecc 06pa30B組問 CaMOCTOHTeJIhHhlX

OpraHH3au凶 60JIhllIeBHKOB. B CH6HpH H Ha瓦aJIhHeMBOCTOI王e，r ~e 06JIa~aJIo 06oe-

瓦HHeHqeCTBOH rrpHMHpeH可eCTBO，pyKOBO~河出YIO pOJIh ChIrpaJIH KpacHo兄pCKa冗 H BJIa瓦H-

BOCTOKCKaH opraHH3組問 Bor JIaBe III HCCJIe~yeTc河口pou，ecc 06pa30B組問 06JIaCTHhIX

06oe江HHeHH詰 H peBOJIぬU，HOHH3HpOBaHHH MeCTHhlX COBeToB. B arrpeJIe-Mae 1917 r. 

06pa30BaJIH 06òe~HHeHHH: 3ana~HocH6HpcKoe， BOCTOqHOCH6HpcKoe H 五aJIhHeBOCTOQHOe，

a B OKT兄6pe- BcecH6HpcKoe. PeBOJIIOUHOHH3HpOBaHHe COBeToB BhI3BaJIO 060cTpeHHe 

MeiK，lly peBOJI治問OHHhIMHCOBeTaMH， C O~HO註 CTOpOHhI， H cor JIa山 aTeJIhC間協 COBeTaMH

H BpeMeHHhIM rrpaBHTeJIhCTBOM， C λpyro詰 Bo r JIaBaX IV -V HCCJIe~yeTcH rrpou，ecc 

yCT組 OBJIeHH兄 COBeTCKO註 BJIaCTH B rJIaBHhIX ropo~ax CH6HpH H 瓦aJIhHerO BocToKa. 

瓦JIHyCT剖 OBJIeHHH B.71aCTH COBeToB rroTpe60BaJIOCh ~JIHTeJIhHOe Bpe悶 B OMcKe， 
I1pKyTcKe H 6JIarOBeI工~eHCKe IIMeJIH MeCTO KOHTppeBOJIIOUHOHHhle BOCCTam扱 IOHKepOB

HJIH Ka3aKOB. B EJIarOBemeHcKe HITOHCKHe“江06pOBOJIhQeC氾-Ie ~py誕HHhl" ロpHHHMaJIH

~e兄TeJIhHOe YQaCTHe B ero rro~rOTOBKe. ABTOp aHaJIH3lIpyeT He TOJIhKO COBeTCKHe 

~aHHhIe， HO H HITOHCKHe apxHBHhle MaTepHaλhI 06 3TlIX COOhITH冗X. B TIOCJIe~HeM r JIaBe 

HCCJIe，llyeTcH HCTOpl読 CH6HpCKO註 06JIaCTHO設五yMhI. POJIh Ka3aKOB H 06JIaCTHHKoB B 

peBOJIIOUHH Ba沼aaJ1.J悶 HCCJIe江OB倍1M兄 CJIe，nyぉmero CepHO，Ea - p.O，llrOTOBKH H HaQaJla 

rpaiK瓦aHCKO註 BO員HhIH HHTepBeHUHH. 

B CH6HpH H Ha瓦aJIhHeMBocToKe yCTaHOBJIeHHe BJIaCTH COBeToB llIJIO CJIO}K}lhIM 

rryTeM. 3TO 06O51C即位C冗 pa3HhIMHI1PH顎 HaMH. ABTOp加 aJIH3Hpy兄 HTorH BhI60pOB 

B YQpe，llHTeJIhHOe c06p加 He，OCBemaeT oco6eHHocTlf o6rn.ecTBeHHo・TIOJIHTl何eCKO員iKH3HH

Cu6upuu u江aJIhHerOBocToKa. 
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